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「ぎゃああああ！　ご、ご、ご、ごめんなさいっ！　あなたとは付き合えません！」




　そう言って、彼女は猛烈な勢いで頭を下げた。

　五月さつき晴ばばれの登校途中。ピンクのハンドタオルを握りしめ、僕は二の句も継げずに、ブルブルと震ふるえる彼女の肩を見つめていた。




　えーっと、なに、これ。何が起きた？

　まさか僕…………フラれたのか？

　いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいや。

　ないないないないないないないないないないないないないないないない。

　それはない。そんなバカな事があるはずない。

　落ち着け、大丈夫だ。僕にフラれる理由なんて何もない。

　…………あれ、なんだろう。周囲の視線が痛い。

　おい、なんだよ。そんな目で僕を見るなよ。

『うーわー、アイツ登校中に告コクってフラれてんぞ。サイアクー』

　みたいな目で僕を見るなよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！

　違うからね！　これは何かの間違いだからね！

　僕は絶っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ対、フラれてない！




　…………だって、告白してないんだもん。




　女の子が落としたハンドタオルを拾ってあげただけだもん。

　それなのに、声をかけた瞬間、問答無用のごめんなさいって……。

　いくらなんでも、フライングが過ぎるでしょう、ねえ、彼女。

　顔ぐらい見せてよ、ねえ、彼女。

「じゃ、じゃあ、あたし急ぐからっっ！」

　制服を見る限り、同じ場所に同じ時間までに到着すればいいはずの彼女は、この瞬間突発的に発生したらしい用事に急せき立たてられ、爆発的なスピードで姿を消した。

　僕の手にピンクのハンドタオルを残して。

　………いや、どうしたらいいんだよ、これ。

　鮮やかなピンク地をバックに、世界的に有名なメスネズミがウインクぶちかましたハンドタオル。広げてみれば、口元に浮かんだ吹きだしに『Have a nice morning!（良い朝を）』と無理難題が綴つづられている。

　僕はしばしの間、女子高生の香りを残すメスネズミと睨にらみ合あい、

「――まふっ」

　とりあえず顔を埋うめておいた。

　繊せん維いの隙すき間まから見上げた空を、一羽の飛ひ鳥ちようが横切っていく。







　石つわ蕗ぶきハル。高校一年生。

　僕の学生生活は今日も通常運転です。
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「それでは、ＨホームＲルームを終わります。今日は夜から雨だそうですから、みなさん早めに帰ってくださいね。ああ、そうそう雨と言えば、お向かいの雨あま宮みやさんちのバラがちょうど見頃でして、しかし一つ残念なのは……」

「きりーつきょーつけーれー！」

　放っておけば雨が降るまで喋しやべり続つづけるであろう担任のガーデニング論を日直の号令が切り捨てる。と、同時に、

「わーりぃ、ハル！　俺おれ、今日予定あるから、先行くわ。ホンッットわりーな。なんせ買い物いかなくちゃいけないからさ、じゃーなー！」

　まったく全然何も聞いていないのに、手て島しま猛たけしが一方的に放課後の予定を述べ立てて教室から出て行った。

「うるせーよ、黙って行け」

　小中高と奇跡のように同じクラスになり続けた腐くされ縁えんの権ごん化けに悪あく態たいを突き刺し、僕はのろのろと帰かえり支じ度たくを始めた。置いて帰る教科書と、持って帰らない教科書を選えり分わけながらも、気を抜けば今け朝さの光景が疼とう痛つうのように頭を貫つらぬく。

『ぎゃあああああああ！　ご、ご、ご、ごめんなさいっ！　あなたとは付き合えません！』

　一応、謝罪始まりではあったものの、どちらかと言えば「近付かないで、このド変態」といった言葉が似合いそうな語気で吐はき捨すてて逃げ去った彼女。

　まさか告白してもいないのにフラれるなんて。

　こんな屈くつ辱じよくは、こんな屈辱は………………今週に入って三回目だ。

　これは、あれか。ついに恐れていた事態が発生したということか。僕が秘密裏に行っているごく個人的なツアーの存在が、女子達に露見し始めたということなのか！

　……マズイ。それだけは絶対にマズい！　そんなことがバレた日にゃあ、僕の評判は地に落ちまくる！　確かめなくては。




　チラッ―――――――ザザッ！

　チラッ―――――――ザザッ！




　教室の窓側を見やれば窓側の女子達が、廊ろう下か側を振り返れば廊下側の女子達が、統率のとれた動きで一斉に僕から目を伏せる。

　ふむ、いつも通りか…………。

「てゆーか、嫌われ過ぎててわかんねーわ！」

　一人毒どくづいて席を立った。

　バレるもバレないも関係ねーし。これ以上下がる評判が僕にあるか。

　入学式の新入生代表挨あい拶さつで盛大にやらかして以降、『蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むし』と忌いみ嫌きらわれる、この僕に限って。




　美少女だらけの教室を後にして、美少女が闊かつ歩ぽする廊下を抜ける。美少女が昇降する階段を下り、美少女がたむろする玄関を抜け、美少女達が駆け回るグラウンドへと出た。

　あ、言っちゃいます？　美少女ばっかりかーいとか言っちゃいます？　ならば、僕は自信を持って答えますよ？

　美少女ばっかりなんだよと。

　私立聖セントシンデレラ学がく園えん――通称デレ園えん。

　それは、女子高生の美び貌ぼうを磨みがくことに特化し全国にその名を轟とどろかせる、日本で唯ゆい一いつのヒロイン養成学校なのだから。

　ん？　男子ですか？　いや、もちろんいますよ。ウチ共学ですから。極少数ですけど。

　美少女の色香につられ、薄く開かれた扉とびらの隙すき間まに殺到した男子のほんの一握り、何十倍と言われる厳しい倍率を潜くぐり抜ぬけた真の猛も者さだけが、誰だれもが憧あこがれるデレ園女子と机つくえを並べることが許されるのだ。

　初めてデレ園の門を潜ったあの瞬間を、僕は昨日きのうの事のように覚えている。

　バラ色の学園生活をスタートさせた、あの瞬間。

　…………ほんとに瞬間だけだったなあ、バラ色の学園生活。




　部活美少女がキャッキャウフフと舞い遊ぶグラウンドを右手に見ながら校舎に沿って舗ほ道どうを歩く。新校舎と旧校舎の間を抜けて、草花の生い茂る中庭に一歩足を踏み入れると、気持ちがフワリと軽くなった。

　ああ、やっぱり、植物はいいなあ。

　何がいいって僕を傷つけないところがいい。一方だもの。この子達は癒いやす一方だもの。

　僕が毎日欠かさず手入れをしているボーダー花か壇だんには、新顔のベゴニアがぼつぼつと花弁を開き始め、ささやかな花園に赤の新色を加えてくれていた。

　今日も元気な娘達の姿をケータイカメラにおさめると、僕は中庭の奥へと向かって、銀杏いちようの並木道を歩き出した。

　目指すは中庭のどん詰まり、『猛もう毒どくの妖よう精せい』の棲すみ家かこと、藤ふじ棚だなだ。

　ふう、それにしても気分がいい。

　中庭を横切るこの銀杏並木が、僕は大好きだ。

　木の葉の緑は目に眩まぶしく、踏みしめる土の感触は足裏に心地よい。頭の上から降り注ぐのは、優しい木こ漏もれ日びと鳥の声。そして、




　ヒュ――――――――――――――、ゴツッ。

「いてっ！」




　…………固い、何か。

　木の枝か、木の実か。とにかく固い何か。

　う、うん、まあ、いいじゃないか。そういう悪いた戯ずら好きなところも、この並木道のいいところだ。若草の匂いを胸いっぱいに吸い込めば傷ついた心も頭も………………………

…………あ、だめだ、痛い。

　うわ～～～～～～～～、イッタイ！　ヤバイ、これ本物だ。これダメなやつだ！　こんな薄っぺらいモノローグで何とかなる痛みじゃなかった！　あー、くっそ、イッタイ！　なんだよ、もう！　人が全力で癒されてる最中に！

　怒りをこめて僕の頭ず蓋がい骨こつを強襲した固い何かを拾い上げてみれば、それは手のひらに収まるほどのガラスの小こ瓶びん。真まっ赤かな包装紙に包まれ、首にかけられた金きん縁ぶちの赤リボンには、同じく金文字で『ＰＯＩＳＯＮ』のプリントが。

「……毒？」

　怖こわっ！　なにこれ？　なんでこんなもんが空から降ってくんの？　自殺しろっていう天の意思か？

「動くな、ハル！　ストップ！　違う。もうちょい右！　そう、そのまま、フリーズ！」

　次に天から降ってきたのは、やたらと耳に障さわるキンキン声だった。

「よーし、じゃあ、３・２・１で行くからね？」

　何を？

「さーん、にぃー、いーち、やっふぅ―――――――――！」

　打ち合わせになかった『やっふぅ』の合図で、銀杏の枝がざわめいた。

　見上げると、空中にパッとプリーツスカートの傘かさが開く。

　めったにお目にかかれないスカートの裏地、その中心にピンクのレースの花が咲いたと思いきや、




「ぐぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　衝撃とともに猛毒の妖精が降ってきた。
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「よーし、着地成功っと！」

　突然木の上から降ってきたあらゆる意味で噓うそみたいな美少女、毒どく空うつ木ぎ美み也や子こは舞うような手つきでブレザーの木き屑くずを払い落とすと、アンティークドールを思わせるふわふわのロングヘアーに手て櫛ぐしを通し、

「どうだった、ハル？」

　仕上げに天使のような微笑ほほえみを決めて見せた。

「どうもこうもあるかあああああああああああああああああああああああああああ！」

　僕は僕で顔面にべったりとついた靴くつ跡あとを拭ぬぐいながら鬼のような形ぎよう相そうで叫さけぶ。

「出てくるなり何してくれてんだ、毒空木！　見たことない曾ひいばあちゃんの顔とか浮かんじゃっただろ！　危うく僕もあっち側に行くとこだったわぁぁぁぁ！」

「あれ？　なに、ハル。もしかして………………怒ってる？」

「お、お、怒ってるだとぉ？　えええ、わかんない？　それ聞かなきゃわかんない？」

「あれ～、おっかしいなぁ。あ、じゃあ、これだ！　はい、ハル、これ！」

　毒空木は銀杏の根元に転がっていた『毒』の小瓶を拾い上げると、

「これ、食べて[image: ]」

　毒殺される！

「ちょっと、なんちゅー顔してんのよ、ハル！　料理自慢のシェフ空木さんが丹たん精せい込こめて作った特製スイーツなのにー！」

「いや、思いっきり『毒』って書いてありますけど？」

「ああ、これはアレよ。製作者のロゴよ。毒空木パティシエの『毒』」

　紛まぎらわしいことすんな！

「はい、食べて食べて！　今食べて！　ほらほらほら！」

「いてててて。やめろ、押し込むな！」

　丸ごと口にねじ込もうとする毒空木から必死にガラス瓶を奪い取る。

　期待に満みち溢あふれた視線に見守られながら蓋ふたを開いて傾けると、手のひらに転がり出たのは松ぼっくりのような形をしたレモン色の個体。

「……なにこれ、アメ？」

「グミ」

　グ、グミ!?　いくら料理が上う手まいからって、グミって家庭で作れんのか？

「食べて食べて！　早く早く！」

「わかったって、食べるから押すな！　えーっと、どれどれ。うわっ、グニグニする。ホントにグミだし。でも、あれ？　グニグニとした食感の奥からピリピリとするようなカラシの風味が……これって何味？」

「まんま、カラシ味☆」

「ふんぐわぁっっ！」

　口の中が爆発した。

「びっくりした、ハル？　びっくりしたよね？　はい、見て！　そのびっくりした流れであたしを見て…………どう？」

「どうじゃねえわあああああああああああああ！」

　口から火が出るほど叫んだ。

「おおお、お前いい加減にしろよ！　なんだ、この最前からの暴行祭りは！　お前が出てきてから、まだ暴行しか受けてないぞ、僕！　いったい、どーゆーつもりなんだよ！」

「あっれ～、また怒ってるし。どうなってんのよ、もー」

　頭をがりがりとかきながら雑誌のページをめくる毒空木。

　うっそ、雑誌開くんだ？

　このタイミングで？　フルテンションで激げき怒どしてる人間を前にして？　雑誌を開くことが出来るんだ？　逆に尊敬するわ、その図太さ。

　毒空木が苛いら立だたしげに眺ながめているのは、いかにも素人しろうとが手作りしましたといったふうの、安っぽいモノクロ印刷の小冊子。表紙を覗のぞき込こんでみると、

「『マダム薫かおる子この花占いが気持ち悪くらい当たる件について』……なんだ、こりゃ？」

「あれ、知らないの、ハル？　デレ園の占い研究会が発行してる機関誌じゃん」

　まず何よりも、タイトルのセンスがよ。

「今、女子の間で大人気なんだよ。うちのクラスでもすっごい盛り上がってるのを立ち聞きしてさー、試しに一部買っちゃった」

　話の輪に入ってたわけではないんだな。さすが猛毒の妖精さん、相変わらずクラスに馴な染じめてないご様子で。

「でまた、これがマジで気持ち悪いくらい当たんのよ。もう薫子、未来人じゃねーのって感じ。例えばハルの場合は……あ、ここだ。今月のＯ型」

　おい、花占いはどうした。

「――今月のＯ型は生きてるのが不思議なレベルの絶不調ざます――だってさ。ウケる」

　ウケてんじゃねーよ！

「恋愛運：最悪。不自然な速度で異性にフラれていくざます。健康運：最悪。口の中が不自然に痛めつけられるざます――すごい、全部当たってる！」

「ほぼ全部、お前のせいだけどな！」

「金運：最悪。宝物が不自然な形で奪われるざます。勉強運：最悪。不自然な量の宿題を出されるざます。商売運：最悪……」

「もういいもういい、もう読まなくていい！　なんだその、生きる気力がみるみる奪われる占いは！　Ｏ型になんか恨うらみでもあんのか、マダム薫子！」

「ちなみに、あたしの場合はここね、今月の獅し子し座ざのあなた」

　だから、花占いは！

「――恋愛運：絶好調！　意中の彼をサプライズで胸きゅんさせれば、一生忘れられないような濃厚キッスのご褒ほう美びがもらえるざます――だってさー！　きゃー、きゃー、見て見て！　書いてあるでしょ、ほら、ここ！　ここ！」

「な、なあ、毒空木よ。一応確認しておくけど、サプライズってまさか、さっきのカラシグミと、フライングフットスタンプの事じゃないよな？」

「そうそう、あれあれ。二段構えの超サプライズ。どう？　きゅんきゅん来た？」

「くるわけあるかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ――――――――――――！」

　喉のどが裏返るほど叫んだ。

「どこの世界に、あれでときめくヤツがいるんだよ！　頭おかしいのか、お前は！」

　いや、おかしいけどさ！　確定してるけどさ！　にしたって、度が過ぎるだろ。なんだ、あの最悪のサプライズは！　思い出すのも忌いま忌いましいわ。

　口こう腔こうを襲う激痛、脳天を直撃する衝撃、土の味、空中から迫りくる靴裏、捲めくれ上あがるスカート、すらりと伸びた白い脚に薄いピンクのレースの……パンツ。

…………あれは良いパンツだったなあ。

「ほら、赤くなってるじゃん！」

「うおおおっと！　ち、違う、これは違う！」

　しまった、つい記憶があらぬ方向に！

「やったー！　ハルをきゅんきゅんいわせたったー！　じゃ、そーゆーわけで早速、お願いしまーす」

　毒空木がぬっと顔を寄せてくる。

「ちょ、お願いしますって、なんだよ」

「あ、待って待って。リップ塗るからちょっと、待って。はい、つやぷるガールに大へんし～ん♪」

「待て、変身すんな！　僕に何をさせる気だ」

「何って、占い通りじゃん。意中の彼を胸きゅんさせればぁ、一生忘れられない濃厚キッス…………やん、やん、やん！　だめだめだめ！　それはだめ。そんなの死んじゃう。あの、ハル、あたしその、初めてだから…………軽目のやつでお願いします[image: ]」

　そう言って、毒空木はツヤプルに仕上がった唇くちびるを尖とがらせた。

「―――うぐっ」

　瞬間、心臓が破裂するほど強く脈を打った。

　やっばい。毒空木のキス顔、超可か愛わいい。

　……ああ、引きこまれる。

　……もう、何もかも忘れて……このまま……。

「って、だめだだめだだめだ！　バカな事やってんじゃねーよ！　ほら、もう行くぞ！」

　キス待ちの毒空木に背を向けて、僕は足早に歩き出した。

「ちょ、ちょっと、どこいくのよ、ハル！　ちゅーは？　ズルいズルいズルい、胸きゅんしたくせにー！」

　違いますー。このときめきはサプライズとは別件だからノーカンですー。

　機き関かん銃じゆうのように飛んでくる毒空木のケツキックに耐えながら、僕は真っ赤に染まった顔に気付かれぬよう、足早に藤棚を目指すのだった。




　今日も今日とて、僕は毒空木に翻ほん弄ろうされる。これがもはや僕の日常だ。

　美少女揃ぞろいのデレ園においてなお傑けつ出しゆつした美貌を誇り『妖精』と讃たたえられるも、度を越した凶暴性、ＤＱＮ性から『猛毒の』という枕まくら詞ことばを冠かんせられたデレ園史上最高最悪の美少女―――毒空木美也子。思えば初めて出会った時から、僕はこいつに振り回されっぱなしだった。

　あれは忘れもしない一カ月前。

　下げ駄た箱ばこの中のラブレター然とした手紙にホイホイ釣つり出だされた僕は、待ち構えていた毒空木に怒ど鳴なられ、蹴けられ、気絶させられ、特殊引火物をぶっかけられた挙あげ句く、真剣な交際を申し込まれた。

　自他共に認める学園一の美少女の告白を、深刻な価値観の違いから『お前なんかこの学園の付き合いたいランキング断トツぶっちぎりの最下位だ、このヤロー！』と丁てい重ちようにお断りしたところ、毒空木は漆しつ黒こくの瞳ひとみをギラリと輝かせ、




「じゃあ、ハルがこの学園の女子全員にフラれたら、あたしと付き合ってくれるのね」




　と、到底常人には思いつきそうにもない事を言いだした。

　それが、恐怖の無茶ぶり祭り、『デレ園えん全ぜん告コクツアー』の始まりだった。

　ルールは簡単。

　僕がデレ園の女子全員に片かたっ端ぱしから告白していく。ただそれだけ。

　もちろん、誰か一人でも僕の告白を受け入れてくれる女子がいればその時点でツアーは終了。僕はとびきり可愛いデレ園の彼女を手に入れて、毒空木は僕への想いをすっぱり諦あきらめる。

　逆に、見事女子全員にフラれれば、『付き合いたいランキング最下位』の毒空木が晴れて繰り上げ当選という訳だ。デレ園の女子はおよそ四百二十人。しかも、毒空木が全力で僕の告白をバックアップしてくれるという。

　これを好条件だと思ってしまったのが運のつき。

　それからわずかの期間で僕は思い知ることになる。己が背負った『蟯虫齧り虫』という名前の重さを。

　まぁ――――――――――――――――――――、フラれること、フラれること。

　すごいね、女の子って。可愛い顔して容よう赦しやないわ。

　いや、可愛いからこそ男を選ぶ目もシビアになるのだろうか。

　ツアー開始から一カ月、天使のようなデレ園美少女にメッタ斬ぎりにされること、はや六十三人。あ、いや、今朝のを入れたら六十四人か。

　僕と毒空木の間に残る美少女は三百五十六人。残機と思えば心もとなく、処刑執行人の数と思えば多すぎる。

　なにはともあれ、ツアーはまだまだ終わりそうもない。




「こらー！　逃げるな、ハルー！　ちゅーよこせ、ちゅー！　こんな据すえ膳ぜんから逃げる気か、ヘタレ虫！　おら、おら、おらー！」

　そして、毒空木のケツキックも終わる気配がない。

　し、しつけーな、こいつ。いい加減、腰骨砕くだけるわ！

　なんなんだよ、逃げてるんじゃねーよ、ノーカンだって言ってるだろ！　僕は逃げたことねーっつーの！　このツアーだってズタボロになりながらも逃げずに頑張ってるっていうのに……………って、あれ？

「うわっ、ちょっと。いきなり止まんないでよ」

　毒空木に追突されるまで、僕は自分の足が止まっていることに気付かなかった。

　そんなことに気付かないほどの衝撃が僕の頭の中に発生していた。

　なんで僕…………逃げないんだ？

　なんでこんなバカ正直に、全告ツアーを消化してるんだ？

　嫌ならいつでも投げだすことは出来たじゃないか。なぜ、僕は……？

　毒空木が怖いから？　彼女が欲しいから？

　それとも………。

「あ、なに、ハル？　もしかして、ちゅーする気になった？　いいよ、して！」

　満面の笑みを浮かべて、僕の顔を覗き込む毒空木。

　心を吸い込むような真っ黒い瞳が、鼓動の静まりかけた心臓に激しくムチを入れる。

　毒空木は美しい。本当に美しい。外見だけなら文句のつけようがない。

　そして、欠陥品ばかりで構成されている内面に僅わずかばかり混じった正常品が、通常以上の輝きを放つことも僕は知ってしまっている。

『蟯虫齧り虫』とあだ名され、腐りきっていた僕を奮い起こさせてくれた毒空木。

　平和ながらも緩ゆるやかに死んでいくような高校生活を一変させてくれた毒空木。

「ちょっと、どうしたの、ハル、ぼーっとして。大丈夫？」

　誰か一人でも告白を受け入れてくれる女の子がいれば全告ツアーは即終了する。

　もちろん毒空木だって、デレ園の女の子だ。

「……まさか、ホントに？」

　僕の表情から何事かを察したのだろうか、毒空木の瞳が夜空に星をちりばめたように輝いた。白い頰ほおに朱が差し、唇が期待に艶つやめく。

　頭皮まで赤くなる顔面を自覚してたまらずに視線をそらすと、毒空木と同じ顔色に染まった夕焼け空に、白いパンツがぽっかりと浮かんでいた。

「……こ、今度は逃げちゃ嫌だからね、ハル」

「ちょ、ちょ、ちょ、待った待った待った、毒空木！」

「へ？」

「今なんか…………変なものが浮かんでた」

「はい？」

　ゴシゴシゴシゴシゴシゴシゴシゴシゴシ。

　瞼まぶたが擦すり切きれるほど目を擦こする。

　よーし、落ち着け、僕。大丈夫だ。冷静に一つ一つ見ていこう。

　えー、まず、毒空木の真っ赤な顔がありますと…………うん、ある。

　その肩ごしに夕焼け空が見えますと…………うんうん、見える。

　さらに、夕焼け空を削けずるように銀杏の大樹が枝を広げ、その高枝の一本に、

「だ、誰かぁ～～。た、助けてくださいぃ～～～」




　時とき宗そうさんがパンツ丸出しでぶら下がっていた。




「「な、な、な、な、なにをやっとんじゃ、お前はぁぁぁぁぁぁぁぁ――――――――――――！！！」」




　僕と毒空木の絶ぜつ叫きようが、伸ばし棒の長さからびっくりマークの数まで寸分たがわずきっちりとユニゾンした。




「うそっ！　ハ、ハルくん!?　やだっ、見ないでください～～～～～～」
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　いや、見るだろう！

　なんだ、これ。いったいどういう状況だ！

　僕と毒空木の唯一と言っていい女友達の時宗愛あ結ゆさんが、高さ三メートルはあろうかという銀杏の高枝に半泣きでぶら下がっている。

　とりあえず、時宗さんが自ら望んでこの状態に陥ったのでない事は、鼻の下までずりさがった眼鏡めがねと、小枝に引っかかってお腹の上まで捲れ上がったスカートと、顔の割りに大胆なカットのパンティラインからはみ出る口当たりのよさそうな柔肉の様子を仔し細さいに観察することで容易に見て取れるけど……。

「ちょ、ちょっと、どこを観察してるんですかっ！　見ちゃだめですぅぅぅ」

「うわあっ、ごめん、つい！　もう見ない！　神に誓ってもう絶対見ないからって………あれ？　そんなところにホクロあるんだね、時宗さん」

「もう、バカあっ！」

　世界中に開放されたスカートをなんとか復元させようと足をバタつかせる時宗さん。

その瞬間、しなった枝がビヨンと跳はねて、

「ええええええええええええええええええ！　うっそぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」




　パンツをすっぽり脱がして持っていった。




　んな、バカな！




　なんだ、今のは！　どーゆー原理だ！

　何が起きたら下から上に跳ねた枝にパンツ丸々持っていかれるんだ！

　どんな才能の持ち主なんだ、君は！

「いや―――――――――！　だめだめだめだめだめだめだめだめだめだめだめだめ！　見ないで見ないで見ないで！　絶対に上見ないでハルくん！　見たら呪のろい殺しますよ！」

「見てない見てない！　今度はホントに見てないから！」

　だめだ。これは、だめだ。いくら時宗さんが泣く子も黙るデレ園女子であったとしても……………知り合いのモロ画像は、さすがに引く。

「す、すまん、毒空木。時宗さんが色んな意味で大変だ！　僕は顔を上げられないから、何とか一人で……」

「あ、ありえねー………」

　謎なぞの呟つぶやきをもらして、毒空木が膝ひざから崩くずれ落おちた。

「急にどうした、毒空木！」

「……お、おっぱいだけだと、おっぱいだけだと思っていたのに……まさか、こんなところまで…………。もう、勝てるところが何もないよ……」

　何に敗北したんだ、毒空木！

「ううう～～。い、痛い、手がぁ。だめ、落ちる～～」

　そうこうしている間にも、上では時宗さんの握力は限界を迎えつつあるようだ。

「だ、大丈夫か、時宗さん。絶対に手を離すなよ！」

　とっさに顔を振り上げる。

「きゃあああああああああああ！　だめえええええ！　見ちゃダメですぅぅぅぅぅ！」

　ああ、そうだったそうだった。見ちゃダメなんだった。素で忘れてた。すぐさま顔を振り下ろす。

「ああ～、もうダメ。落ちる！　助けて、ハルくん！」

「よ、よし、わかった。今助けるぞ！」

　やっぱり顔を振り上げる。

「うぎゃああああああああああああー！　見ないでぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　どうしろってんだよっっ！

「むぐぐ…………えいっ！」

『むぐぐ』と『えい』の間にどれほどの葛かつ藤とうがあったのかは知らないけれど、結局時宗さんは数ある選せん択たく肢しの中から、




「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　潔いさぎよく墜つい落らくする道を選択するのだった。
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「あ、あの…………どうもお騒がせしました。おかげ様で助かりました」

　スカートの前後をモジモジと押さえながら、時宗さんはふかぶかと頭を下げた。

「いや、なに一つ助かってないじゃん、あんた」

　泥どろまみれになった時宗さんの制服を丁てい寧ねいにはたいてやりながら毒空木が言う。

　どさくさに紛れて全然汚れていない胸のあたりをチョイチョイ攻撃しているように見えるけれど、時宗さんは気付いていないようだ。

　一度叩たたかれれば三回揺れる。

　時宗さんの超高校級のぷるぷる山は、今日も抜ばつ群ぐんの仕上がりだ。

「つーか、あんた何であんなとこにぶら下がってたのよ。高校生にもなって木登りとかする？　ないわー」

　つい五分前に木の上から降ってきた毒空木は、生まれてこのかた木登りなんてしたことがないかのような顔で時宗さんを攻撃する。

「ち、違うよ！　遊んでたんじゃないの。ほら、これに書いてあったから……」

　時宗さんがおずおずと鞄かばんから取り出したのは、

「あれ？　なんだ、白さ湯ゆも買ったんだ、『マダム薫子』」

　どうやら、デレ園女子に大人気という触れ込みは事実のようだ。

「言ってくれたら、あたしの見せてあげたのに。なに？　それに木に登ったらパンツはぎ取られるざますって書いてあったの？」

「書いてあったら登らないよ！」

「それじゃ、何て書いてあったの、時宗さん」

「あ、ハルくんも知りたいですか？　ちょっと、待ってくださいね。えっと……あ、ここだ。今月の眼鏡のあなた」

　もう、なんでもありだな、マダム薫子。

「――仕事運：絶好調！　高い視点で物事を見下ろせば、日頃の弱点も克こく服ふくできるざます――だって！　ね、書いてあるでしょ？」

「……あ、うん。そ、そうだね……書いてあるね」

　そうか。その文章を読んで、時宗さんは木に登ってしまったのか………。

　そうかぁ…………。

　自慢げに冊子を開く時宗さんの笑顔が見るに耐えず、僕は顔を俯うつむけた。

「えへへへ、これでドジっ子返上出来るかな？」

「無理よ」

「ひどい、みゃーこ！」

　いや、無理だろう。

　占いを曲解して木に登った挙句、パンツはぎ取られて落ちてくる女の子の、最もマイルドな呼び名が『ドジっ子』だ。

　見上げれば、持ち場を離れた時宗さんのパンツが梢こずえの先で気持ちよさそうに風にそよいでいた。

「まあ、自分でドジっ子って自覚があるだけマシだけど。とにかく今はそんな非現実的な話より、白湯のスカートの中の大問題を解決しないと。今のままじゃ、うっかり棒状の物体の上にすっ転んで、大人の階段上りかねないからさ」

「え、棒状……？　って、なんのこと？」

　うん、わからなくていい。時宗さんはわからなくていいんだよ。

「とゆーわけで、ハル。あたし達先に藤棚まで行って白湯のスカートの中のアレをナニしてくるからさあ。その間ハルは――」

「その模様を動画に収めればいいんだな。まかせと――げぼはぁっ！」

　毒空木の前蹴りに鳩みぞ尾おちを貫かれた。

「じょ、冗じよう談だんにひぃ……決まってるじゃないっすかはぁぁ……へひゅるるるる………」

「さ、いくよ、白湯」

「うん」

　這はい蹲つくばって言葉と空気の中間のようなものを吐きだす僕を一いつ顧こだにせず、毒空木はさっさと時宗さんの手を引いて歩き出した。

　毒空木はともかく、時宗さんまで酷ひどくないか？

「イタイイタイー！　これはヤバイよ、二人とも！　内臓にヒビが入っているかもしんないよ！　ほら、もっと心配してよ、二人ともー！」

　呼び声空むなしく、二人の姿は中庭の奥へと消えていくのだった。

　……念のため、もう一分待ってから周囲の様子ををうかがうも、引き返して来る気配は、ない。




　―――――――計算通り。




　かかったな、毒空木。この一カ月、僕が何回お前に殴なぐられていると思っているんだ。　急所のはずし方と、怪あやしまれない程度の痛がり方はとっくに会え得とく済みなのさ。

　ブレザーについた泥をさっさと払い、背筋を伸ばして立ち上がる。

　見上げると、銀杏の梢の先端で気持ちよさそうに風に吹かれている純白のパンツ。




　パクるなら、今だ。




　ザラザラとした銀杏の樹皮に手をかけた。

　その瞬間。バサバサバサバサバサッ。

　空から降り注ぐ不審な羽音。

　何者だと振ふり仰あおいだ時にはもう遅かった。夕焼け空を一文字に切きり裂さいて飛来する黒い弾丸、

「カーッ！」

　もとい、カラスだ。

　―――ガシッ!!

　あっと叫ぶ間もなく、すり抜け様にパンツを咥くわえて飛び去った。

「……う、うそ……？」

　呆ぼう然ぜんと大おお泥どろ棒ぼうの仕事を見送る僕の頭に、マダム薫子の言葉が蘇よみがえる。




『金運：最悪。宝物が不自然な形で奪われるざます』




　ふ、ふざけんなよ……。

　一気に頭に血が上った。血が沸ふつ騰とうするという感覚を生まれて初めて実感する。

　ヤロー、何してくれてんだ……。

　カラスの分際で……。

　畜ちく生しようの分際で……。

　お前に……お前に……。




「お前にその価値がわかるのかあああああああ！」




　気が付くと、無我夢中でカラスの後を追っていた。
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　走る。走る。

　並木道を疾しつ風ぷうのように取って返し、中庭を飛び出し、グラウンドを二、三周して、体育館へと続く裏庭に回っても止まらない。

　見上げれば、夕焼け空を背景に木から木へと上機嫌に飛び移っていく黒と白のコントラスト。カラスの黒い体に光こう沢たくのある白布がよく映えた。

　このエロガラスが！　カラスならカラスらしく光り物でも集めてろってんだ。なんでよりによってそれを狙ねらった？

　私にとっては何よりも光り輝く宝石だからっすってか、やかましいわ！

　リアル鳥とり頭あたまの分際で時宗さんのパンツに目をつけたその鑑定眼だけは褒ほめてやる。しかしそこまでだ、エロガラスよ。モノにはなあ、分相応ってもんがあるんだよ。

「お前にその子が幸せに出来るのかぁぁぁぁぁぁぁ――――――――――――――！」

　裂れつ帛ぱくの気迫が天に届いたのか、はたまたそれが鳥頭の限界だったのか。

　楡にれの枝から飛び立とうとしたカラスは、焦あせって翼を梢にひっかけた。予想外の抵抗を受けて盗ぬすっ人とカラスがバランスを崩す。

「カー！」

　立て直そうと力を込めて一声鳴けば、当然パンツは嘴くちばしから滑り落ちる。

　――――勝機。

　一気に駆け足を加速させた。大将も素早く翼を翻ひるがえして降下する。

　よーい、ドンだ。

　ヒラヒラと舞い落ちるパンツを求めて、空から地上から殺到した。しかしこの勝負、一度方向転換を迫られている分だけカラスが不利。勝てる、そう確信した瞬間、

「―――え？」

　体育倉庫の角から人影が現れた。ちょうど、パンツの落下地点。クロスプレーの衝突地点。この局面、もう止まれない。

「カー！」

「ひっ！」

　警告するように発せられたカラスの咆ほう哮こうに少女が短い悲鳴を上げて身を縮める。

「どぉぉりゃあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　その上を飛び越えるようにして、頭からパンツに突っ込んだ。

　ガシィィィィィィッ！　ガツ――――――ンッ！

　とった！

　右手がすべらかな布の感触を、コメカミが鋭えい利りな嘴の衝突を、ほぼ同時に感知した。

　少女に衝突しないように空中で身を捻ひねれば、受け身なんて取れやしない。

「ぐぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　そのままめちゃくちゃな体勢で石畳に墜落した。ムチャした分の衝撃が、全て我が身に降りかかってきた。

　そして―――。

　あっ……あっ……うわっ………来た。

　痛みが来たあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっ！

　頭とコメカミと背中と腰と膝が競うように痛みを訴え始める。

　うおおおおおおおおおおおお、長いっ！　痛いのが長いぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！

　でも……まだだ！　まだ油断するな！　まだ終わっていない！

　敵の第二攻撃に備え、リバウンドボールを奪い取ったバスケ選手よろしくパンツをふところに搔かき込こんで立ち上がる。首を振って大泥棒の姿を探ると、涙で曇くもる視界の端に夕陽に向かってヘロヘロと飛び去っていく黒い影が滲にじんでいた。




　――――保護完了だ。




「よかった……」

　一気に緊張が解けた。片膝をつき、体育倉庫の外壁をムニっと摑つかんで息も絶え絶えの体を支える。

　……って、あれ、ムニってなんだ？

　コンクリの壁を摑んでムニってなんだ。普通はガシッとかバシッだろう。すッ転んだ衝撃で皮ひ膚ふ感覚がおかしくなったのか？　念のため、もう一回確認しておくか。




　ムニムニムニムニムニムニムニムニムニムニムニムニムニムニムニムニ。




　ふむ、ムニで間違いないようだ。最近のコンクリって柔らかいんだなぁ。

　まるで脂し肪ぼうの塊かたまりを握っているような、この感触……。

「あ、あの、やめてくだ……さい……」

　女の子は震える声でそう言った。

　それは、ついさっき危うく突き飛ばしそうになった女の子。

　優しそうな丸顔に下がり気味の目め尻じりがキュートな女の子。体をわなわなと震わせながら…………僕に胸を鷲わし摑づかみにされている女の子。

　ああ、なんだ。やっぱり脂肪の塊を握っていたんじゃないか。

「あ、あなたっ」

　ヒュッと少女の手が振り上げられた。

　――――顔に一発。腹に二発。

　瞬時に脳が計算結果を弾き出す。

　ふふふ、僕くらい日常的に女の子に殴られ続けていれば、相手の目を見ただけでおおよその殴られる箇所と回数がわかるようになるものだ。どうだ、この何の役にも立たない能力。ああ、いいさ。殴るがいいさ。そして、僕は今日から蟯虫探さぐり虫に進化することだろう。それがどうした。パンチよりパンツだ。時宗さんのパンツが手に入るなら、そんな細腕怖くもない。さあ、何発でも来いやぁ！

　そして、少女の手が振り下ろされる。

　あ、ごめんなさい。やっぱりウソです、超怖いです！　お手柔らかに！　どうかお手柔らかにぃぃぃぃ！

「頭、大丈夫？　血出てない？」

「……え？」

　それはそれはお手柔らかに、僕の頭に添えられる。

「ありがとう、カラスから守ってくれて」




　心からの感謝の気持ちを手のひらにこめて、少女、いや、僕の中のベストヒロインは微笑んだ。
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「好きな女ができただあああああああああああああああああああああああああああ？」




　藤棚に毒空木の怒鳴り声が響きわたった。

　藤棚と言われてピンとこない人は、公園をいくつか頭に思い浮かべてみてください。　物もの干ほし竿ざおを平行に並べたような屋根のついたベンチがあったりするでしょう。あれです。あれの屋根の方。あの庇ひさしの骨組みみたいヤツに落葉系の植物である藤のつるを絡ませれば藤棚のいっちょあがり。

　文章にしてしまうと簡単ですが、しかし、そこは美を追求するデレ園のこと、藤棚ひとつとってもただのベンチの日よけじゃすみません。

　大胆かつ繊細な接つぎ木きでガーデンテーブルを取り囲んだ藤棚は、一つの部屋と表現して差し支えないほどの偉い容ようを誇っており、こうやってガーデンチェアに腰かけて見上げてみれば、ふりそそぐ花房の上品な紫に心洗われ、茎葉の優しいグリーンに心癒され、

「人の話を聞けぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　毒空木の本気の前蹴りに心（の臓）を射抜かれる。

「げほっ、げほっ！　な、な、な、何すんだ、毒空木！　人がせっかく和なごんでんのに！」

「人が目一杯怒ってる前で和んでんじゃねーわ！　どういう事よ、好きな女が出来たから告白したいって！　あんたつい数分前にあたしとキス寸前までいったくせにー！」

「えええー！　そうなんですかぁ！」

　時宗さんが椅い子すを蹴倒して立ち上がる。

「い、いや、まあ、そんなこともあったような、なかったような」

「押し倒して、服脱がせて、茂みに引き込んで、責任とって入籍して、学校の近くに部屋借りて、式場探す寸前までいったくせにー！」

「どぅえええええええ！　そそそ、そうなんですかあぁぁぁぁぁぁ――――!?」

「数分でそんなことが起きるわけないでしょ！　丸々全部大噓だから！」

「全部じゃないもん…………キスはしてくれようとしてたもん……ちゃんとメモってあるんだもん」

　下唇を嚙かみしめて、潤うるんだ視線で睨にらみつける毒空木。

　よくメモれたな、そんなこと……。まあ確かに、数分前の僕は言ったのかもしれない。

　しかし、男子三日会わざればだ。フラれ疲れ、弱い心に押しつぶされそうになっていた遥か数分前の僕と、恋の翼を手に入れた今の僕とを一緒にされては迷惑だ。

　そう、今なら自信をもってはっきりとこう言える。

「あの時の僕は、どうかしてたんだよ」

「ぶっ殺すぞ！」

「きゃー！　だめよ、みゃーこ、椅子を下ろして！　それ鉄製だから！」

　猛然とガーデンチェアを振り上げる毒空木に時宗さんがしがみつく。

「離して！　離して、白湯ぅぅぅ！」

「だ、だめだよ、時宗さん！　絶対に離さないで！　離したら死ぬよ！」

　主に僕が。

「みゃーこ、落ち着いて！　だめだって椅子を下ろして！」

「わかった、下ろす。椅子を（ハルの顔面目がけて全力で何度も何度も動かなくなるまで振り）下ろすから、手を離して白湯」

「よかった。わかってくれたんだね、みゃーこ」

「騙だまされないで、時宗さん！　全然隠しきれていない邪悪な本心を見落とさないでー！」

「え、本心？」

「お願い白湯。一発！　一発だけ殴らせて！　それで必ず『終わり』にするから」

「あ、うん、そういうことなら………」

「騙されないで、時宗さーん！　『終わり』の意味をはき違えないでー！」

「ふぇ？　意味？」

「そうだ、白湯。藤棚の外に甘い甘いお菓子があるのよ。早く行って取っておいで？」

「もはや馬ば鹿かにされてるよ、時宗さーん！　全力で怒っていいところだよ、時宗さん！」

「ちょ、もうっ、やめて！　二人でやいのやいの言わないで。いーってなっちゃうから！　とにかく、みゃーこもいい加減落ち着いてよ！」

「却きや下つか、怒り狂う！　純粋な恋心を弄もてあそぶなんて最低よ！」

「お前が言うな、毒空木！　こんなツアーを企画してるお前だけは言うな！」

「うぐっ！」

　僕の言葉が妖精の何がしかを穿うがったのだろうか。毒空木の体がビクリと震ふるえ、重戦車のような勢いが霧散した。

「んぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ」

　だけど、怒りは消えていない。

　その証拠に……おお、すげー。鉄製のガーデンチェアがどエライことに。ひん曲がるひん曲がる。まるで飴あめ細ざい工くのようだ。いや、飴細工なんて見たことないけどさ。

「っ――――――――――わかったわよっっっ！」

　怒号と共に毒空木はほぼ真球と化した元ガーデンチェアを地面に叩きつけた。

「わかったわよ！　手伝うわよ！　それでいいんでしょ？　上等じゃん、やってやるっつーの！　これ以上ないってくらい、めっちゃくちゃお膳立てしてやるわ！　それでめっちゃくっちゃにフラれればいいのよ、ハルなんか！」

　そして、口数で撃ち殺すようにまくし立てると、

「白湯、邪じや魔ま！　いつまでしがみついてんの、スカート捲るぞ！」

「きゃあ！」

「おお！」

　一瞬、色めきたったけれど、時宗さんのスカートの中身は体操着の短パンによってがっちりと防御されていた。毒空木の言う『アレをナニする』とは、スカートの中に短パンを穿はくという吐き気をもよおすほど醜しゆう悪あくなアイデアだったようだ。

「なにボーっとしてんのよ、ハル！　さっさと教えろよ、ゴラァ！」

「いて！」

　毒空木に頭を叩かれた。

「お、教えるって、何を？」

「はあ？　この期に及んで何言ってんの！　この数分でハルを誘惑したっていうクソビッチの事に決まってんでしょうがぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　毒空木は火か焰えんを吐きつけるように怒鳴ると、鞄から『マダム薫子』を取り出して、




「さあ、デレ園全告ツアー、再開よ！」




　真っ二つに引き裂いた。
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　カッカと燃え上がる毒空木に急かされて、僕は二人がいない間に起きた出来事をこと細かに語り始めた。突然のカラスの襲来の事、追走劇、そして、ベストヒロインの登場と、カラスに襲われるヒロイン、身を挺ていして助ける僕。

「えっ、それじゃあ、ハルくん。カラスに襲われた女の子を、体を張って守ってあげたってことですか？　すごい、かっこいい！」

　時宗さんが尊敬の眼まな差ざしを輝かせる。

「どうだか。どうせ、ドサクサに紛れて乳でも揉ももうとしたんじゃないの？」

　そこに素早く毒空木が水をさす。

「そんなワケあるか！　あれは、あくまでたまたま触っちゃっただけだよ！」

「やっぱ、触ってんじゃん！」

「ハルくん！」

「ああ、違う違う！　いや、まあ違いはしないんだけど……待って、殴らないで！　これは事故だから！　よろけて、こうフラフラ～っと手が入っちゃっただけだから！」

「んで、手の次はナニがフラフラ～と入っちゃったのよ？」

「入んねーよ、なんも！」

　あと、『なに』をカタカナ表記するな。イメージが変な方向に限定されるだろ！

「ふーん、まあいいや。んで、乳の感触に恋に落ちたと」

「ハルくんサイテーです」

「だから、そんなワケないでしょ！　お願いだから毒空木の言葉を信じないで、時宗さん。僕が恋に落ちたのは、その後の彼女の言葉にだから」

「言葉？」

　毒空木が片かた眉まゆを吊つり上あげる。

「うん。いや、あれは良かったなあ。思い出しても、こう、きゅんきゅんきちゃうねー」

「え、ちょ、な、なんて言ったんですか、その子？　教えてください！　いや、参考までに、あくまで参考までに是ぜ非ひ！」

　明らかに目の色が変わった時宗さん。

「ちょっと待って、ハル………………はい、オッケー、ゆっくり言って」

　毒空木も素早く手帳を開いてペンを構える。

　すごい食いつきだな、二人とも。やっぱり女の子は恋バナが大好きのようだ。

「ぃよーし、そんなに言うなら教えてあげましょう。よーく聞けよ？　その時、僕の中のスペシウムヒロインは可か憐れんな瞳を潤ませて、頰を恥じらいの色に染めながら……」

「そーゆーのいらないから、コメントだけ早く！」

　毒空木が僕の言葉をピシャリと断ち切る。

　くそう、詩想を解さない猛毒女め。

「まあ、いいや。じゃあ、言うぞ？　彼女は僕にこう言ったんだよ―――カラスから守ってくれてありがとう―――ってな」

「「………………………………………………………………………………………………」」

　沈黙が、遠くの鳥の声を運んできた。

「……ええっと、あの、終わりなんだけど」

「ええ！　今のでですか！」

「うわ、あほらしっっ。メモって損した。消えないかな、このインク」

「いやいやいやいや、おかしいおかしいおかしい！　二人ともなんだよ、そのリアクション！　ちゃんと聞いてた？　ありがとうだよ、あ・り・が・と・う！　彼女は、僕に、ありがとうって、言ったんだぞ！」

「ウチのインコは、オハヨーとだって言えるけど」

「インコと一緒にすんな！　女の子だぞ、女の子！　この地上に、僕に半径一メートル以内に侵入されて、ありがとうなんて言う女子がいたんだぞ！」

「あれ？　なんでしょう、急に涙が……」

「ハル、これグミの失敗作だけど、よかったらあげるね」

「え？　ああ、うん。ありがとう」

　なんだろう。二人の目が優しく濁にごっている。

「ま、まあ、とにかく僕は彼女の優しい言葉に一発でやられちゃったワケさ。彼女は僕に女の子は見た目だけじゃないって教えてくれたんだよ。いいよなあ、ありがとうが素直に言える子って」

「は、ハルくん！」

　時宗さんが時宗さんらしからぬ俊しゆん敏びんさで手を挙げた。

「昨日、わたしにジュース代貸してくれましたよね。本当にありがとうございました！」

「あっ、あたしもよ、ハル！　さっき、木から落ちた時に下敷きになってくれたじゃん。あれ、ありがとう！　命の恩人よ！」

「ああ、うん。そんな事どうでもいいから、彼女の話しようよ」

「殺すぞ、お前！」

「命の恩人なのにぃぃぃ!?」

　毒空木の十本の指がシャレにならない圧力で首に食い込む……って、あれ、なんで今回は止めてくれないの、時宗さん！

「あー、イライラするー！　ストレスで死ぬー！　それで、結局そのクソビッチは誰なのよ！　引っ張らずにさっさと言えよ！」

「げほっ、げほっ。そ、それがわかんないんだよ。知らない子でさ。リボンの色が青だったのは覚えてるけど。げほっ、げほっ」

「って、ことは一年か。名札見てなかったの？」

「チラッとしか。散々揉みまくった手前、なかなか胸元が見づらくてさ」

「散々……？」

「揉みまくる……」

「ああ！　思い出した！　布だ、布！　苗字の最初に『布』が付いてたよ！」

　二人の体から発せられる爆発的な殺気に、深刻な生命の危機を察知し、脳の働きが活性化する。

「『布』か。一年で『布』始まりの女子っていうと……」

　凄すさまじい速さで手帳を捲り始める毒空木。

「一年生は五人だけね。布ふ川かわ、布ぬの忍せ、布ふ伏ぶし内ない、布ほ袋てい、布ふ礼れい園ぞの…………なんでこんな読みにくい名前ばっかなのよ」

　本当ですね、毒空木ど・く・う・つ・ぎさん。

「まあ、布川は今朝フラれ済みだから削さく除じよするとして……」

　うぉい、あの子が布川か！　こんなタイミングで余計なトラウマが掘り起こされた！

「はい、残り四人。他に覚えてる特徴は？」

「えーっと、そうだな。髪は時宗さんより短かったなあ」

「布礼園除外、あと三人。他は？」

「背は時宗さんより低くてぇ」

「二人。他は？」

「色は時宗さんより黒かった」

「あ、あの、なんでさっきからわたし基準なんですか？」

　時宗さんが落ち着かない様子で髪の毛を弄いじる。

「うーん、二人ね。もっと、こう、これっていう特徴はないの？」

「えー。もう、思い出せねーよー」

「ほれほれ、頑張れ、ハル。どんな細かい事でもいいのよ」

　手帳の角で僕の額ひたいをノックする毒空木。そのおかげというわけでもないだろうが、手のひらに微かすかな感触が蘇る。

「そうだ！　これくらいだった！」

　僕は毒空木に向かって手を突き出すと、ニギニギと開いて閉じた

「……なにが？」

「おっぱいが！」

「死ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　……ら、物もの凄すごい切れ味の延えん髄ずい斬ぎりが飛んできた。

「もう行こ、白湯。これ以上、この性犯罪者と関わったら変態がうつる」

「うん」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って！　どこ行くんだよ、毒空木！」

「……水泳部」

　芝に這い蹲る僕に、毒空木は振り向きもせず言い捨てた。

「水泳部？　なんで水泳部？」

　毒空木は苛立ちを溜ため息いきに込めて吐き出すと、片手で器用に手帳を開き、

「一年Ｅ組布袋葵あおい。水泳部。身長１５８cm体重48kg、牡羊座Ａ型、セミロングヘアーの…………Ｄカップ！」

　最後の単語にことさら憎しみを込めてそう言った。

「とゆーワケで、情報収集のためにあたしら二人で水泳部に仮入部してくるから。性犯罪者は大人おとなしく待ってなさい」

「だ、誰が性犯罪――」




「ええええええええええええええええええええ！」




　僕の抗議をかき消すほど、毒空木の宣言に激しく反応したのは時宗さんだった。

「なんでー！　なんでわたしまでぇぇぇ！」

「いいじゃん、一緒行こうよ。一人だとつまんないし、よかったら手伝ってよ」

　にこやかな表情と裏腹に、時宗さんの手首を捕まえる握力は手錠のように強力だ。

「だめだめだめだめだめだめ、水泳部だけはホントにだめ！　わたし泳げないから！」

「ちょうどいいじゃん。女子水泳部って春季限定でＰＲもかねてカナヅチ克服講座をやってんのよ。一緒に講座受けようよ。実はあたしもカナヅチなんだ。テヘッ[image: ]」

「うそうそうそ！　絶対泳げるよ、みゃーこ！　泳げない子はカナヅチの後にハートマークなんかつけられないもん！　テヘッなんて言えないもーん！」

「そーかー、薫子の占いに書いてあった弱点の克服って、カナヅチのことだったんだねー。よーし、白湯ちゃん一緒にがんばろ。溺おぼれ死ぬか、水死体になるか二つに一つだぁ」

「それ二択じゃないから！　死んじゃうぅぅぅ！　待って、ほんとやなの！　怖いの、水怖いのぉぉ――――！　やぁ―――――だぁ――――――！」

「おい、ちょっと待てよ、毒空木！」

「あ、なによ？」

「ハルくん！」

　泣なき喚わめく時宗さんを無理矢理かついで連行しようとする毒空木に待ったをかけると、毒空木が苛立ちを、時宗さんが哀あい願がんを、それぞれの眼に映し出す。

「あ、あのさ、僕も一緒に行ったらだめかな？　女子水泳部に」

「「……は？」」

　そして、それらはすぐに軽けい蔑べつの色に塗りつぶされた。

「ハ、ハルくん。いきなり何を言い出すんですか？」

「女子プールが男子禁制だってことくらい、ハルだって知ってんでしょうが」

「いや、もちろん、それは知ってるよ。だから、まあ、忍び込むという形になるんだろうね……って、待って、引かないで時宗さん！　テーブルをおろせ毒空木！　違うんだって、これは決してやましい気持ちで言ってるんじゃないから！」

「やましい気持ちなしに、女子プールに忍び込むなんてセリフが発生するか」

「違うって、だから、これは、その……あくまで告白の成功率を上げるためなんだよ！」

「……告白の？」

「そうそう。ほら、前にも似たような事があっただろ。毒空木が調査のために吹すい奏そう楽がく部ぶに潜入してさ、色々暴走してめちゃくちゃになった事があったじゃん？」

「そんな事はない」

「あったから！　それで酷い目にあったから！　だからさ、あの悲劇を二度と繰り返さないために、毒空木の調査状況をリアルタイムで監督するという事で、僕も女子プールに潜り込みたいなと。そうしたらほら、陰かげながら二人のサポートも出来るじゃないか。な、いいアイデアだろ？　信じてくれ、毒空木。今の僕にエロい気持ちとか皆かい無むだから！　純粋に告白を成功させたい一心なんだ。僕のこの目を見てくれ、わかるだろ！」

　目は口ほどに物を言う。僕は一点の曇りもない誠意を瞳に宿し、

「わかるか、ボケ。死ね」

　バッサリと切り捨てられた。

　ち、ちくしょう。かくなる上は、こっそりと……。

「もし、こっそりと忍び込もうなんて考えたら……拘束衣着せてロシアの海に沈めるからね」

　そう言う毒空木の瞳には、一点の迷いも曇りも見られなかった。

　くそう。この猛毒女の暴走を少しでもコントロールできればと思ったのだけれど。




　どうやら今回は、指をくわえて見ているしかなさそうだ。
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「はーい。じゃあ、十五分まで各自でウオーミングアップー！」




　屋内プールに、布ほ袋てい葵あおいさんの号令が反響する。

「へいへーい」「はーい」「いえーい♪」

　十人前後の部員達は各々のテンションでそれに応こたえると、飛び込み台に腰かけて雑談を始めるなり、プールに浮き輪を浮かべて水遊びに興じるなり、ビーチチェアに寝そべるなりして、それぞれにウオーミングアップを開始した。

「こらー！　それのどこがウオーミングアップなのー！　みんなちゃんとやってー！」

　天窓から差し込む陽光が、水面に砕くだける屋内プール。デレ園えん女子水泳部の放課後練習は、想像よりはるかにゆるゆるとしたムードで始動した。




　聖セントシンデレラ学園は広大な敷地に二つの水泳施設を擁ようしている。

　男子生徒と男子水泳部が使用する二十五メートルの屋外プールがひとつと、女子生徒と女子水泳部が使用する二十五メートルの屋内プールがひとつ。

　そう、デレ園では授業も部活も、水泳と名の付くものは全て男女別々で行われるのだ。

理由は単純、そうでもしないと授業も部活も立ち行かないからだ。

　読モもツケマ捨てて逃げると言われるデレ園女子が、裸より価値があると評されるスクール水着を身に纏まとえば、そこに混乱が起きないはずがない。

　事実、ひとつの屋外プールで全てをまかなっていた学園設立当初は、水泳の授業を行えばプールの周囲は撮影会と見まごうほどのカメラで埋うまり、水泳部を発足させれば、デレ園女子との混浴目当てに明らかに生徒数より多い入部届が殺到するというありさまだったという。

　事態を重く見た学園側が、水着女子の隔離施設として、目隠しの行き届いた屋内プールの建設を決定したのは無理からぬことだろう。

　こうして完成した屋内プールは、誕生理由が理由なだけに当然のごとく男子禁制。部外者はもちろん、教師、用務員にいたるまで徹底して立ち入りが制限されることとなる。

　結果、割を食ったのがデレ園男子だ。

　下半身からはみ出るほどの煩ぼん悩のうをエネルギーに、厳しい入試をパスしてきた男子生徒にとって、『眺ながめてよし、浸かってよし、飲んでよし』の三拍子そろったデレ園女子とのプール授業を奪われた苦しみはいかほどのものだろう。

『竜宮城』

　男子の怨おん念ねんと憧あこがれの渦うず巻まく屋内プールはいつからか、そう呼ばれるようになっていた。




　今日も今日とて竜宮城では、その名に恥じぬとびっきりの乙おと姫ひめ達が飛沫しぶきを上げて躍やく動どうする。競泳水着という極上のドレスを身にまとい、一心不乱に青春の汗を……

「ねー、ねー、誰だれかー。背中に日焼け止め塗ってくんなーい？」

　……流していない。

　むしろ、なんか、ダラダラしてる。

「ちょっと、みんな！　遊んでないで、ちゃんとアップしてよー！」
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　休日の市民プールのような態ていをなす竜宮城で、葵さん一人が気を吐はくものの、

「相変わらずクソ真ま面じ目めだなあ、葵は。たまには気ィ抜けっつーの。ケツひん剝むくぞ！」

「うわあっ、やめてよ、由ゆ香か！」

「へっへー、やっぱ、葵の水着食い込ませないと部活が始まるって気がしないわー」

「もー、なんなのよ、それは！」

「まあまあ、布袋さん。やる気のない人はほっといて、わたしと一緒に柔じゆう軟なん体操いたしましょう。たっぷり伸ばしてさしあげますからね」

「イタタタ！　胸を引っ張らないで、沢さわ良ら宜ぎちゃん！　そんなとこ伸びないから！」

「にょほほほ～。葵ちゃんの脇わき、ワッキワキ～～♪」

「あはははは、やーめーてー、たきもっちゃん！　くすぐったい、あははははは！」

　サボりムード一色の中に、真面目な人間が一人混じっても、からかいの対象になるのがオチだ。葵さんがムキになればなるほど、ちょっかいの手は隙すきをついて前から後ろから伸びてくる。どうやら、女子水泳部はスキンシップが盛んのようだ。期待を裏切らない素晴らしい部活である。

「もー！　みんな、いくら先せん輩ぱい達が遠征中だからってふざけ過ぎだよ！　今日はカナヅチ克こく服ふく講座の人が来るんだから！　ちゃんとしないと！」

「ぐげぇっ！　カ、カ、カ、カナヅチ講座！　………うそ、きょ、今日だっけ？」

「え？　うん。そう、だけど……あれ、どうしたの、みんな？」

　青ざめる部員たちの様子に、葵さんは不思議そうに眼をぱちつかせる。

「どーしたのじゃねーだろ、葵っ！　つまり、あの猛もう毒どくの妖よう精せいがやって来るってことだろうが！」

「お、恐ろしや、猛毒の妖精。わたし、見た事があります。猛毒の妖精が凄すさまじい形ぎよう相そうで上級生の男子を窓から放り投げるところを」

「うにゅ～、あたいも見たことある。猛毒の妖精が怒り狂ってベンチを蹴けっ飛とばしてた。メッチャ怖かった～～」

　あたしも、あたしもと、猛毒の妖精の蛮ばん行こうが証言されるたびに、竜宮城の空気は重く沈んでいく。

「あたし達……今日、生きて帰れるのかよ」

「ちょっと、由香。そんな大げさな……」




「ごめんなさい、葵さん。遅くなっちゃって」




　その時、プールサイドに響いた快活な声が、部員達の心臓を喉のど元もとまで跳はね上あがらせた。

　毒どく空うつ木ぎが現れたのだ。

　誰だれもがその美しさに息を吞のんだ。

　抜けるような白い肌はだに、細い四し肢し。やや小作りながらも均整のとれた体に、白を基調にしたデレ園の競泳水着がよく映えた。余分な肉を一切そぎ落としたスリムボディは、男性目線ではやや性的魅力に欠けるものの、同性からすると理想の体型であるらしく、嫉しつ妬との入る余地すらない純粋な憧れの視線が四方八方からメッタ刺しに突き刺さった。

　竜宮城の乙姫たちすらひれ伏す猛毒の妖精、その様は、さながら美の爆弾と呼ぶべきものだった。

「おまたせ、葵さん。ごめんね、水着を着るのに時間がかかっちゃって」

「ああ……うん」

「葵さん？」

「ええ？　ああ、ごめんなさい。毒空木さんを見てたら、なんかボーっとしちゃって。毒空木さんってめっちゃくちゃ肌キレーなんだね」

「えー、そんなことないよー」

　余よ所そ行いきの笑顔全開で、形だけの謙けん遜そんを返す毒空木。

「そんなことあるよ。白いし、キメも細かいし、うわ、すごい、すべすべ気持ちいいー！　ねえねえ、触ってみなよ、たきもっちゃん」

「うえっ？　だ、だ、だめだよ。今はアップの時間なんだから！」

　しかし、数秒前まで葵の脇を揉もみまくっていたはずのたきもっちゃんは、今は自分の筋肉を揉みほぐすことに全神経を集中しているようだ。

「ああ、そうなんだ。じゃあ、由香触ってみなよ。気持ちいいよ」

「うーん、やっぱり腕を抜く角度をもう少し鋭角にした方がいいかな……」

　由香と呼ばれた部員は突然思い立ったフォーム改造の研究に余念がない。

「じゃあ、沢良宜ちゃん……は、あれ、いない。どこいったんだろ？　ついさっきまでそこにいたのに」

　沢良宜ちゃんだけじゃない。いつの間にか葵の半径十五メートルの範囲には、箒ほうきで掃いたように人っ子一人いなくなっていた。

「ちょ、どうしたの、みんな！　ご、ごめんね、毒空木さん。普段はみんなこうじゃないんだよ」

「う、うん。いいよいいよ」

　苦笑いで毒空木。

「ほんと、いつもなら、みんなスキンシップが大好きで、新しい人が来たらあっという間に人だかりができて、もういやーってなるくらいベタベタされたりするはずなんだけど、普段なら」

「……へー、そうなんだ」

　葵さんなりの精一杯のフォローは、毒空木の苦笑いに苦味を加えるばかりである。

　しかし、はらわた煮えくり返っているはずの毒空木は、せりあがる奔ほん流りゆうを奥歯で嚙かみ殺ころし、

「でも、葵さんが優しくしてくれるから嬉うれしいよ。あたし頑張ってカナヅチ克服するね」

　天使も蕩とろけさせるような笑顔を浮かべて見せた。

　葵さんの懐ふところに入るための演技なのだろうが、この姿勢を常日頃から押し通せば友人の一桁けたや二桁、造作もなく作れることだろう。

「うん、そうだね。あたしも頑張って指導するよ、毒空木さん……と、あれ？　そう言えば時とき宗そうさんは？　まだ着替え？」

「そうだね、何してるんだろ。おーい、白さ湯ゆー。早くおいでよー」

「う、うーん、ちょっと待ってー」

　更衣室の扉とびらの向こうから時宗さんらしき声が答える。

「葵さん待ってるから早くきなってー！」

「う―――――ん」

「もう着替え終わってるでしょ、早くー」

「ん――――――――」

　――ビキッ。

　あれ、なんの音ですか、毒空木さん。鋼鉄の笑顔に一筋のヒビが見て取れる。

「ちょっと待っててね、布袋さん。すぐにシバき倒して引きずり出してくるから」

「え、シバ？　あ、うん、わかった」

　困こん惑わく気味の葵を残して、ゆらーりと更衣室に消える毒空木。

　ややあって―――、

「なにやってんのよ、白湯！　さっさと出てこいっつってんでしょーがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　扉を吹き飛ばさんばかりの怒号が水面にさざ波を起こした。

「ふぇーん、だってぇ。水着になるなんて聞いてなかったもん！　恥ずかしーよー！」

「泳ぎ習いに来といて水着着ないわけないでしょ！　もういいから行くよ、ほら！」

「待って待って。せめて、上にＴシャツ着させて」

「ビーチか！　おら、さっさと行け、乳オバケー！」

「きゃー！」

　明らかに外的な推進力を背中に受けた時宗さんが、プールサイドに飛び出してきた。

　――――――っっっ！

　そして、竜宮城に本日二度目の衝撃が走った。

　毒空木の衝撃が『静』ならば、時宗さんのそれは『動』。毒空木が『美の爆弾』であるならば、時宗さんは…………肉の爆弾？

「あ、あ、あの、これ、水着……小さくて……」

　違う。アナタがデカいんだ。

　デレ園の水着は美を追求する校風にふさわしく競泳用も授業用も白のセパレートで、胸元にはガーベラをモチーフにした校章が金のラメでプリントされているのだが、時宗さんの存在感はガーベラを向日葵ひまわりほどにも拡張させている。本来首元からみぞおちまでを覆うはずのトップの水着は半分ほども役割を果たしておらず、他の部員なら決して露出しない谷間が上からも下からもむき出しになっていた。

「ふぇぇぇ、恥ずかしーよー。だから、やだって言ったのにぃぃぃぃ」

　顔を真まっ赤かにしてうずくまる時宗さん。その仕草を引き金とし、葵さん曰いわく人ひと懐なつっこくスキンシップが大好きな水泳部女子部員の面々は……

「す――げ――！　どーなってんのそれ！　触らせて、摑つかませて、握らせてぇぇぇ！」

「待ちなさいっ！　あなたたちには荷が重い！　まずはわたしが確認しますっ！」

「おっぱい！　おっぱい！　おっぱ――――――――い！」

「え、なになに、なんですか？　怖こわい怖い！　いや―――、たすけて――――！」

　……人波と化して、哀あわれな時宗さんを飲み込んだ。




「待って、いや……なんで触るんですか……うわっ、水着の中に手を入れないで……やだやだ、だめ、中はだめぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　うごうごと蠢うごめく人だかりの中から、途切れがちに聞こえる時宗さんの悲鳴。

「す、すごいね。いつもあんなふうになるんだ、水泳部って……」

「いや、あれはちょっと、最高記録かも…………部員達も、時宗さんも」

　熱狂の輪から置き去りにされた毒空木と葵さんのコメカミに、一筋の汗が伝った。




　こうして、デレ園女子水泳部名物・カナヅチ克服講座は、二つの爆弾を号砲に波は瀾らんにみちたスタートを切るのだった。




　　　カナヅチ克服講座【講師紹介】




「えっと、それでは、あの、今からデレ園女子水泳部名物、あ、名物とか自分で言っちゃった、ははは。と、とにかく、カナヅチ克服講座を始めたいと思いまーす」




　プールサイドに体育座りでしゃがみこむ毒空木と時宗さんに見上げられ、やや緊張した面おも持もちで葵さんは宣言した。

　背後のプールでは、ようやく混乱のおさまった女子水泳部が全体練習を開始し、水を打つ音がうるさいほどに屋内プールに充満していた。

　この時期の水泳部は、二カ月後に迫った夏の大会に向けて体力強化を主眼においた徹底的な泳ぎこみが行われる。足だけで泳ぐ『キック』、腕だけで泳ぐ『プル』、手足両方使って泳ぐ『スイム』、それぞれを各十本回して、ここまでが準備運動だ。春先の水泳部員は口を揃そろえて言う、溺おぼれ死しんだ方がマシだと。

　ちなみに、カナヅチ克服講座の申し込みがあるとレーンがひとつ潰つぶれるので、残りのレーンの収容人数が増え、結果待ち時間という名の休憩時間が増えることになる。カナヅチ克服講座が部員たちに熱烈な歓迎を受けるのは、そんな理由もあるのだろう。

「今回の講座の指導員を務めさせていただきます、一年Ｅ組布袋葵です。一応一年生の代表みたいな事をやっています。精一杯指導しますので、よろしくお願いします。わからないことがあったら何でも質問してくださいね」

「はーい、しつもーん！」

　毒空木がシュビっと手をあげた。

「あ、もう、わからない事あったんだ。えっと、何かな、毒空木さん」

「彼氏はいますかー？」

　でた、直球。

「ど、毒空木さん！　だめです、水泳に関係ない質問は後にしてください！」

「けちー」

「はい、他に質問は？」

「しつもーん！」

「貪どん欲よくだね、毒空木さん。今度は水泳に関した質問にしてよ」

「葵さんの好きな泳ぎ方は？」

「好きっていうか、専門は平泳ぎです」

「じゃあ、好きな水着のタイプは？」

「それは特にないかな……あんまりエッチなのじゃなければ……」

「じゃあ、好きな男性のタイプは？」

「トリックがチープっ！　騙だまされないから、そんな誘導に！　もう時間もないから始めるよ。時宗さんも準備いい？」

「だ、だ、だどでうぉっふぉぼぐ！」

　時宗さんが謎なぞの言葉と共に頷うなずいた。

「急にどうしたの、時宗さん！　え、なに、ドイツ語？」

「ああ、気にしないで、葵さん。白湯ってば、水が怖いから緊張してるだけなの」

　毒空木が顔面蒼そう白はくの時宗さんの肩を揉みほぐす。

「とてもそんな騒ぎじゃすまないと思うけど。本当に大丈夫、時宗さん？」

「だ、だだでげるぐ」

「えっと、これはどっちの返事なんだろ……？」

「ドンと来いって言ってるね」

「意外っ！　それだけはないと思ってた！」

「どぅんどぅるんるるふ」

「今度は何て言ったの、毒空木さん？」

「ふんふん、なになに……葵さんの……好きな……男性のタイプは？　……だってさ」

「だから、騙されないから。そんなチープなトリックに」




　　　【レッスン１　泳力測定】




「それじゃあ、まず最初に二人がどれだけ泳げるかを見たいと思います。二人とも、一番レーンの飛び込み台に並んでください」

「はーい」

　葵さんの指示に従って、毒空木と時宗さんはそれぞれ一番レーンと更衣室に向かって歩き出す。

「こらこら、どこ行くの、時宗さん！　いきなり帰っちゃだめだよ。あ、ちょっと、毒空木さん、あたしが合図するまで飛び込まないで！」

　幼稚園児のような二人を何とかかんとか一レーンに並ばせると、葵さんはプールサイドから声を張り上げた。

「二人とも、無理はしなくていいからね。フォームとか見るだけだし。自信なかったらビート板とか使っていいから、とりあえず行けるとこまで行ってみて。じゃあ、時宗さんから行ってみようか」

「え、わたしからっ？」

　指がめりこむほど強くビート板を握りしめた時宗さんが、処刑の指名を受けたようにビクリと体を震ふるわせる。

「本当に行けるとこまででいいからね。いくよ、よーい、はい！」

　葵さんがパチンと手を叩たたく。

「ふぅぅぅぅぅぅぅぅぅ」

　しかし、時宗さんは飛び込み台の上で固まったまま動かない。

「あ、あの、時宗さん、言ってなかったけど、一般的にスターターが手を叩けば、それはスタートの合図なんだ。多分どの世界でも共通だから覚えておいて損はないよ。じゃあ、もっぺんいくね、よーい、はい！」

「ふぇぇぇぇぇん」

　しかし、時宗さんは動かない。

「時宗さんってば！　早く泳いで。よーい、ゴー！」

「お兄ちゃ―――ん」

　しかし、時宗さんは動かな――、

「さっさといけっ！」

「きゃあああああああああああああ！」

　毒空木の足の裏に背中を押され、時宗さんが見事な腹うちでプールに墜つい落らくした。

「―――プハッ、げほっげほっげほっ！　い、痛いよ、みゃーこ、何するの！」

「足ついちゃだめだよ！　泳いで、時宗さん！」

「は、はいぃぃ！」

　葵さんに怒ど鳴なられ、慌あわてて泳ぎ始める時宗さん。カナヅチなりに精一杯両足を運動させて水底めがけてまっすぐに推進する。

「前だよ、前！　時宗さん、下じゃなくて前に泳いで！　ああ、もういい上がって。ツ次、毒空木さん、ゴー！」

　時宗さんがビート板ごと沈んでいくパワフルな潜水力を示す一方で、その次に飛び込み台を踏み切った毒空木は、

「わ、きれい」

　葵さんが思わずそう漏もらすほど美しいフォームで水に滑り込んだ。そして、ほんのひとかきで十メートルのラインまで到達し、

「――プハッ。はい、もう無理」

　そこで突然足をついた。

「えええええ、まだまだいけたでしょ、毒空木さん！」

「いやー、むりむり。あたしカナヅチだもん。十メートル以上は無理」

　ブルブルと首を振って、水を飛ばす毒空木。

「明らかにあと何往復でもいけそうだったけど……」

「何言ってんの！　そんなん、だめだよ。あたしはカナヅチなんだよ。絶対十メートル以上は泳ぐわけにはいかないよ！」

「あの……毒空木さん、無理やりカナヅチになろうとしてない？」




　いくらなんでもカナヅチのフリが下へ手たすぎた。




　　　【レッスン２　浮いてみる】




「はい、二人ともお疲れ様でした。二人のおおよその泳力がわかったので、ここからは個別のカリキュラムに入ろうと思います」

　ビート板を手にした葵さんが水の中に入ってきた。

「なんか、毒空木さんはそこそこ泳げるみたいだから、まずは時宗さんに絞って講座を進めていこっか」

「いえ、結構です」

「断るな！」

　葵さんのにこやかな申し出をにこやかに辞退した時宗さんが、毒空木ににこやかに頭をはたかれる。

「ふぇぇぇん、だってだって、もう、だってぇぇぇぇぇ」

　先ほどの飛び込みでもう心が折れたのだろうか、時宗さんはすでに泣きそうだ。

「そんなに怯おびえなくても大丈夫だよ、時宗さん。難しいことは何もしないから。このビート板を使ってただ水に浮くだけだから」

「……水に浮くだけ？」

「そうそう、手にビート板を摑んでー、足にもビート板を挟はさんでー、ただ浮くだけ。水に浮く感覚を摑む練習だから。これなら出来るでしょ？」

「……無理です」

「できるから！　これで浮かない人間とかいないから！」

「……とゆーことは、これで浮かなければ人間以下……」

　水を得た時宗さんは、普段より輪をかけてネガティブだ。

「白湯白湯、そういう場合は人間未満って言うんだよ」

　そして、毒空木が誰のためにもならない訂てい正せいを入れる。

「あと人間未満とか言うけど、アメンボだってアメーバだって水には浮くんだからね」

「余計な事吹きこまないで、毒空木さん！　大丈夫だよ、時宗さん。ちゃんと浮くからね。さあ、始めるよ」

「ふうううう」

　葵さんに促うながされ、時宗さんは渋々ビート板を握りしめた。そして、太ももの間にもう一枚を挟み込む。

「よし、じゃあ、そのまま水に倒れこんで。そうっとね、暴れちゃだめだよ。水に乗るイメージでそうっと倒れこんで！」

「そうっと……そうっと……」

　葵さんの指示を忠実すぎるほど守りながら、時宗さんはゆっくりと水面に身を横たえた。指先からつま先までが綺き麗れいな直線を描き、体が表面張力のラインに乗る。

「よし、いいよ、時宗さん！　そのまま、キープ！　そのまま！」

　そのまま、一文字の姿勢を維持した状態で、時宗さんは波一つ立てる事なく静かに静かに……………………プールの底まで沈んで行った。

「どんな体してんのよ、あんたは！」

「―――ゲホッゲホッ！　だから無理だって言ったのにー、ゲホッゲホッ」

　水から飛び出してきた時宗さんが死に物狂いで顔を擦こする。

「ビート板二つ引きつれて沈むとか、まさに黄金の体よね。比重的に」

「うるさいよ！」

「だ、だ、だ、大丈夫だよ、時宗さん。こ、こここ、こんなこと、よくあることだから。うん、だだだだ、大丈夫だよ。ホント」

　精一杯のフォローを口にする葵さんの表情は、とても日常茶飯事に出くわした時のそれとは思えない。

「よ、よし！　じゃあ、気を取り直して、もう一度やってみようか、時宗さん！」

「ええええ！　またですかあ？　もうお腹、たぷんたぷんですぅ～」

　時宗さんはよほど水を飲んだらしい。

「今度は沈まないように、ほら、こうやってあたしが下からお腹を支えてあげるから。ね、これなら絶対に沈まないでしょ？」

　両手を水に沈め、荷物を抱えるような形に固定する葵さん。

「毒空木さんも同じようにして時宗さんの足を持ち上げてあげて」

「え、あ、うん……別にいいけど」

　葵さんにならって、毒空木も腕を構えて横に並ぶ。

「よし、時宗さん。あたし達の腕に飛び込んでおいで！」

「は、はい！　行きます！　絶対手を離さないでくださいね！　絶対、絶対にですよ！」

「うんうん、わかってるよ、白湯。あたし…………絶対に離さないからね」

「何にやにやしてんの、みゃーこ！　フリじゃないからね！　本気で怒るよ、離したら」

「大丈夫だって、時宗さん。リラックスリラックス。じゃあ、いくよ、せーの！」

「えいっ！」

　葵さんの掛け声に合わせて、再び時宗さんが水に乗る。その体に素早く四本の腕があてがわれ、

「よーし、そのままっ！　そのまま、時宗さん！」




　…………………そのまま三人一緒にプールの底まで沈んで行った。




「殺す気か！　ゲホッゲホッ！」

「し、死ぬかと思った。生まれて初めてプールの底に後ろ頭ついちゃったよ」

　散々水を飲んだ毒空木が激しく咳せき込こみ、葵さんが青ざめた顔で後頭部をさする。

「うう、ごめんなさいごめんなさい。なんでだろ、なんで沈んじゃうんだろ、わたし」

「ああ、泣かないで時宗さん。ごめんね、この特訓は早かったみたい。でも、大丈夫だからね。ちゃんと泳力に応じたカリキュラムをこなしていけば、きっと泳げるようになるから！」

「泳力に応じた……カリキュラム？」

「うん！」

　不安しかないといったふうの時宗さんに、葵さんは力強く頷いた。




　　　【レッスン３　恐怖心克服】




「はーい、それじゃあ、今度はもぐりっこジャンケンをしたいと思いまーす」

「いやいやいやいやいやいやいやいやいや！」

　葵さんが高らかに宣言し、毒空木が前のめりでつっこんだ。

「それって小学生とかがやることじゃん！　それも極々低学年の」

「い、いいんです！　こんなものに年齢制限なんてないんだから。能力に応じて適したメニューをこなせばいいの。ほら、つべこべ言わずに始めるよ！」

　時宗さんの泳力が小学生低学年並みだと判定されたところで、もぐりっこジャンケンはスタートした。




「ルールは簡単だよ。二人同時に水に潜ってジャンケンするだけ。それならできるでしょ、時宗さん」

「ううう、できるかな？　できるかな？」

　時宗さんはもう泣いている。

「ちゃんと勝敗がわかるように、水の中で目を開けてね。じゃんけんで負けたり、じゃんけんが成立する前に水から出たら罰ばつゲームだよ」

「ば、罰ゲーム？」

　不ふ穏おんな言葉を察知して時宗さんが葵さんを振り返る。

「うん、その方が面おも白しろいでしょ？　そうだなー、じゃあ、負けた人は勝った人の言うことを何でも聞くこと」

「何でも……きく？」

　毒空木の両眼が、音が聞こえるほどギラリと光った。

「だめ――――！　だめだめだめだめ！　それはだめ、それだけは絶対だめぇぇぇ！」

「うるさい、白湯。審判の言うことは絶対よ。さ、始めるよ…………じゃんけんを」

　必死に取りすがる時宗さんの肩を叩き、毒空木が薄く笑う。一瞬にして時宗さんの顔面が青く染まった。

「ま、負けられない…………これは、負けられないよぉ……」

「おお、何だか知らないけど盛り上がってきたみたいだね二人とも。いいよいいよ、やっぱり恐怖心を取り去る特訓は楽しくやらなきゃ」

　事情を知らない葵さん一人が屈くつ託たくない。

「よーし、それじゃあ、いくよ。水中ジャンケン、スタートっ！」

　―――ずぼんっ。

　―――じゃぼんっ。

　弾むような声を合図に毒空木と時宗さんが一斉に水に潜った。

　…………待つこと数十秒。

　すぐにでも水を怖がって顔を上げると思われていた時宗さんにしては、まさかの大健闘だ。そして、葵さんがそろそろ不安になり始めた頃、

「――勝ったあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　水飛沫をまき散らしながら、満面の笑みとともに時宗さんが勝利のパーを水面から突き上げた。

「そんな、白湯に負けるなんて……」

　続けて敗者のグーを苦々しく握りしめた毒空木が浮上する。

「はーい、勝負ありー。時宗さんＷＩＮ！」

　葵さんが時宗さんの手首を摑み、勝利のパーを高々と掲げた。

「くっそお。やられた、まさか白湯に二十五回連続パーを出せる精神力があったなんて」

「に、二十五回？　そんなにあいこが続いたんだ？　よく潜ってられたね、時宗さん」

「うん、苦しかったけど頑張ったんだ。ここで負けたら死んだ方がマシだって思って頑張ったんだ。きゃー、うれしー！　ありがとう神様！　神様、神様―――――！」

「そ、そんなに負けたくなかったんだ……。まあ、いいや。じゃあ、毒空木さんは約束通り罰ゲームね。何がいい、時宗さん？」

　天を仰いではしゃぎまくる時宗さんを、若干引き気味の目で見つめつつ葵さんが勝者の権利を促す。

「うーん、そーだなー…………じゃあ、モノマネ！」

「えー、モノマネ？　そんなん出来るかなぁ、なんでもいいの？」

　言いながらレパートリーを脳内検索する毒空木。

「じゃあ、猫で」

「猫っ!?　いや、猫ってことはないでしょ！　ここは芸能人とか有名人とかじゃん、普通。似てても似てなくてもそこそこ盛り上がるし。そっちにしなよ、白湯」

「でも、わたし芸能人とかあんまり知らないし。猫でいいよ。とびきり可か愛わいい子猫」

「ぐぐぐ、こいつ……ワザとやってんじゃねーだろーな」

　笑いに逃げる事が出来ない分、猫のモノマネは下手な芸能人よりはるかにキツイ。毒空木は顔中を屈くつ辱じよくの色に染めながら長い時間をかけて、

「うぐぐ…………みゃ………………みゃーぉ…………」

　意外にうまい鳴き声を披ひ露ろうした。

「あはははは、カワイイー！　みゃーこニャンコ。にゃーこだ、にゃーこ！　あははは」

「うわああああああああああ！　くそう、くそう！　こんな屈辱生まれて初めてだ！　おら、二回戦やんぞ、乳オバケ！　絶対泣かしてやるからな！」

「はいはい、仲良くね。じゃあ、次が最後で休憩入るから二人とも頑張ってね」

　葵さんが笑いながら手を上げる。

「やってやる、絶対やってやる。水、火、電気、いや、のこぎりか……」

「神様神様神様。もう一度。もう一度だけわたしに力をお貸しください……」

「じゃあ、行くね。水中じゃんけん、スタート！」

　にわかにデスマッチの様相を呈してきた水中じゃんけん二回戦、二人は勢いよく水中に身を投じ、

「うひゃあああああああああああああああああああ！」

　あっという間に時宗さんが水中から飛び出してきた。

「――プハッ。はーい、ジャンケン成立前に顔出したー。白湯の負けぇぇ、ザマぁぁぁ！」

　続けて、毒空木が勝ち誇った顔を水からあげる。

「あららー。残念だったね、時宗さん。鼻に水でも入っちゃった？」

「違う違う！　ズルしたの！　はいはい、審判、この人ズルしましたー！」

　半泣きになりながら審判葵さんに不正を訴える時宗さん。

「ズルなんてしてないですぅ～。証拠もなしに言いがかりつけないでくださいぃ～」

　しかし、毒空木は涼すずしい顔で聞き流す。

「したもん！　ズルしたもん！　水の中でちょっかい出してきたもん！」

「ちょっかいってなんですか～。具体的に何をしたのか詳しく説明してください～」

「そ、それは、その……水着のパンツに……ゆ、ゆ、指を…………」

「はぁ？　聞こえないですぅ。もっと世界中に聞こえるくらいの声で言ってください～」

「だ、だからっ！　水着に手を入れてっ！　えっと、ゆ、指を……お、お、お、おしり……の……って、言えないよ～～～～。ばかぁ～～～～～～～～～～」

　顔をはち切れそうなほど真っ赤にして、時宗さんはぶくぶくとプールに沈んでいった。

「いえーい！　白湯沈没～♪　チョロい、チョロいわー。さあ、審判。悪質なクレーマーも引き下がったことだし、これで文句なくあたしの勝ちでしょ？」

「……えっと、なんかひどすぎるから、時宗さんＷＩＮ」

「なんで！」

　悪は滅びる。毒空木は罰ゲームとしてまさかの二回連続猫のモノマネが宣告され、二回目なので特にウケもしないという地獄を味わった。




　　　【ちょい休憩】




「おっつかれー、時宗ちゃん！　あっちで喋しやべろうぜー！」

「いえ、時宗さん。わたしと一緒に柔軟しましょう。体の中まで伸ばしましょう」

「きゃっほー！　おっぱい成分ほきゅー☆」

「もう、いやぁぁ！　みゃ――――――――――こぉ―――――――――！」




　プールサイドに上がった途端、時宗さんは待ち構えていた部員達に連行されていった。

　再び始まった時宗フィーバーに冷ややかな一いち瞥べつをくれつつ、毒空木は一人プールサイドの隅っこに座り込む。古びたスチール製のロッカーに背を持たせかけ、体育座りの膝ひざを下敷きに、サラサラと手帳にペンを走らせた。

「……えっと、彼氏なし……一年生の代表……専門は平泳ぎで……性格は……」

「ごめん、毒空木さん。ロッカー開けたいんだけどって、あれ、何書いてるの？」

「どぅえええ！　あ、葵さん、い、いや、その、さっき教わったことをメモっておこうと思いまして、おほほほほほ」

　お前の個人情報をメモっていたんだとは、さすがに言えない毒空木。

「今までのところで、メモる事なんてあった？」

「そ、そ、そ、それはもう、初心者にはあらゆる事が勉強ですので。えーっと……スターターが手を叩くとスタートの合図……っと」

　あまりに突然のキャラ変更を迫られたせいだろうか、いい子ちゃん演技にも迷いが見られる。葵さんは膝を折ると、そんな毒空木の顔をじっと覗のぞき込こみ、

「……あの、ごめんね、毒空木さん」

　小さな声でそう言った。

「え？　ごめん？　な、なにが？」

　個人情報を探っていた自分がまさか謝られるとは思っていなかったのだろう、毒空木が目をぱちつかせる。

「その……ウチの部員たちのこと。せっかく二人でカナヅチ克服講座に来てくれたのに、時宗さんだけチヤホヤして……気分悪いよね」

「え、ああ、そんな事？　いいよいいよ、全然平気だから」

「よくないよ。ごめんね、毒空木さん。毒空木さんは……こんなに友達思いの子なのに。あたし知ってるよ。毒空木さん、ホントは泳げるんでしょ？」

「なっ――！」

『なぜそれを！』というセリフこそギリギリ喉元で飲み込んだものの、口から出る事を許されなかった叫さけびは、びっくりマークまできっちりと表情に表れていた。

「わかるに決まってるじゃん、水泳部だよ、あたし。毒空木さん、時宗さんのためにカナヅチのふりしてるんだよね？」

「……白湯のため？」

『何言ってんだ、こいつ』といったふうに切り替わった毒空木の表情からいったい何を読み取っただろうか、葵さんは訳知り顔に何度もうなずく。

「時宗さんの水の怖がり方、あれは尋じん常じようじゃないもんね。あれは一緒に特訓を受けてくれるカナヅチ仲間がいないと水に入ろうともしないタイプだよ。だから、毒空木さんは親友の時宗さんのために、自分をカナヅチと偽って一緒に克服講座受けに来たんでしょ？　そうなのよね」

「えっと……………」

　そうだと言え、毒空木。

「………………そーなのよ」

　毒空木の雑な噓が奇跡的なつながり方をした。

「やっぱり……。友達のためにそこまで出来るなんて、すごいよ、毒空木さん。それなのに、ウチらみんな毒空木さんを避けてばっかりで……ほんとごめんね」

「いや、いいっていいって、気にしてないから。葵さんもあたしの噂うわさくらい知ってるでしょ？　普通避けるよ、そんなヤツ。あたしだって避けるもん」

「噂…………。ねえ、毒空木さん、あれってホントなの？　その、上級生を窓から放り投げたとか。あたし、信じられないよ、こんなに友達思いな毒空木さんがそんな事――」

「ホントだよ？」

「ホントだったんだ！」

　否定される事を期待していたであろう葵さんに、毒空木はこともなげに頷いて見せる。

「うん、ホントホント。あれは確か、入学して二日目くらいのことだったかなあ。二年の男共がニヤニヤしながら教室にやってきてさあ、クラスの女の子口く説どき出したのよ」

「ああ、一年狩りかぁ……」

　葵さんが汚い物でも見たように顔を顰しかめた。

「ウチのクラスにも来たよ。上級生に相手されない男子が、何も知らない一年をターゲットにナンパしてくるんだよね。毒空木さんも狙ねらわれたの？」

「ううん、狙われたのはクラスで一番気の弱そうな女の子。体とかベタベタ触ってさ」

「うわ、サイテー」

「でしょ？　女の子の体には好きな人しか触っちゃいけないのに！　あったまきたから、そいつら片っ端から窓から放り投げて、上から黒板消し落としてやったのよ」

「最後、地味な嫌がらせしたんだね」

「黒板ごと」

「黒板ごと!?　明らかにそっちが主力じゃん！　よく停学にならなかったね」

　まったくだ。

「死ぬほど脅おどしてやったからね。先生にはフザけて自分で飛び降りたって言わせた」

「そ、そうなんだ。何はともあれ処分がなくて良かったね」

「いやー。でも、おかげでそれ以来クラスメートに引かれて引かれて。マジ、ウケる」

「ウケるとこじゃないって、それ！」

「いいのいいの、もともと大勢でつるむ気なんてなかったし。あ、でも……」




　毒空木はそこでふっと笑顔を曇らせると、空中に言葉を探すように視線を巡らせ、

「あたしが助けたつもりだった子にまで引かれちゃったのは、何て言うか………その………………びっくりしたよね」

　ようやく選び出された最後の一言は、毒空木のどんな本心を言い換えたのだろう。

「毒空木さん……」

　葵さんは何も言えずに俯うつむくしかなかった。

「あれ、なにテンション下がってんの？　やめてよ、あたしは平気だから、そーゆーの！　避けられたりとか慣れてるし！　大切な人は一人いれば満足なタイプだから！」

「大切な人？」

「あ、違う。今は二人だ。二人になったんだった。すごいね、大切な人ってさ、一人出来たら、そこから増えて行くもんなんだね」

　人差し指と中指をピンと立て、満面の笑みと共に突き出す毒空木。

「それって……一人は時宗さんだよね。もう一人は？」

　葵さんはその中指をツンツンと突く。

「ん？　内緒」

　毒空木はシャッと二本の指を拳こぶしに収納した。

「えー、教えてよ。もしかして男の子？」

「内緒～～。あたしの情報が知りたくば、一つにつき六十兆円持ってきな」

「ほぼ国家予算じゃん！　なに、その強気なレート！」

「女の子の秘密は国家予算にも匹敵するのです」

「うう～、わかった！　じゃあ、あたしの秘密と交換してよ」

「え？」

　聞き捨てならない言葉を捉とらえ、毒空木の眼光がギラリと煌きらめく。

「さっきの質問タイムの答えだよ。彼氏はいますかって聞いたでしょ？　答えは、ノー。

でも、最近ちょっと気になってる人なら…………いるんだよね」




　――――え。




「ええええええ！　うそうそうそ！　誰？　誰？　誰？　教えて教えて教えて！」

「え、あ、うん、誰にも言わないでよ？」

　突然豹ひよう変へんした毒空木の圧力に戸と惑まどいつつ、葵さんは毒空木の耳に口を寄せ、




「Ａ組の石つわ蕗ぶきくん」




　本日最大の爆弾を放り込んだ。

「…………………………………………………………………………は？」

　爆弾は、心臓を直撃して破は裂れつする。

　大声を堪こらえるのがやっとな程の衝撃が駆け抜ける。

「ちょ、なに、毒空木さん、なに、そのリアクション。趣味悪いとか思ったでしょ！」

「あ、いや……」

「実は、つい昨日きのうのことなんだけどさ、あたし、カラスに襲われそうになったところを石蕗くんに助けてもらったんだ」

「………あれ、ホントだったんだ？」

「え、ホントって？」

「あ、いや、だから、その、カラスが人間を襲うなんてことホントにあるんだと思って」

「あるよ！　めっちゃあるよ。まあ、たいていは人間が知らずにカラスの巣に近づいちゃうのが原因なんだけどさ。石蕗くんすごかったんだよ、どこからともなく現れて体を張ってあたしを守ってくれて。自分は頭から血ぃ流してるくせに、あたしが無事なのを見て、よかったって言ってくれて…………あれはきゅんと来ちゃうよね、女子としては」

「そう……だよね。来ちゃうよね、女子なら」

　毒空木のペンは手帳に点を打ったまま走らない。

　女子なら当然きゅんと来る―――――なぜその可能性を失念していたのか。

「うわっ、恥ずかしっ！　なんか、恥ずかしっ！　忘れて忘れて。気になるって言っても、ほんのちょっと！　ほんっっっっの、ちょっとの事だから！　別にあたしからどうしようって気もないし。あたしは部活に生きるって決めてるからさ」

　顔を真っ赤に染めながら、ブンブン手を振り回して話題を打ち切ろうとする葵さん。

「……もし、告コクられたらどうするの？」

　しかし、毒空木は追いすがる。

「うへー！　ないない、そんな事！　やめて、毒空木さん、ほんっと恥ずかしいから！　はいはい、休憩終わり、後半戦始めるよ！　今日の目標は時宗さんを浮かせる事！　これが出来るまで帰さないよ」

「……葵さん」

「あ、なに、毒空木さん！　そんなん無理ゲーだって思ったでしょ？　大丈夫だよ、いくら時宗さんでもライフジャケット着せて沈む人間はいないから。そうだよ、あたしそれ取りに来たんだよ。ほら、どいてどいて、毒空木さん。ロッカー開けるから―――」




　――――――バンッ！




　金属を叩く音が、竜宮城に響き渡った。

　誰もが振り返った。

　プールサイドに腰を下ろしてお喋りに夢中になっていた部員達も、夢中で時宗さんをもみくちゃにしていた部員達も、水着の中に幾本もの手を突っ込まれて泣き声をあげていた時宗さんでさえも、その音に射抜かれたように静止して、発生源を凝ぎよう視ししていた。

　古びたロッカーにめり込むほど手を打ちつける、毒空木を見つめていた。

「ど、毒空木さん？」

「ごまかさないで…………告白されたら、どうするの？」

　二人は、もう笑っていなかった。

『大切な人ってさ、一人出来たら、そこから増えて行くもんなんだね』

　そう言ってＶサインを作った毒空木の顔には、竜宮城に現れて初めて見せる打算も計算もない自然な笑みが浮かんでいた。それはまるで、次の大切な人が見つかったかのように。しかし、三本目の指は上がることなく、毒空木の顔には、

「自分の気持ちをごまかしちゃだめだよ、葵さん！　もし、石蕗くんに告白されたら、絶対付き合わなきゃ。ね？」

　今日一番の、余所行き全開の笑顔が貼り付いていた。

　なぜ、毒空木はこうまでして約束に忠実であろうとするのだろう。なにが、彼女をそうさせているのだろう。

「うん、そうだね。ありがと、毒空木さん」

　微笑ほほえみを返す葵さんは、気付かなかっただろう。背中の後ろで、爪つめが食い込むほど強く握りしめられていた、毒空木の左手に。

「…………約束だもんね」

　小さな小さな、毒空木の呟つぶやきを。

　そして、毒空木は意を決したように一息にロッカーを開き、

「―――――――あっ」

「―――――――え？」




　中に隠れていた僕と目が合った。




「…………………………………………………………………ハル？」
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　説明しよう。

　…………覗きじゃないからね？

　いや、わかります。言いたいことはわかります。男子禁制の竜宮城で、ロッカーに忍び込んで、何をやっているんだって事ですよね？　どう見ても真っ黒じゃねーかと、言いたいんですよね？　もっとも、もっとも。しごくもっとも。でも、違います。これは覗きじゃありません。

　最初に言いましたよね？　これはあくまで…………監視なんです。

　毒空木が暴走しないよう、昨晩のうちからここに忍び込んで、見張っていたんです。

ん？　なんですか？　その手に持っている？　ビデオカメラは？　なんなんだって？

　これは、記録用です。

　いや、違います。そーゆーアレじゃありません。時宗さんが泳ぎの練習をすると聞いたので、ついでにフォームを撮影してあげようかなと思って持ち込んだんです。

　はい、決してそういう犯罪的なアレとは全く違うベクトルの。あくまでスポーツ的な記録用として、はい。はい。




「……あ……あ……あんた……な、な、なにやってんの……？」

　わなわなと震える毒空木がやっとの思いで言葉を絞り出す。

　ゴクリ。葵さんの嚥えん下かの音がはっきりと聞こえた。

　ああ……そんな顔をしないで、葵さん。これは違うんだよ、葵さん。君ならわかってくれるよね？　噂だけで人を判断しない君なら、僕の姿に胸きゅんしていた君なら、僕と仲良くなりたいと思った君なら………………わかってくれるよね？

　そんな思いを指先に込め、僕は震える手を伸ばし、

「……布袋葵さん、僕と付き合ってください」

　深々と頭を下げた。

　―――一。

　―――二。

　―――三。

　永遠とも思える三秒を数え、




「…………………………てめーはプールの底で塩素でも食ってろ」




　僕はロッカーごとプールに沈められた。

　なるほど。確かに今月のＯ型は、生きてるのが不思議なレベルの絶不調だ。







　デレ園全告ツアー、戦績六十五戦ゼロ勝六十五敗。

　蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むしは、リアルに反省文四万字が課せられた。
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「大丈夫、石つわ蕗ぶきくん？　包帯きつくない？」




　養護教諭の姫ひめ林りん檎ご先生は、巨きよ匠しようの芸術作品を扱うような手つきで僕の頭に包帯を巻きつけた。

「は、はい……大丈夫です」

「ホント？　石蕗くんは我が慢まん強いからなー。無理しちゃだめよ。痛かったらすぐ言ってね？　先生、優しく優しく巻いちゃうから☆」

「……はあ」

「ほい、最後にテープで留めて……これでよしっと♪　はーい、治療終わり。よく我慢できましたあ～。偉い偉い。ぱちぱちぱちぱちぱち～」




　…………なぜだろう、姫林檎先生が優しい。




　姫林檎鈴りん。二十四歳独身。極端な童どう顔がん、低身長のために生徒からリンゴちゃんと呼ばれ妹のように愛されている養護教諭。

　毒どく空うつ木ぎと知り合って以降、毎日のように怪け我がをこさえて保健室を訪れる僕を、いつもなら般はん若にやのような（と本人だけが思っている）怒り顔でやりこめるはずなのに。

「は～い、石蕗くん偉いから、キャンディあげましょうね～」

「あの、どうしたんですか。いつもと違いませんか、リンゴちゃん？」

「うん……そうだね」

　怒らない！　リンゴちゃんがリンゴちゃんと呼ばれて怒らない！　それどころか、優しく僕の手を握りしめてくる！　怖こわい怖い怖い。マジで、なんなの？　僕死ぬの？

「先生、石蕗くんのこと誤解してたよ」

「……誤解？」

　僕の内心の不安とは逆に、リンゴちゃんは柔にゆう和わな笑顔を浮かべてそう言った。それは、リンゴちゃんが初めて見せる大人おとなの顔。悩み苦しむ生徒を包み込まんとする教師の顔。

　こ、これはもしかして、アレか？　ようやくわかってくれたという事なのか？

　僕が本当は、男の勲くん章しよう作りに精をだす無鉄砲なやんちゃ坊主などではなく、猛もう毒どくの妖よう精せいの害悪を一身に請うけ負おう哀あわれな防ぼう波は堤ていだという事を。

「大変だったんだね、石蕗くん…………たった一人で抱え込んで」

「やっぱり！　そう！　そーなんですよ、先生っ！　僕は……僕は……」

「うんうん。わかってるよ。今までよく頑張ったね、石蕗くん。偉えらいよ、本当に偉い」

　リンゴちゃんの小さな胸に抱きしめられた。

　……やばい、泣きそうだ。

「石蕗くん、偉いから…………これをあげるね」

　そう言うと、リンゴちゃんは机つくえの引き出しから一冊の小冊子を取り出し、僕の手に握らせた。優しい色使いが印象的な表紙にはオレンジ色の丸っこいフォントで―――――




『はじめてのスクールカウンセリング』




　お、お、お？　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお？

「ちょ、ちょ、なんですか、これ？　なんでこんなもん、僕にくれるんですか！」

「ごめんね、今まで気付かなくて。石蕗くんが抱える…………心の闇やみに」

「ないないない！　そんなもん抱えてないですから！」

「いやー、抱えてる抱えてる。まっしり抱えてるよ。ちなみに、昨日きのうは何で怪我したのか言ってみそ？」

「え？　えっと、ロッカーに閉じこもったままプールに飛び込んだんです」

「……ね？　特盛りじゃん」

「いや、違うんですって！」

「聞いて、石蕗くん。カウンセラーにかかるっていうのは、何も恥ずかしい事じゃないんだよ？　欧米では社会的に地位のある人でも、かかりつけの医師を利用する感覚でカウンセラーに相談にのってもらったりしてるんだから。あっれー、今日仕事早く終わっちったなー。今から帰っても中途半端だし……じゃ、ちょっと一杯寄ってくか、カウンセラー……みたいな、ね？」

「ね、じゃないですよ！　いや、僕ホントに病やんでなんかいないですから！　身も心も健康ですから」

「身も心も健康な人間が保健室来んな！　だいたい、健常者は何の理由もなしにロッカーに閉じこもってプールに飛び込んだりしないから」

「り、理由ならありますよっ！」

「どんな？」

「そ、それは……」

　――――女子プールを覗のぞこうとしたから。

　とは、言えないわな、さすがに。

「教えて、石蕗くん。いったいどんな理由があってロッカーに閉じこもってプールに飛び込もうなんて思ったの？」

「ぐぐっ、それは……」

「それは？」




「―――りゅ、竜宮城に、乙おと姫ひめ様を探しに行こうと思ったんです！」




「………………………………………………………………………………………そっかぁ」

　リンゴちゃんは陽かげ炎ろうのような微笑ほほえみを浮かべると、

「竜宮城には、亀かめに乗って行くんだよ？」




　引き出しから、『たのしいたのしい精神病びよう棟とう』と題された二冊目の小冊子を取り出した。
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　昼休み。




　教室の正面に備え付けられたスピーカーが、ホ長調のバイオリン協奏曲を歌い出す。

　ビバルディ『四季』。どれほどクラシックに疎うとくても、この出だしを聞いた事がない人はいないだろう。そんな世界一有名なメロディの続きを引き受けるバイオリンの独奏をかき消して、




「ライラ――――――っっ！　デレ園放送部ＤＨＣがお届けします、お昼の校内放送の時間で―す☆　金曜日の担当は、将来のプロ野球選手の花嫁志望、一年Ｂ組天あま里さと李り須すでございまーす。ライライラ～～。現在時刻はあと三十分で午後一時十分前っ！　週末の昼休みを皆様いかがお過ごしですか～？　お昼寝中の男の子、うるさくてごめんなさい。でも、ホントは起きてんだろ、知ってるぞ☆　お食事中の女の子、男の目ぇ気にしてちょびちょび喰ってんじゃねーぞ☆　それでは、さっそく本日の一曲目、わたくし、リスちゃんから愛をこめて、松まつ崎ざきしげるの『愛のメモリー』……………………………………

うぅぅつくしぃぃ、人生うぉぉぉ～～～～～～！」




「お前が歌うんかぁぁぁぁぁぁ――――――――――――――――――――い！」

　肺の空気を全て絶ぜつ叫きように変換し、僕はシャープペンシルを机に叩たたきつけた。

「おお、びっくりしたあ！　なんだよ、ハル。定番のボケに随ずい分ぶん元気よく突っ込んだな」

　対面で弁当を搔かき込こんでいた手て島しまが、箸はしを止めずに器用に驚く。

「元気じゃねーわ。これでも疲労困こん憊ぱいだっつーの」

　僕は机の上に山と積まれた原稿用紙にガスガスと額ひたいを打ち付けた。

「ああ、竜宮城潜入の反省文か。原稿用紙百枚だっけ？　どこまで書いたよ？」

「わかんない。昨日からぶっ続けで書き続けて、二十枚からは数えてないよ……」

「やれやれ、ちょっとした小説家だな。お前を見てると退屈しねーぜ。最後にあとがきと奥付を忘れんなよ」

　手島は呆あきれたように首を振ると、空からになった弁当箱に蓋ふたをした。

「……おい、ちょっと待て、手島。なんだその感じは。なに、『相変わらず、俺おれの周りはバカばっかりだぜ』的な空気出してんだ、ラノベ主人公気取りか！　そもそも、誰だれのせいで僕がこんな目に遭あってると思ってんだよ！」

「誰のせいよ？」

「お前だ、お前！　完っっっっ全に、お前のせいだろーがぁ！　お前が入学式の時にあんなメモを書いてよこした時から僕の壮大な悲劇は始まったんだよ！　責任とって、お前も反省文書け、四億枚！」

「知るか、そんなもん！　それとこれとは話が別だろーが。俺が一カ月前にイタズラ書きを渡したせいで、お前がビデオカメラ持って竜宮城に忍び込んだっつーのか？　飛躍しすぎだわ」

「うわー、やめろー、正論を言うなー。お前だけは僕に正論を言うなー、殺す気かー！」

「ああ、はいはい、悪かったよ。ま、誰かのせいにしたくなるハルの気持ちも、わからんでもないけど、なっ」

　最後の一音に妙なスタッカートを刻んで、手島は箸箱のふたを閉じた。

　………なんだ、こいつ。

　なんで、箸を箸箱にしまうというだけの仕草に、こんなに余裕を漂わせてくるんだ。

「なんだろーなー。やっぱり大人の階段を上ると、一挙手一投足に余裕がにじみ出てきちゃうもんなのかな～、男って」

　き、聞いてもいないことを喋しやべりだしたし！

　……そうなのだ。入学式のことなんて今更どうでもいい。

　本当に僕が許せないのは、昼も夜も収まることなくはらわたが煮えくり返っているのは、この一点に尽きるのだ。

　こいつ………………彼女作りやがった。

　ふっっっっっっざけんなよ、このやるぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっっ！

　ふっっっっっっざけんなよ、この手島ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ！

　僕が文字通り命がけで全ぜん告コクツアーに挑んでるその隙すきに、ぬけぬけと彼女なんて作りやがって！　しかも、超可か愛わいいの！　こいつの彼女超可愛いの！　なんでこんなヤツがモテるんだよ、おかしいだろ！

「ほらほら。見てみ、ハル。股こ間かんのチャックを上げ下げする仕草にまで、大人の余裕が感じられるだろ？」

　バカじゃん、こいつ！　徹頭徹尾、ただのバカじゃん！　イケメン要素ゼロじゃん。ちょっと明るくて、話はなし上じよう手ずで、聞き上手で、クラスの人気者で、男女分わけ隔へだてなく接することが出来て、意外と気の遣つかえる部分があって、コミュ力抜群なだけじゃん！

　ちくしょう、めっちゃ出てくるじゃん、手島の長所！

「まあまあ、心配すんなって、ハル。彼女なんてもんはな、できる時には案外簡単にできるもんなんだよ」

　……どうしよう。手島の余裕がリアルにウザくなってきた。

　こちとら、その『彼女なんてモン』を作るために、信じられないくらいの苦労をしてんだよ。精神病棟の門前までいってるんだよ。なんだ、その貴族発言は。彼女ができなきゃ、嫁を作ればいいじゃないってか、やかましいわ！

「ある日突然、下げ駄た箱ばこの中にラブレターが入っていたりするもんなんだよ」

　うん、あったあった。それあった。そのせいで信じられないくらいの苦労をしてるんだよ。なあ、聞く？　ホントに信じられないと思うぞ。聞く？

「おっと、いけねっ。もうこんな時間じゃん。すまんねー。そろそろ行かないと。アイツがうるさいからさ。すまんねー。ホント、すまんねー」

　拝むように立てた右手、瞑つむった片目に、竦すくめた肩。これほど優越感に満ちたムカつく謝り方があるだろうか。

　ああ、いいさ。行けばいいだろ、行って来いよ。言っとくけど、全然寂さびしくなんてないからな！　僕だって、昼休みを一緒に過ごす人くらいいるさ。

　ベゴニアの晴はる香かとか、ノースポールの真ま奈な美みとか、クリサンセマム・ムルチコーレの優ゆう子ことか………………………まあ、人っていうか、花か壇だんの花に付けた名前だけど。

　大事なことだから、二回言うけどっっ！

　決して寂しくなんて、ないからなっっ！




「―――って、んん？」

　弁当箱をしまおうと鞄かばんに突っ込んだ指先が、微かすかな違和感を感知した。

「どうした、ハル？」

　僕の表情の変化を察したか、手島が行きかけた足を戻す。

「いや、うん……なんだろ、これ」

　何かがある。鞄の中に、僕の『もの』ではない、何かが。そろりそろりと、その『違和感』を引き出した。

「手紙……？」

　それは小さな封筒だった。淡いピンク色に花のプリントをあしらった、いかにも女の子チックな手紙入れ。いつぞやに下駄箱に入っていた毒空木の茶封筒とは根本的なセンスからして違っている。

「ま、まさか………これは、まさか………」

　恐る恐る封筒を裏返すと、そこには少女趣味を覆くつがえす達筆で、




『―――to HAL』




「おい、ハル。これ、キタんじゃねーの？」

　手島に言われるまでもない。これは来てる。具体的に言うと、『HARU』の『RU』を『L』一文字で表しちゃうセンスとか完全に来てる！

「開けてみろよ、ハル」

「ちょ、待って、まず写メ撮って！　ラブレターをもらう僕を、デレネットにアップして！」

「やってる場合か！　いいから、早く開けろって、俺が開けんぞ！」

「バカ、やめろ！」

　揉もみ合あうようにしてシールをはがすと、微かな香りが鼻をくすぐった。

　確か文ふみ香こうといっただろうか。手紙にお香を焚たき染しめて、想いとともに香りを届ける平安時代の優雅な習慣。柑かん橘きつ系の香りに誘われて高鳴る鼓こ動どうを抑えつつ、僕はゆっくりゆっくりと封筒に指を差し入れて、手紙をヌトッと摑つかみ出だした。

　あれ？　ヌトッてなんだ？

　ヌチョッと机の上に引き出されたのは、淡いピンクの封筒によく合う薄黄色の、




　――――輪切りのパイナップル。




「あ？」

「え？」

　物も言えずに黄色い輪っかを見つめること、十数秒。




　………………………デザートのデリバリーですか？
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「はあ？　パイナップルぅ？」




　藤ふじ棚だなに毒空木の素すっ頓とん狂きような声が響いた。

　まだまだ、昼休み。

　あの後、手島と別れた僕は、例によって例のごとく例の藤棚に向かい、そこに備品然として収まっていた毒空木に簡単ないきさつを語って聞かせた。

「はー。んで、これが件くだんの贈り物だと？」

　ポッキーを齧かじりながら、うさん臭くさそうに輪切りのパイナップルを摘つまみあげる毒空木。

「それにしても、お弁当の後に随ずい分ぶん喰ったのね。もう一切れしか残ってないじゃん」

「いや、別にパイナップルが丸々鞄に入ってたわけじゃないからな！　初めからそのサイズで入ってたんだからな！」

「そうだろうね～～」

　冗じよう談だんに付き合ってあげたのに、毒空木はニコリともしない。

「んで、結局なんなの、これ？」

「だから、わかんないんだって」

「差出人の名前は？」

「書いてない」

「手紙とかは？」

「入ってない」

「パインだけ？」

「パインだけ」

「気持ち悪っ！　持ってくんな、そんなもん。どっか、見えないところで焼いて来い」

　手についた虫でも払うように、毒空木は輪切りのパインを地面に投げ捨てた。

「うぉぉぉい、なんてことすんだよ！　せっかくのプレゼントを！」

「はあああああああああああ？　プレゼントだとぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ？　マジで言ってんの、あんた？　どこの世界に封筒に生パイン詰めて差し入れする人間がいんのよ。嫌がらせに決まってんでしょうが。お前もこのパインみたいに輪切りにしてやるってメッセージよ」

「メキシコのギャングか！」

「もしくは、毒ね。世にも珍めずらしい毒パインが収穫できたのだわ」

「やめろって、プレゼントしてくれた女の子が可か哀わい相そうだろ！」

「しかも、女子の設定になってるし。やばい、ハルのキモさが止まらない」

「いーや、女の子だね。間違いない、僕にはわかる！　パインちゃんは僕のファンなんだ。毎日毎日、愛情を込めて花壇の世話をする僕を見て、憧あこがれを募つのらせていったんだよ！」

「それ、まんま、あたしじゃん！　それでいいなら、あたしでいいじゃーん！」

「許せ、毒空木。僕にはもう、パインちゃんというステディがいるのだよ」

「どーでもいいけど、パインちゃんってネーミングセンス最っっっっっ低だからね」

「ほっとけよ、そこは！　とにかく、もう決めた！　次の告白相手は、この子だ。パインちゃんに決定だあ！　うっひょー！　パインちゃ――――ん！」

「顔も名前もわかんない相手にどうやって告コクんのよ」

　ぐぅ、この女。ポッキー齧りながらも痛いところを冷静に。

「そ、それは、その、このパインの………」

「そのパインの？」

「………匂いをたどって」

「はい、バーカー。フィリピンのパイン農家探り当ててろ、ダメ警察犬」

「ぐううう。くそぅ、くそぅ。ああ！　どこにいるんだよ、僕のパインちゃんんんん！」

「そもそも、いねーんだって、そんなヤツ」

「いるよ！」

「いない」

「いる！」

「いない！」

「多分、二年生ですよ。そのパインちゃん」




「いたのか、時とき宗そうさん！」




　今の今までずっと気配を消し続けていた時宗さんが、突然藤棚に姿を現した。

「あの、別に気配を消していたつもりはないんですけど………ずっといたし」

「ちょっとなに、白さ湯ゆ。このパインの送り主知ってんの？　仲良いの？　友達なの？」

　何が気に障さわったのか、毒空木は時宗さんの肩に手を回すと、ボディブローのように言葉を突き刺す。

「え、いや、ううん、顔も名前も全然知らないの。ただ、そういう人がいるって事を噂うわさで聞いたことあって」

「そういう人？」

「うん。その………」

　時宗さんは語尾を濁にごしつつ、上うわ目め遣づかいで代わりばんこに僕と毒空木の顔を見つめ、

「………有名人なんだけど」

　曖あい昧まいに微笑んだ。

　このタイプの笑みが付随する『有名』は決して褒ほめ言葉ではないという事を、僕は実体験から知っている。

「ハルくん、聞いた事ないですか？　みんなからは天然少女って呼ばれてますけど」

「時宗さんが？」

「パインちゃんの話してますよね、今」

　はっ、時宗さんが怒っておられる！

　だって、天然少女なんて言われて思いつく名前は時宗さんしか…………。

「あ～～～～～、あいつか～～～。なるほど、確かにそれっぽいわ～～～」

　毒空木には心当たりがあったようだ。

「え、なに？　知ってんの、毒空木。二年生はノータッチとか言ってたのに」

「さすがに知ってるわ、天然少女は。つーか、ハルこそなんで知らないのよ、同じ四天王の一員なのに」

「おい、なんだ、そのカテゴライズ。そんなユニット加入した覚えはないぞ」

「んなもん、あたしだってないっつーの」

　どうやら、毒空木も四天王のとやらの一角のようだ。

『蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むし』、『猛毒の妖精』、『天然少女』…………なんの四天王かは、聞かない方が精神衛生上良さそうだ。

「そっか～。いつかは相手しなきゃと思ってたけど、変人四天王の一角が、自ら仕掛けて来やがったかぁ～～」

　おい、言うなって言ってんだろ！

　そんな僕の心の叫さけびなど知るはずもなく、毒空木はいつものように分厚い手帳を取り出すと、いつものようにサラサラとペンを走らせて、いつものように音を立てて叩き閉じ、

「よし！　じゃあ、今から行ってみよっか、天然少女のところに！」

　いつものように唐とう突とつな事を言い出した。

「ええ！　今から二年の教室に行くのかよ」

「うん、善は急げって言うじゃん。安心しなよ、ハル。あたしがビシッと言ってやるから！　嫌がらせをやめるようにって」

「嫌がらせじゃなくてプレゼントな」

　毒空木のさりげない言い間違いも聞き逃さずに訂てい正せいする。

「首尾よく嫌がらせをやめさせられたらぁ、ご褒ほう美びのちゅーをちょうだいね[image: ]」

　ヒマラヤの万年雪をも溶かすような極上の微笑みにも惑まどわされず、

「プレゼントな」




　僕は毒空木の誤ご謬びゆうを訂正した。
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　とゆー訳で、もはや日常と化した毒空木の突発的な思い付きに引きずられ、僕達は上級生であるらしい天然少女先せん輩ぱいの元へと向かう事となった。

　昼休みも残り少ない。一年生の教室と特別教室を収容する旧校舎に足早にとって返し、上うわ靴ぐつに履き替えてから三階まで上る。そこから渡り廊ろう下かを渡れば、上級生の教室が固まる新館にたどり着く…………のだけれど。

「うおっ」

　渡り廊下をあと一歩で渡りきるというところで、僕達は思わず立ち止まっていた。

　いや、正確には弾き返されたというべきか。目には見えないけれど、厳然として立ちはだかる、次元の壁に。

　なんだ……この世界は……。

　聖セントシンデレラ学園のカリキュラムは女子生徒の美を磨みがく事に多くの時間を割さいており、当然ながら二年生は一年生より、三年生は二年生よりそのスキルが高い。その事は、もちろん、知識としては知っていた…………しかし、知識としてでしか知らなかった。

　こうやって、改めて上級生の校舎の前に立ってみると、それはやはり、圧倒的な光景だった。




　―――――二年の先輩、超可愛いんですけど。




　なんだこれ、可愛いとか綺き麗れいとか、そんな言葉が空むなしくなるほどの美しさ。信じらんねぇ、ここ本当に学校か？　映画の撮影所じゃなくて？　モデルの控え室じゃなくて？　ホントに教育機関なの？　ああ、ヤバい、好きになる！　これ以上見ていたら、片っ端から好きになる！　一年生が天使なら、二年は女神。これはもう神の領域に踏み込んでいる。制服の着こなしか、髪形のセンスか、メイクの腕か、はたまた内面からにじみ出る美しさのたまものか。

『美』とは磨けるものだという事を、改めて痛感させられた。

「上級生の校舎に入るのって、なんか緊張しちゃいますよね。独特のオーラがあるっていうか……」

　同じ女性である分、受ける衝撃は僕以上なのだろう。時宗さんが怖々といったふうにメガネのレンズを持ち上げる。

「そう？　関係ないって」

　このあたりはさすがというべきか。毒空木だけは微み塵じんも動じる気配なく、ずかずかと美の境界線を越えていった。この図々しさ、ちょっと見習いたくもある。

「なにが、オーラよ。あたしの方が断然可愛いじゃん」

　毒空木の聞こえよがしの呟つぶやきに、幾いく人にんかの女神達の顔がこわばった。

　……独り言のボリュームについては、どうやら見習わない方がよさそうだ。




「さーてとっ、二年の体育科が何組かわかんないから、一個一個手分けして見て行くよ。ハルがＡ組、あたしがＢ組、白湯は四階のＧ組ね」

「何でわたしだけそんな遠くなの!?　一人はヤダよ。ついてきてよ、みゃーこ！」

　時宗さんが半泣きで、毒空木の袖そでを摑む。

　デレ園に入学した女子生徒は、通常、最初の一年で学年共通の一般教養を学び、二年目から希望する進路に沿って、芸能科、ファッション科、体育科、普通科等の専門クラスに分かれていく。

　毒空木の口ぶりからして、どうやら、天然少女ことパインちゃんは体育科に所属しているようだ。しかし、専門クラスの割り振りは希望人数によってその年毎ごとに変わるので、何組が体育科の教室なのかはわからない。結局、教室を一つ一つ覗いていく以外にパインちゃんを探す方法はないのだけれど…………。

「まったく白湯はあたしがいないと何にも出来ないんだから。しょーがないから、ついてってやるか。はい、行くよ。まず右足を前に出して、それから左足を出すの。それを交互に繰り返せば階段を上れるから。合間に息を吸ったり吐はいたりする事を忘れずにね」

「それくらい言われなくても出来るもん！」

　やいのやいの言いながら、仲良し二人は仲良く階段を上って行く。残された僕は一人、Ａ組へ。

「って、待て待て、おかしいおかしい。なんで、唯ゆい一いつパインちゃんの事を知らない僕が単独行動なんだよ！」

「大丈夫大丈夫。見たら一発でわかるから。見つけたら電話して。一人で何とかしようなんて思っちゃだめだかんね。お、白湯ちゃん、もう十歩も歩けてるじゃないでちゅか、エライでちゅね～。はい、左、右、左、右」

「もー。みゃーこ、しつこい～」

　振り返りもせずに、階上へと消えて行く毒空木。

　……マジか、あいつ。顔も名前も知らない相手を、どーやって探せってゆーんだよ。看板でもぶら下げてんのか、パインちゃんは。

　一応、開きっぱなしの扉とびらから、チラリとＡ組の教室を覗いてみるものの、昼休みの教室はおもちゃ箱をひっくり返したようで、どこもかしこもにぎやかな生徒達の声で溢あふれていた。

　小さなグループを作ってお喋りに花を咲かせる女子生徒。奇声を上げて教室を走りまわる男子生徒。男女混合でゲームのようなことをしている、うらやまし過ぎるリア充グループ。

　ふむふむ。この中から？　たった一人のパインちゃんを？　ノーヒントで？　探し出せばいいんだな？　ふむふむ、なるほど、無理ゲーにもほどがある。

　早くも絶望的な気分に襲われた。

　もちろん、教室にはグループから離れている生徒だってたくさんいるのだ。必死に宿題を写す者、机に突っ伏して昼寝をする者、一人可憐に読書する者、頭にパイナップルを載のっけている者などなど……。

　僕はおもむろに携帯電話を取り出すと、電話帳を呼び出し、無理矢理一番最初に登録させられた『みゃーこ[image: ]』の名前をタップして、




「い――――たああああああぁぁぁぁぁぁ――！」

　液えき晶しようが破は裂れつするほど叫んだ。




　い、い、い、いた！　いきなり

　あれだ。絶っっっっっっっっっっっ対に、あれがパインちゃんだ！

　なんだ、あれ！　いったいどういう状況なんだ、あれ！

　―――女子高生が、

　―――頭にパイナップル乗っけて、

　―――日向ひなたぼっこをしている。

　シュ、シュ、シュ、シュ～～～～～～～ル～～～～～～～～～～。

　窓際の席の一番後ろ。潑はつ剌らつとしたクラスメート達と一線を画す女子生徒。

　窮きゆう屈くつそうに机の下に納められた長い足とか、頰ほお杖づえをつく長い腕とか、細い顎あごを支える長い指とか、腰まで伸びた固そうな黒髪とか、大和やまと撫子なでしこという言葉を体現するような凜りんとした美しさとか。

　そんな事どぉぉぉぉぉぉぉ―――――――――――――――――でもいい！

　頭だ！　とにかく頭だ！

　あらゆるものを覆す衝撃の存在感が、頭の上にぃぃぃ！

　そして、追い打ちをかけるように、そんな天然少女の衝撃すらかき消すような、激烈な一撃が―――

「電話でなんちゅう声出すんじゃ、ごらぁぁぁぁ！」

　―――僕の頭の上にも降ってきた。

　ああ、毒空木さん達、お早いお帰りで。相変わらずのキック力ですね。

「あ、あ、あんた、何考えてんのよ！　こっちは耳元で聞いてんのよ、鼓こ膜まく消し飛ぶかと思ったじゃん！」

　涙目で荒々しい息をつく毒空木。

「いや、違うんだ、毒空木！　あれ、ほら、あれ！　ほら！　ね、あれ！」

　ああ、もう言葉が！　アレとかホラしか出てこんわ！

「ああ、わかってるわかってる。そっか、Ａ組だったのか、天然少女。あれ、今日はスムース・カイエンじゃん。前に見た時はボゴールパインだったのに」

「いや、パインの種類なんてどうでもいいよ！　なに、なに、なにあれ？　なんで教室でパイナップルなんか載っけてんの！　なんの罰ばつゲームなの、あれ」

「いや、載ってないのよ、パイナップルは」

「……は？」

　毒空木が真顔で僕の興奮の根本を否定する。

「い、いや、なに言ってんだよ。思いっきり載ってるじゃん、パイナップル。どっからどう見ても載ってんじゃん」

「いや、載ってないんだって」

「ちょ、怖い怖い。どうしたんだよ、毒空木！　え、もしかして、見えないの？　あれ、僕にしか見えない背後霊かなんかなの？」

「違う違う。そういうことじゃなくて、ええっと、だから、その……ああ、めんどくさい。任せた、白湯」

「ふぇ、わたし？」

　説明は眼鏡めがねの役目だとばかりに、時宗さんの肩を摑んでにゅっと前に引っ張り出す。

「えっと、えっと、じゃあ、最初っから説明しますね」

　お願いします。

「そもそものあの人の伝説は、デレ園入学初日に停学になったことから始まります」

「入学初日に停学って！　なにやらかしたの、あの人」

「なんでも、女子生徒とトラブルになったとか……」

「そりゃ、まあ、あんなもん載っけてたらトラブルにもなるわなあ」

「あ、いえ、それはその後です」

　……後？

「あの先輩、停学になるまでは普通の髪型だったんですよ。それが何を思ったか、停学が明けた初日から、パイナップルを頭に載せて登校して来たらしいんです」

　学園にケンカ売ってんのか、あの人は！

「もちろん、その日に黒くろ灰ばい先生に咎とがめられて無理矢理取られそうになったらしいんですけど、そしたら……」

「そしたら？」

「血が、出たんです」

　…………血？

「あれ………生えてきてるらしいんです」

　んな、バカな！

「人工的にくっ付けてるとか、人工的に載っけてるとかじゃなくて、そんなんじゃなくて気が付いたら自然に生えてきたらしいんです。で、ついたあだ名が…………天然少女」

　そっちの、天然かよ！

「学園側としても、血が出てるものを引っこ抜くわけにもいかないし。そもそも頭にパインを載せて登校してはいけないという校則もないし、やむを得ず、本人の気が済むまで放置という結果になったんだそうです」

「ま、マジですか……」

　時宗さんがコクリと頷うなずいた。

　うわあ……。

　うぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ――――――、わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ―――――！

　だめだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ―――――――――――――――――――――！

　これは、だめだ！　これは、イジっちゃだめなヤツだ！

　毒空木とか時宗さんとか。デレ園に入学して以来、変な女性はたくさん見てきたけれど、これはちょっと、モノが違う。次元というか、ベクトルというか、とにかくこれは………………笑えない。

「で……どうすんの、ハル？」

　毒空木がニヤニヤ笑いながらつま先で僕の踵かかとを小突いた。

「ど、どうするって、何が？」

「何がじゃないでしょ。予定通り、お目当てのパインちゃんを探し当てたのよ。選せん択たく肢しは二つじゃん。一、あんたがプレゼントのお礼を言いに行く。二、あたしが嫌がらせをやめるように言いにいく。この二択よ。はい、どっち？」

「いや、どっちもなにも……」

　三、何も見なかったことにして全てを忘れる………………だろう。

　全力で三だろう。

　ああ、くそ。でも言えない。僕には言えない。

　だって、だって…………パイン先輩はめっっっっちゃめちゃ美人なんだもん！

　やっべーよ、なんだあれ。さすが二年生だよ。憂うれいを帯びた切れ長の目とか、高い鼻とか、薄い唇くちびるとか、透き通るような白い肌とか。何て言うか、もう、ザ・美人！　これぞまさしく、ザ・美人！　『美人』って札下げて国立博物館に展示しておきたいくらいだ。これが、一年生にはない大人の魅力ってやつなのか。

　プレゼントにしろ、嫌がらせにしろ、あんな美人が僕の鞄に触れて中を漁あさっていたと考えるだけで、体から何かが出てきそうだ。

　うう、でも……でも……あぁぁぁぁぁぁぁぁぁ～～、なんでパイナップル載っけちゃったかなぁぁぁ～～～～。なんでそんな奇のてらい方しちゃったかなぁぁぁ～～。あれさえなければ、全然アリなのになぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ。




「何やってんの、あんた！」




　その時、突然、鋭い声が僕の背中を突き刺した。別に何も悪い事をしていたわけではないのだけれど、それでも驚いて振り返ってみれば、そこに立っていたのは一人の少女。

短い髪に小柄な体。勝ち気な性格を物語るきりりとした眉まゆ毛げと立ち姿。どことなく子犬を思わせる風ふう貌ぼうの少女が、今にも嚙かみつかんばかりの勢いで僕を睨にらみ付つけていた。

「あ、あんたは―――」

　―――蟯虫齧り虫。

　そんな言葉を飲み込んだんだろう。少女の大きな目が、さらに大きく見開かれた。

「な、なに、じろじろ見てんのよ！」

　子犬の少女が吠ほえ立たてる。いや、見てるのは、君だろう。

「なに、じろじろ先輩のことを見てんのよって、聞いてんのよ！」

　んん、先輩？　先輩ってまさか…………。




「いいんだ、水みず木き。彼は私が呼んだのだよ」




　女の子の問いかけに、よく通る芯しんの入った声が答えた。また、後ろだ。再び踵きびすを返せば、

「石蕗ハルだな」

「うわっ！」

　僕の真後ろにパイン先輩が立っていた。

　……噓うそだろう。ついさっきまで窓際の席に座っていたはずなのに。

　背が高い。頭のパインを差し引いても僕より頭一つ抜け出ている。

　僕の体を縫ぬい留とめるような鋭い視線を打ち下ろしつつ、先輩は厳おごそかに口を開いた。

「手紙を読んでくれたのか」

「手紙って………あの、僕の鞄に入っていた？」

　先輩がコクリと頷いた。

「ひいっ！」
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　反射的に手を構えたけれど、パイナップルは傾いた先輩の頭に貼りついたままビクともしない。まさか本当に生えてきてるわけではないだろうけど、一体どうやって固定してんだ、こんなもん。

「手紙を、読んでくれたか？」

　先輩が抑よく揚ようなく繰り返す。

「え、いや、あの、読んでくれたかっていわれても、読むモンなんて入ってなかったし」

「そうか………」

　先輩は瞳ひとみに微かな失望の色をのぞかせると、ポケットから二つに折りたたまれた桃色の紙切れを取り出した。

「では今、読んでくれ。これがその手紙だ」

　入ってなかったのかよ、じゃあ、読めるか！

　恐こわ々ごわと手に取って広げてみれば、とてもシンプルなメッセージが一文だけ。

『今日の放課後、体育倉庫裏で待つ』

　………もう口で言ってくださいよ、ここまで来たら。

「今日の放課後、体育倉庫裏に来て欲しい」

　言われたよ！　なんなんだ、この変な時間は！

「わかったな」

　沈黙を肯定と受け取ったのだろうか。先輩は僕の返事を待つことなく、踵を返して元の席に―――

「おい、待て、酢す豚ぶた」

　――――戻らなかった。

　……ど、毒空木……何言った？　……今、何言った？

　先輩の足を止めたのはそれまで傍ぼう観かん者しやを決め込んでいた毒空木の一言。

　す、酢豚って！　確かに、パイナップル入ってるけども、酢豚って！

「あ、あんた、先輩に向かって――」

「水木！」

　毛を逆立てる子犬の女の子を一言で静まらせると、先輩はゆっくりと振り返った。

「今の言葉……まさか私に向けて言ったのか」

　激情に染まった赤い顔。震ふるえる声。

　お、怒ってる。当ったり前だけど、豚呼ばわりされた先輩が怒ってる！

　視線を足元に落としているのは、辛かろうじて残された自制心のなせる業わざか。しかし、両の拳は、目が合えばその瞬間に大いに躍やく動どうするべく固く握りしめられている。

「そーよー、あんたに言ってんの、酢豚先輩。あ、ハンバーグ先輩の方が良かった？」

　うおおおおおお、もうやめろ、挑発すんな、毒空木！　あるけども！　パイン載せてるハンバーグあるけども！

「みゃ、みゃーこ！　謝って！」

　たまらず時宗さんが毒空木の袖を引くが、もう遅い。異様な熱量を含んだ先輩の眼光がギラリと閃ひらめき、

「…………この、悪魔め！」

「ちょ、誰だれが、悪魔よ！　誰が！」

　目と目が合った瞬間だった。

　二人の美少女の間に火花が走り、大きく爆はぜる。先輩の拳が空を切り、高々とバトルの幕は上げられた。




　――バサッ。




「…………え？」

　あ、違った。上がったのは、幕じゃなかった。

　先輩の手によって高々と捲まくり上あげられているのは…………毒空木のプリーツスカート。

　猛毒の妖精のブルーの下着が、前後左右余すところなく下界に晒さらされていた。

「どぅわああああああ！　な、な、な、なにやってんのよ、あんたあああああああ！」

　血相を変えてパイン先輩の腕を振り払おうとする毒空木。

　―――が。

「悪魔めぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　先輩は離さない。それどころか、膝ひざを折ってまじまじとスカートの中を覗き込む、って、おい、何やってんだ、この人！

「ちょ、ちょ、ちょ、何してんの！　何してんの、あんた！　痛い痛い！　葉っぱがチクチクして痛いって！」

　喚わめき散ちらす毒空木を無視してさらに顔を近づけるパイン先輩。息がかかるほどの距離まで迫った唇を割って真っ赤な舌がほとばしり、




　―――――――ヌメェロォォォン。




　毒空木の太ももを、パンティラインに沿って腰骨までなめ上げた。

「うぎゃあああああああああああ＆％＄＃！＊＋？＞＝〝％＄Ｃ★＠жＥＶ＆Ｄ！」―――――――ドサッ。

　理解不能の悲鳴を上げて、毒空木が一瞬にして事切れた。

「きゃあ、みゃーこ！」

「うぉぉい、大丈夫か、毒空木、しっかりしろ！」

「あ………あふ………あう………ぐふっ」

　慌あわてて駆け寄るも―――うわ、ひでえ。

　もはや完全にヘヴン状態の毒空木。口からブクブクと泡を吹き、白目を剝むいた両目は……………だ、だめだ。仮にも女の子である毒空木のこの顔を、これ以上描びよう写しやする事は、倫りん理り上じよう許されない。な、なんつー攻撃するんだ、天然少女。

「ふぅぅぅぅぅ」

　パイン先輩は興奮を冷ますように細く長い息を吐きだすと、頭のてっぺんのパインを避けて、器用に髪をかき上げた。

「忘れるなよ、石蕗。放課後、体育館裏だ……………ん？　体育倉庫だったか？」

　いや、あんたが忘れんのかよ。

「まあ、どこかにいてくれ。探し当てる」

　レーダーでもついてんですか。

　それだけ言うと、パイン先輩は水木と呼ばれた子犬の女の子を連れて、今度こそ自分の席へ、陽だまりの定位置へと戻って行った。柑橘系の淡い香りと、ビクビクと体を痙けい攣れんさせる毒空木を後に残して。

「みゃーこ、しっかりして、みゃーこ！」

　す、すげえ。手段はどうあれ、あの毒空木を一発ＫＯするなんて。




　天然少女………恐るべし。
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「うわあああああ！　なんなのよ！　なんなのよ、あの女はぁぁぁ………ううっ、おえぇぇぇぇぇぇぇ」




　新館からの帰り道。渡り廊下を歩きながら、毒空木は思い切り怒ど号ごうを吐き散らし、そのままの流れで思い切りえづいた。

「ちょ、大丈夫、みゃーこ？　大人しくしてなきゃだめだよ。ほら、つかまって」

「ううう、ありがと、白湯。さっきは意地悪言ってごめんね……」

　すっかり毒気の抜けた毒空木が、よろよろと時宗さんの肩にもたれかかる。

「しかし、またずいぶん弱ってんな、毒空木。ホントに大丈夫なのか？」

「ううう。あたしって昔から腰骨が一番敏感なの。軽く握られただけで声が出ちゃうくらい。その弱点をこんな形でついてくる奴やつがいるなんて……くそ、あのパインバーグめ」

「あ、ああ。そ、そうなんだ……た、大変だったな」

　何なに気げにすごいカミングアウトを聞いたような気がしたけれど、当の本人は自分の発言の内容すら把は握あくしていないようだ。

「しかも、しかも、ハルの前でスカートまで捲られて…………見た、よね？」

　真っ黒な瞳を涙で滲にじませ、僕を見上げる毒空木。

「え、いや、うん…………見てないよ」

　ああ、だめだ！　顔に出てる！　自分でもびっくりするほど噓が顔に出てる。

　もちろん…………おいしくいただきました。

「うううう、最悪だぁ～～。よりによって、こんな可愛くない下着の日にぃ～～～」

　あれ、そーゆー問題なのですか？

　時宗さんの雄大な胸に埋うもれ、はらはらと涙を流す毒空木。

　こいつは…………たまにこーゆー女の子らしい仕草をするから、ズルいんだよなぁ。

　そう言えば、散々二年神達をおがんだ後でも、やっぱり毒空木は変わらずに、その、なんというか…………か、可愛いんだなぁ……。

「なに、ニヤニヤしてんだ、ごらあああああああああああああああああああ！」

「ふんぐあぁっっ！」

　可愛い可愛い毒空木さんから、ミサイルのような飛び膝蹴りが飛んできた。

「おおおおお、いってーな、お前っ！　いきなり、なんつー大技かけてくれてんだ！」

「ハルが悪い。あたしがこんなに苦しんでんのよ！　たとえどんな理由があろうとも、あたしが苦しんでる時に…………あんたは笑うな」

　どんな暴君だ！　最悪だ！　やっぱり、問答無用で最悪だ、こいつは！

「ううう、だめ。激しく動くと眩暈めまいが……」

「もう、みゃーこったら、飛び蹴りなんかするからだよ。大丈夫？　しっかりして」

　時宗さん、そのセリフはこっち！　飛び蹴りを喰らった方の人にかけてあげて！

「ハルが悪いのよ。ニヤニヤニヤニヤ気持ち悪い。なに、そんなにあのパインバーグに呼び出されたのが嬉うれしいの？」

「は？　呼び出し……？」

　どうやら毒空木は僕の笑顔の出所を勘違いしているようだ。

「言っとくけど、行っちゃだめだからね！」

「ちょ、なんでお前にそんなこと決められなきゃいけないんだよ！」

「ハルのために言ってあげてんのよ。どーせ、女に呼び出されたー。脱童どう貞ていだーとか浮かれてんだろうけど、ハルが期待してるようなことなんて、なん――――にもっっ、起きないんだからね」

「なんでだよ！　女子高生が男子高生を体育館裏に呼び出すんだぞ？　一般的に考えてこれはもう、そーゆー事しかありえないだろうが！」

「蟯虫齧り虫を世間一般の範はん疇ちゆうに加えるな」

「う、う、うっせーよ！　とにかく僕は行くからな！　見てろよ、絶対告白されてやる！」

「ちっ、しょーがねーなー。じゃあ、あたしも――」

「お前は来んな！」

　毒空木の機先を制して人差し指を突き出した。

「はあ？　なんでよ！」

「当たり前だろ、これはツアーとは関係ないんだぞ。僕は告白しに行くんじゃなくて、告白されにいくんだ。だから、お前は来るな。お願いだから余計なことするな！」

「ちょ、なによ、その言い方！　まるで、あたしが変なことするみたいじゃん！」

「するだろ！　つーか、散々してきただろ！　変なセリフ言わせたり、パンツ投げたり、勝手にラブレター出したり……ってホントに色々したな、お前」

「全部ハルの事を思ってやったことだもん！」

「その結果、毎回僕がとんでもない目にあってんだろうが！　さっきだって先輩を怒らせるような事言って、あやうく乱闘だったし！　とにかく今回だけは邪じや魔まするな！」

「じゃっ、邪魔？」

　さっと、毒空木の顔色が変わった。

　瞬時に地雷を踏んだのだとわかった。

「邪魔だと……？　あたしが、どんな気持ちで大好きなハルの告白を手伝ってると……」

　鮮やかなオレンジ色の炎がより高温の青へと変化するように、沈んでいく声のトーンと反比例して毒空木の怒りのボルテージがぐんぐん上昇していく。

「だ、だめだよ、みゃーこ！　こ、こ、今度暴れようとしたら保健委員として、ち、力づくでも取り押さえるからね……うぅぅ、ごめんなさい、ハルくん……」

　なんで謝ったの、時宗さん！

　や、やばい。言うまでもないけれど、今の毒空木は機嫌が悪い。ちょっとニヤけた程度で飛び膝蹴りが飛んでくるのなら、頂点に達した怒りは一体どれほどの惨さん事じを引き起こすのか。毒空木は唇を嚙みしめた顔をあげ、両目をキラリと閃かせると、




「ハルの………バカ………」




「え？」

　滲んだ声でそう言って、渡り廊下を駆け出した。

「ちょっと、みゃーこ！　だめだよ、まだ走っちゃ！　もう。ハルくんのバカ！」

　後を追って時宗さんも走り去る。一人廊下に取り残された僕は、

「バカって…………ちょ……そんな…………えー？」




　気の利きいたことは、特に何も言えなかった。
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　カキ――――――――――――――ン！

「いったぞ―――――――！」




　遠くから野球部の練習する声が聞こえる。

　放課後、僕は一人で体育倉庫に向かっていた。飛び切り美人の先輩の呼び出しにもかかわらず足取りが重いのは、その先輩の頭にパイナップルが実っているから…………じゃないだろう。

『ハルの………バカ………』

　くそうっ。なんだよ、毒空木のヤツめ。あんな顔…………反則だろう。

　両目一杯に涙をためた毒空木の表情は、思いがけず僕の胸に深く染み入り、チクリとした微かな痛みを残していった。

　思えば、毒空木はいつも真剣だった。手段に重大な問題があるとはいえ、ちょくちょく邪よこしまな下心が見え隠れするとはいえ、毒空木は大好きだと公言して憚はばからない僕の告白のために、毒空木なりにベストを尽くしてきた。睡眠時間を削って、労を惜しまず、手て間ま隙ひまかけて、時には死にそうな目にすら遭って。

『ハルの………バカ………』

　微かな痛みはまだ消えない。

「ああ、くそっ！」

　だめだだめだだめだだめだだめだだめだ！　しっかりしろ、僕！

　何を弱気になってるんだ！　当初の目的を忘れるな。あの猛毒の妖精と行動を共にしているのは、あくまで彼女をつくるためだろう。毒空木以外の彼女をつくるためだろう。妙な情に流されてせっかくの告白フラグを棒に振る気か！

　比べてみろ、パイン先輩と毒空木を。あの二人なら…………間違いなくパイン先輩だろう。綺麗で凜り々りしくてアダルティで、何より暴力を振るわない。

　頭に生えたパインについては…………まあ、ゆっくり話し合えばいい。

「よしっ！」

　両頰をピシャリと叩いて、胸に刺さった針を追い出した。

　もう迷わない。蒸気沸わき立たつほどの気合を全身に巡らせ、僕は人ひと気けのない体育倉庫裏に足を踏み入れるのだった。

　そして――。

「こらー！　何やってんのー！　もっとボールをよく見て！　こんな打球も捕れなくて、どーすんの！　甲子園に行きたくないのかー！」

「ふぇぇぇん、野球するためにわざわざ関西まで行きたくないよ～」

「うおーい、根底覆すようなこと言うなー！」




　―――すぐに、その気合は霧む散さんした。

「………おい、そこの野球少女」

　僕は突然のしかかってきた骨がバラバラになりそうなほどの疲労感に顔をゆがめつつ、体育倉庫裏という不自然な場所で、不自然なほどハイテンションでノックに興じる、不自然な二人組みの女子生徒の片割れに声をかけた。

「あら、何かしら。なにやら聞き覚えのある間抜けな声がどこからか」

　金属バットを握った少女は、いつの間に穿はき替かえたのか、ピンクのフリフリの下着が丸見えになるほどの見事な一本足打法の構えを解き、

「まあ、ハルじゃない………………偶然ね♪」

　妖精のような笑顔で微笑んだ。

「ホントだねーって、ばかああああああああああああ！　めっちゃばかああああああ！」

　食道が裏返るくらい叫んだ。

「な、な、な、な、何やってんだ、毒空木！　時宗さんまで一緒になって！　一体なにやってんだ、ここで！　言ったのに！　あれほど邪魔すんなって言ったのにぃぃぃぃ！」

「はあ？　あんたがどこで何してるかなんて知ったこっちゃないし」

　金属バットを肩に引っ掛け、毒空木は傲ごう然ぜんと薄い胸を張る。

「あたしはあたしの自由でここにいるだけだし。あたしと白湯は女性初のメジャーリーガーを目指して、放課後毎日ここで千本ノックに励はげむ事にしたのよ。ねー、白湯」

「ねえねえ、みゃーこ。今思ったんだけど、この革手袋って、正しくはこうつけるんじゃない？　ほらほら、こんなカッコで棒持ってる人見たことあるでしょ？」

　グローブをホッケーマスクのように顔面に貼り付けた時宗さんが、嬉き々きとした声を上げる。

「……メジャー入りは、遠そうだな」

「う、うるさいわ！　とにかく、この場所はあたし達が先に占せん拠きよしたんだから！　後から来た人間が偉そうな事いわないでくれる！　ほらほら、特打ちの邪魔よ！　流れ球が当たっても知らないからねって言ってるそばから、どーん！」

「うおっ、あぶねっ！」

　毒空木の痛烈な流し打ちの打球がコメカミを掠かすめた。

「ちょ、アブねえな！　なにすんだよ！」

「あら、ごめあそばせ。ファールボールにご注意くださーい。どーん、どーん、どーん！」

「いて！　うわっ、ばか、やめっ！　うおっ！」

　驚異的な動体視力を駆使し、機き銃じゆう掃そう射しやのような毒空木の乱れ打ちを、紙かみ一ひと重えのところで食らいきる。

　く、くそ、なんだよ、こいつ。絶好調じゃねーか！　ちょっとでも気に病んだ僕が馬ば鹿かだった。返せ、五、六時間目から放課後にかけての僕の懊おう悩のうを！

「そーれ、トドメだあー！　でぇい！」

　カキ―――――ン！

「ひいいいいい！」

　思わず目を閉じて身を縮めた。快音を響かせた会心のライナーは、しかし、いつまで経たっても僕の体に届く事はない。

「何をしているんだ、お前は」

　凜とした声に目を開くと、仁に王おう立だちで白球を鷲わし摑づかみにしたパイン先輩が地面に長い影を落としていた。

「パイン先輩！」

「秋しゆう海かい棠どうだ」

「え？」

「秋海棠ゆずり。私の名前だよ」

　ああ、そうか。パインは僕が勝手につけたあだ名だったな。危うく本名として定着するところだった。

「突然呼び出してすまなかったな、石蕗。来てくれてありがとう」

　秋海棠先輩は特に気を悪くした様子もなく、白球を地面に捨てると、

「……しかし、お前たちまで呼んだつもりはないのだがな」

　またぞろ怒りに顔を染めながら、視界に映すのも不愉快だとばかりに言葉だけを毒空木に投げつけた。

「この…………悪魔め……」

「あらあら、ごめんあそばせパグ先輩」

　随分略したな、パインバーグを！　先輩、犬になっちゃったじゃん。

「アタクシ達は関係ありませんのよ。アタクシ達はどこにでもいるメジャーリーガーを目指す夢見がちな高校生ですから。ささ、どーぞ、お気になさらず、お話をお続けあそばせごらんくださいましな。さ、お白湯さん、練習を続けますわよ。おほほほほほ」

「ふぇぇ、まだやるの～～？」

　メチャクチャな敬語と愛想笑いを並べ立てつつ、毒空木は何食わぬ顔でノックを再開し始めた。秋海棠先輩の、右斜め後ろにポジションを取って。

　僕らの会話を盗み聞きしつつ、その気になれば、いつでもファールボールをブチ込める絶妙な位置。

　……さすが、猛毒の妖精様。安定感抜群の最低ぶりだ。

　素人しろうと二人のぎこちないノックを横目に見つつ僕は深い深い溜ため息いきをつくのだった。

「あの………秋海棠先輩。どうします？　場所を変えますか」

「場所を変える？　なぜだ」

「いや、なぜって、ほら、色々と聞かれたくない話でしょうし……ね？」

　こんな時もあろうかと、鏡の前で必死に練習したウインクにたっぷりと含みをもたせて、先輩に合図を送る。が――。




「ん？　別に聞かれて困る話は、何もないが」




　先輩はそんな僕の渾こん身しんの瞬まばたきを、真顔で跳はね飛とばした。

「………え？」

　――ミシリッ。

　弾き返されたウインクが僕の心に刺さってヒビを入れる。

「ふむ。むしろよく考えれば、今後あの二人の協力を仰あおぐことになるやもしれんし、一緒に聞いていてもらった方が話が早いかもしれないな」

　グラリと視界がゆがんだ。

　え、ちょ、何を言い出すんですか、先輩。この期に及んで何を言い出すんですか。

「昼休みに話してもよかったのだが、昼休みは光合成の時間と決めているのでな」

　いいから！　そんな不思議ちゃんエピソードとか今いいから！

　え、うそうそ、待って待って。それは、ないよ。

　放課後の体育倉庫に呼び出しといて、それはないですよ、先輩！

　まさかの天然発動とか、無理ですよ？　今さらそんな変更ききませんよ。僕もう完全にその方向で固まってるんだもん。バリバリ仕上がってるんだもん。

「あ、あの、先輩。今日の呼び出しは、一体………」

　こらえきれずに、僕の方から切り出すと、

「ふむ、石蕗。実は君に頼みごとがあるのだよ」

　先輩は事もなげにそう言った。

　た、頼み……ごと………だと？

「初対面の君にこんな頼みごとをするのは心苦しいのだが、なにぶん君にしかできない事なのだ。頼む」

　パインの青葉をわさつかせて秋海棠先輩が頭を下げる。

「頼みごと………」

「ぷぷぅっ！」

　毒空木が噴ふき出だす音が聞こえた。

　そして、それを合図に僕の中の何かがガラガラと崩くずれおちた。

　―――ああ、この感覚。覚えがあるぞ。

　―――この期待が打うち砕くだかれる感じは、覚えがあるぞ。

「ぐふぅ、こ、こら、だめでしょ、白湯。そ、そんな、くぷぷ、簡単なフライを落としたら。ぶふふふふ。さあ、もう一球行きますわよ。ぬほほほほほほほほほほ」

　―――猛毒の妖精が笑ってる。心底おかしそうに僕をあざ笑っている。

　―――そうだよ。あの時も毒空木がいたんだ。なにもかもそっくりだ。

　―――あの時、僕は生まれて初めて女の子に手紙をもらって、

　―――生まれて初めて女の子に告白されると期待に胸を膨ふくらませ中庭におもむき、

　―――殴なぐられ蹴けれら罵ののしられ、期待は木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれ、




「頼みというのは他でもない。石蕗。私の恋人になってくれないか」




　―――それでも、最終的には本当に告白されたんだった。




「はあっ!?」




「ふべっ！」

　―――――ドサッ。

　毒空木の渾身のスウィングが空を切り、すっぽぬけたバットが時宗さんの顔面を直撃した。

「ええええええええええええええ！　ちょ、時宗さん、大丈夫か――――――？」

「うわ―――――！　ごめ―――――ん、白湯！　大丈夫っっっっ？」

　泡喰って時宗さんの元へ駆け寄る僕と毒空木。

「あー、びっくりしたぁ。革マスクつけてたおかげで助かったあ……」

　時宗さんの天然が奇跡を起こした瞬間である。

　が、しかし、

「保健室！　保健室！　しっかり、白湯！　死なないでぇぇぇぇぇぇ！」

「うえ？　ちょ、大丈夫だって、みゃーこ。ほら、革マスクのおかげで、ちょ、話を聞いて、みゃーこ！」

　人の話を全く聞かないことに定評のある猛毒の妖精は、必死に無事をアピールする時宗さんを問答無用で担ぎ上げ、

「姫林檎せんせぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ―――――――――――――！」

「おろして、みゃーこ、いやあああああああああああああああああああああああああ！」

　保健室へ爆走していった。




　……えー。

　そして、後に残されたのは、毒空木の勢いにあてられて呆ぼう然ぜんと佇たたずむ蟯虫齧り虫と、

「……石蕗」

　ひたすら僕の返事を待っていた、天然少女。

　先輩が僕を見つめていた。力強い真まっ直すぐな瞳。答えを求める切せつ羽ぱ詰つまった瞳。

『彼女なんてもんはな、できる時には案外簡単にできるもんなんだよ』

　手島の言葉が頭をめぐる。僕は……僕は……。




「……はい。こちらこそ、喜んで」




　操られるようにそう答えていた。




　こうして僕のデレ園全告ツアーは、結局一度も告白を成功させることなく終了した。
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　カフェのスピーカーが、古びたジャズを奏かなでている。

　僕はギシリと音を立てて、椅い子すの背もたれに体重を預けた。

　こ、これは夢か。夢なのか。

　ずっとずっと憧あこがれていた。デレ園えんの彼女とお洒落しやれなオープンカフェでお茶なんて。

　彼女はミルクティーとショートケーキ。僕はクールにブラックコーヒー。甘いものが苦手な僕に、彼女は絶対おいしいからってケーキを一口勧めるんだ。あーん、なんつって！　あーん、なんつって！

　祈りで海が割れるとか、死んだ恋人を追ってフラっと黄泉よみの国くにまで往復するとか、そんな神話レベルのフィクションだと思っていたイベントが、今まさに現実に！

　待てよ、これは本当に現実なのか。まさかの夢オチなんて事は？　いや、違う。夢じゃない。だって痛いもの。ものすっげー痛いもの！




『ちょっと、見ろよ、アレ。やばいって』

『うっそー、何のっけてんの。キモイ』

『なにやってんの、あの人？　罰ばつゲーム？　カメラとかあるんじゃない？』




　周囲の視線がすっっっごい痛いものぉぉぉぉぉぉぉぉ―――――――――――――！




「ん？　どうした、石つわ蕗ぶき。急に立ち上がったりして。ビックリするじゃないか」

　対面のパイナップルが少しも驚いた様子もなくそう言った。

　あ、いや違う。パイナップルはもともと驚かない。喋しやべったのはその下の秋しゆう海かい棠どう先せん輩ぱいだ。まあ、驚きが全く見えてこないのは変わりないんだけれど。

「まったく、変なヤツだな。石蕗は」

　あんっっっっっっったにだけは言われたくねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇよ！！！

　熟した夕日が、街をオレンジ色に染めている。僕と秋海棠先輩は駅前のオープンカフェにいた。




　あの後。

　僕にまさかの告白をした先輩は、それが受け入れられた後も全く表情を変える事なく、

「晴れて抜き差しならない関係になったのだから、とりあえず一度くらい逢おう瀬せを交わさないと世間体が悪いだろう」

　と、遠回しなデートの誘いを申し入れてきた。

　泣く子も黙る天然少女との下校デート。いったいどんな場所に連れて行かれるのかと思いきや………………なんでよりによってオープンカフェ？

　普っっっっっ通ぅぅぅぅぅ。もっとあるじゃん、天然少女にふさわしい場所がさ。

　いや、わかんないよ？　頭からパイナップル生はやした女子高生がしっくりくる場所がどこかなんてわかんないけどさ。少なくとも大通りのオープンカフェじゃないでしょう。

　駅前のオシャレの象徴を自認する外資系カフェは、昼を過ぎれば学生やサラリーマンであふれかえる。チラチラとジロジロとマジマジと無遠慮な視線の雨がハンパない。

　うん、無理もないよ。そりゃ見るよ。そりゃ気になるよ。僕だって実際気になって仕方ねーよ。

「どうした、石蕗。そわそわして」

　そんな僕の様子を秋海棠先輩が見み咎とがめる。

「あ、いえ、なんでもないです。なんでも。ははは」

　なんでもない事ないだろ、僕。山ほど聞きたい事があるだろう、僕。でも、くそ。

　あのパイナップル……………どっちだ？

　先輩なりの不思議ちゃんアピールのキャラ付けアクセサリーなら、イジらなきゃだめだ。第一声でイジってあげないと失礼だ。だが、しかし！　万が一、万が一にも、何かの病気で本当に生えてきているのだとしたら、軽いノリは厳禁だ。

　うう、そろそろ何か言わないと。いくらなんでも沈黙が長すぎる。決断しろ、イジるか？　スルーか？　……いや、待てよ。毒どく空うつ木ぎにイジられた時、先輩真まっ赤かになって怒ってたぞ…………だめだ。まだ、早い。あのパインには何かある。パインについて触れるのはもう少し仲良くなってからだ。

「きょ、今日はいい天気ですね！　先輩！」

「ん？　ああ、そうだな…………良い夕焼けだな」

　完かん璧ぺきだ。完璧なトークだぞ、ハル。デートが始まってそろそろ一時間というタイミングで天候の話題を出せる人間はそうそういない。

　いいか、ハル。くれぐれも距離感を間違えるな。いくら恋人同士といえ、僕と先輩はほぼ初対面なんだ。焦あせりは禁物だぞ。このファーストデートと言う名のデビュー戦、とにかくエレガントに乗り切って、『楽しかった』という印象を持ってもらう事が、彼氏たる僕の使命だ。

「なんだか落ち着かないな、石蕗。さてはこういう店に入るのは初めてなのか？」

「初めてって！　そんなわけないでしょ！　今時いないですよ、そんなヤツ、ウケる！」

　そうそう。こんな感じの軽い会話で、まずはお互いの距離をしっかり縮めて……。

「そうなのか………私は初めてなのだが」

　いきなり、やっちまったよ！

「部活が忙しくてな。基本寮と学園を往復する毎日なのだ。実家も躾しつけの厳しい家で、こういった類たぐいの店に立ち入らせてもらえなかった」

　しかも、なんか可か哀わい相そうな理由だし！　ごめんなさい、色々ごめんなさい。縮めるどころか思い切り突き放しちまったよ。くそう、先輩の無愛想な顔がますます……。

「良かった、安心したよ」

「え？」

「デートと言えば、こういう店だろうという先入観だけで入ってみたものの、実はちょっと緊張していたのだ。ベテランの君がいれば安心だな」

　そう言って、秋海棠先輩は微かすかに口の端はしをもたげた。

　なんだよ、この人…………こんなに自然に微笑ほほえむことができたんだ。

　表情の乏とぼしい先輩にとって、これはかなりのビッグスマイルなのかもしれない。

「さて。では、ベテランの石蕗にさっそく質問なんだが」

　先輩はテーブルの上で手を組むと、視線を棚の整理に勤いそしむ店員へと流した。

「さっきからいつまで待っても一向にウエイターが動く気配がない。一体いつになったら彼は注文を取りに来てくれるのだろうか？」

「ああ、注文は取りに来ませんよ。こーゆーところは、ほら、あそこの注文カウンターがあるでしょ？　あそこで注文して自分で席まで運ぶんですよ。僕行ってきますね」

「まて、それには及ばん。私が行く」

「え？　いいですいいです！　僕が行きますから先輩は座っててください！」

「何を言う。私が誘ったのだから私が行く。君はそこで待っていろ」

　有無を言わせない視線で僕を押さえつけ、秋海棠先輩は席を立った。

『おい、パイナップルが動いたぞ！』

『えー、なんで落ちないの？』

『ほらな、やっぱ生えてんだって』

　途端にスイッチが入ったようにざわめき立つ店内。

　……うん。だから、じっとしておいて欲しかったんだよ、この人には。

　一歩踏み出すごとにオシャレカフェに激震を走らせる震源は、しかし、自分の巻き起こす衝撃に気付く様子すらなく、澄ました顔で注文カウンターまで歩いて行った。

「いらっしゃま―――うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　すごい素直なリアクションだな、店員さん！　デリカシーをどうしたんだ！

　なんかスゴイ顔してるけど、ちゃんと注文聞いてくれるのかな、あの人……。

　それから、待つこと数分。

「……店員に質問攻めにされた」

　先輩が手ぶらで席に帰ってきた。

　そうだろうよ。こんなあからさま不審者、普通ほっとかねーよ。

「石蕗よ、この店はどうなってるんだ。注文しようとしたら、目もくらむ程たくさんの選せん択たく肢しを提示されたぞ。しかも、サイズを選べだの色を選べだの　服屋か、ここは」

「ああ、そっち？　そっちの質問ですか？　メニューの方の？」

「他にどんな質問がある？」

　どんなって…………職質的な？

「ああ、いや、なんでもないです。そ、そうなんですよ。この手の店は初心者には注文が難しい事で有名なんですよ」

　だからって、色を選べとは言われないだろうけど……。

「そうか、これが一見様お断りの店というヤツか」

　……くっ、天然かボケかのジャッジが難しい発言を。

「ま、まあ、とにかく僕が注文しに行ってきますよ。先輩の注文何にします？」

「コーヒー牛乳を」

「……ないですよ、そんなもの」

「なぜだ？　コーヒーもミルクもメニューにあったぞ。混ぜればしまいじゃないか」

　どうやら、マジで言ってそうだな、この人。どうやって説明したらいいんだろう。

「あ、あの、近い物ならカフェオレか、カフェラテがありますけど？」

「どう違うのだ、その二つは」

「カフェオレはフランス語で、コーヒーと牛乳という意味ですね。カフェラテはイタリア語でコーヒーと牛乳って意味です」

「……じゃあ、どっちもコーヒー牛乳じゃないか」

　あれ、どっちもコーヒー牛乳じゃないか？

「いや、いくらなんでも違いはあるはずですよ、製法とか。とにかくなるべく、コーヒー牛乳に近そうなものを注文してきますね」

「待て、石蕗！」

「はい？」

　先輩の声に引きとめられ、行きかけた足を戻す。

「いや、その、アレだ。君は育ちざかりの男子だから私よりカロリーが必要だろう。遠慮せずに注文していいのだぞ。あの、カロリーの化け物と呼ばれる、クリームやらチーズやらにまみれた……アレを」

「アレ？」

「いや、あくまで君が欲しいのならという話だ！　私には特に必要ない。君が欲しければ遠慮するなと言いたかったのだ。異様に甘い味付けの……パンを」

「……はあ」

　僕は曖あい昧まいに頷うなずくと注文カウンターへと向かい、物問いたげな店員さんに目を合わせずに手早く注文を伝えると、トレイに載のせてテーブルに戻った。僕の椅子の前にオレンジジュース、秋海棠先輩の前にアイスカフェオレ…………とミルフィーユ。

「おい、石蕗。なんだ、これは」

「店長自慢のミルフィーユだそうです。通常の倍の厚さのパイ生地を使用することで、より食べにくさがましたとかなんとか……」

「そんなことはどうでもいい！　なぜ、私の前にこんなものを置くのかと聞いている」

　いや、もう、なぜもなにも。そーゆー事じゃないですか、さっきのやりとりは。ケーキ買ってこいという命令じゃないですか。

　なーんて言うと、エレガントさに欠けるので……。

「えっと、どうせなら先輩と半分こしようかなーっと、思いまして。先輩お先にどうぞ」

「そ、そうか。そういうことか。よし、君がそういうのならいただこうか」

　そう言うと、先輩はいそいそとフォークを取り上げて、ミルフィーユの一角を崩くずした。と、そこで手を止めて、

「……あくまで、君が勧めるから食べるのだぞ」

　どっちに転んでも面倒くさいな、この人は。

　僕にしっかりと釘くぎを刺してから、先輩はケーキの欠片かけらを口に運んだ。

「んんっ！」

　そして、すぐに叩たたきつけるようにフォークを置く。

「あ、あれ、どうしました、先輩。口に合いませんでした？」

　先輩は何も答えない。代わりに頰ほおを伝う一筋の涙。

「泣いた―――！　え、え、え？　ちょ、ど、どうしたんですか！　何で泣くんですか、先輩!?　辛からかったですか？　まさかケーキが辛かったですか？」

「…………こんなに甘くてうまいものを食べたのは、初めてだ……」

　戦時中か。

　頭にパイナップル載っけてケーキを見つめながら泣く女子高生。

　……これ、傍はたから見たらどう映るんだよ。あ、ちょっと、写真はやめろよ、お前ら！　ブログとかにアップするんじゃないよ！

「ああ、すまないな、石蕗。私に構わずどんどん食べてくれよ」

「いや、あ、あの、先輩。僕なんか急に胸やらお腹やらが一杯になったので、よかったら全部食べてもらえませんか」

「い、いいのか!?　……あ、いや、ううんっ、しょうがない奴やつだな、君は。男子がそんなことでどうする。まあ、残してもあれだし、それでは仕方なく」

　めんどくさい小芝居を終えると、秋海棠先輩は猛然とミルフィーユに襲いかかり、瞬またたく間に平らげた。それから、急いで食べすぎた事を後こう悔かいするように皿を見つめ、銀紙に残ったクリームをキャンバスに絵筆を走らせるような手つきでフォークで根こそぎぬぐい取って口に入れた。

　…………なんて上品に意地汚いことをする人だ。

「んん？　どうした石蕗。ジロジロ見て」

「あ、いや、先輩。意外に甘い物好きなんだなーって思って」

「べ、別に好きというわけではない。ただ滅めつ多たに食べる事ができないだけだ」

　先輩は少し照れ臭そうにそう言った。

「なんか、あれですね。先輩ってちょっと変わってる人なのかって思ってたけど、甘い物に目がないところとか、結構普通の女の子なんですね」

「―――なっ！　私が普通なわけがないだろうっっっ！」

　僕なりに褒ほめたつもりだったけれど、先輩は僕の言葉に露骨に色をなした。

「うぇ？　ど、どうしたんですか、先輩」

「私が普通なものか！　見ろ、頭からパイナップルが生えているのだぞ！　こんな女が普通にいるか！　ほら、よく見てみろ、ほらほらほら！」

「イテテテ、押し付けないで！　葉っぱを押し付けないで！　すみません、普通じゃないです！　先輩は普通じゃないですからー！」

「はあっ、はあっ、はあっ。そ、そうだろうとも。わかればいいのだ。よし、ちょっと失礼する。パイナップルに水をやる時間なのでな」

　荒い息をつきながらそう言うと、先輩は再び店中の注目とケータイカメラのフォーカスを独り占めにしつつ、バタバタとトイレへと駆け込んでいった。




　………………なんなんだよ、あれ。

　先輩の背中を見送りながら、僕は疲労感に押おし潰つぶされるようにテーブルに突っ伏した。

もう、手に負えねーよ、あの人は。どのスイッチがどの感情に繫つながってるのか、さっぱりだよ。乙女おとめ心ごころは複雑だなんていうけれど、いくらなんでも度が過ぎるだろう。

　頼むよ、もう。僕だって初心者なんですよ。カフェはベテランかもしれないけど、女の子は初心者なんですよ。地道に経験値積ませてくださいよ。ラスボスじゃん、あれ。

　生まれて初めてできた彼女がラスボスって、どんなゲームバランスだ、僕の人生。

「……初めてできた彼女か」

　オレンジジュースのグラスからストローを引き抜き、詐さ欺ぎとしか思えないほど充じゆう塡てんされた氷をつつく。

　夢にまで見たデレ園の彼女。いざ出来てみると、思っていた感じと大分違うなあ。そもそも、僕はどんな女の子と、どんな付き合い方を思い描いていたんだろう。




『バッカじゃねーの。んなもん、いちいち考えてるからモテないのよ、あんたは』




　毒空木なら、多分こう言うだろう。

　セリフはもちろん、口調や仕草、表情にいたるまでくっきりはっきり思い浮かぶ。

　………………あれ？　何で、毒空木が出てきた？

　おい、やめろよ。何でこのタイミングで毒空木が思い浮かぶんだ。

　失礼だぞ、ハル。彼女とのデート中に他の女の子の事を考えるなんて。最低じゃないか。そうだよ、毒空木の事なんか…………。




　ドンガラガッシャ―――――――――――ン！




　再び僕の心を占有しようとした毒空木のイメージは、突然隣となりのテーブルから発生した轟ごう音おんにかき消された。

「だ、大丈夫ですか、お客様！」

　すぐさますっ飛んでくる店員たち。倒れた椅子とテーブルに埋うもれている少女を数人がかりで救出する。

「ご、ごめんなさい、石畳の目地に躓つまずいちゃって……」

　……石畳の目地に？　躓くだと？　そんな神かみ業わざが出来る人間は……。

「ごめんなさい！　ごめんなさい！　ご迷惑をおかけして、ごめんなさい！」

　持ち場に戻っていく店員に何度も何度も頭を下げながら、今度こそは転ばないようにとガッチリと椅子の背もたれを摑つかみ、ゆっくりゆっくり慎重に時とき宗そうさんは腰を下ろした。

「って、やっぱり、時宗さんか――――――――――――――――――――いっっっ！」

「うわぁ、びっくりした！　あれ、ハルくん？　なんでハルくんがこんなところに？」

「いや、それはこっちのセリフだって！　時宗さんこそ何してんの、こんなとこで！」

　あ、いや、違う。そこじゃない。ひっかかるべき場所はそこじゃない！

　時宗さんが、ここにいるという事は……？

「まさか…………あいつもいるの？」

「あいつ？　ああ、そうですね。さっきからずっと………ハルくんの後ろで怒ってます」

「どっけえぇぇぇぇぇぇぇぇ―――――っっっ！」

　振り返るより早く、首がもげとれるようなハイキックに襲われた。

「邪魔よ、ハル。いつまでも通り道に突っ立ってんな！」

　石畳に転がる僕に、微み塵じんの同情も反省も含まれない冷たい声が吐はき捨すてられる。

　見上げれば、ケーキ満載のトレイを手にゴミを見るような目で僕を見下ろす、毒空木。

「やっぱり、お前もいたのか、このやろー！　何やってんだ！　お前、なにやってんだ、こんなとこでええええええ！」

「はあ？　学校の最寄りのカフェにあたしがいちゃいけないの？」

　毒空木は目も合わせずにそう言うと、乱暴にトレイをテーブルに叩きつけた。衝撃でテーブルの上のシュガーポットとペーパーナプキンホルダーと、向かいの席の時宗さんが跳はね上あがる。

「さあ、白さ湯ゆ、さっきはマジでごめんね。痛かったでしょ、食べて食べて」

「あ、うん。そんなに痛くはなかったけど……いただきます」

　そして、僕の存在などまるで目に入らないかのように、ケーキを突き始めた。

　…………え、うそうそうそ。何、こいつ。まさか、これも偶然で押し通す気か？

　体育倉庫の野球みたいに、たまたま出くわしただけですで押し切る気なのか？　それで通ると思ってんのか。

「おい、約束が違うだろ、毒空木。僕に彼女が出来たらお前はもう僕に付きまとわないって話だっただろう」

「ふん……バカ」

「バカって、なんだバカって！」

「いい？　ハル！」

　毒空木は強い視線とともにびしっとケーキフォークを突き出した。

「あたしは、約束は守る。ハルに彼女が出来たらあたしはあんたには付きまとわない。彼女ができたら……ね」

「な、なんだよ、それ」

「ふん……バカ」

「だから、バカっていうなよ！」

「うっせー、バカ。あたしだって好きでここにいるんじゃねーつーの」

　は？

「……ったく、今日はまだパグの顔なんて見たくもなかったのに！」

　毒空木は、親の仇かたきであるかのように、チーズケーキにフォークを突き刺した。

　……パグの顔って？

「……や、や、やはり、来たか、毒空木」

　声は僕の後ろから聞こえてきた。

「うおっ！　びっくりしたあ！」

　どうしてこの人は、何い時つも黙って僕の後ろに立っているんだろう。秋海棠先輩が射抜くような視線で毒空木を見下ろしていた。

「石蕗……こ、こ、こ、これはどういうことだ」

　すでに顔面は怒りの色に染まっている。

「……君が呼んだのか？」

　声が震え始めている。怒りの振動は次に、腕へと伝でん播ぱして、全身を包むはずだ。

「ち、違います！　呼びません！　たまたまです。たまたま隣の席になっただけで……」

「そんな偶然が起こるとは思えないのだが」

　……ご、ごもっとも。僕だってそう思います。

　先輩の言葉は体てい裁さいこそ僕との会話を装っているものの、意識は全て毒空木に降り注がれていた。言葉こそ返さないが、毒空木だってそれは充分感じ取っている。

　おお、見える！　見えるぞ！　二人の間に交わされる気迫の応おう酬しゆうが！

　そこはさながら悪意の弾丸が飛び交う戦場。

　なんぴとたりとも立ち入ることの許されない緊張感が……って、あれ、違う。立ち入ってる人がいた。ああ、もう、なんで二人の間に座っちゃうかな、時宗さん。なんて間の悪い人なんだ。本人もそれはわかっているのだろう。なんで二人の間に座っちゃうかな、わたしといった風に身を縮め、あわあわと二人の顔を見比べていた。

「……よし、それでは仕方がない」

　身も細るような緊迫感に時宗さんの眼鏡めがねが割れる寸前で、先に動いたのはまたしても秋海棠先輩の方だ。

「石蕗、来い」

「うわわっ」

　猫を摑むように僕の襟えり首くびをひっ捕まえると、そのままものすごい腕力で強引に自分の傍そばへと引き寄せる。

「毒空木よ。改めて聞かせてやろうじゃないか。見ての通り、私と石蕗は今日から交際することになった。それを踏まえた上でなお、お前が一緒にいたいというのなら………

……これからずっと我々に同席してもいいのだぞ」




　―――――ぶちっ！




　毒空木の何がしかがブチ切れる音が僕のところまで聞こえてきた。

　―――ガタンッ！

　椅子が蹴け倒たおされる音。

　と、同時に獣けもののような素早さで毒空木の右腕が閃ひらめいた。

　―――ガシィィッ！

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　悲鳴を上げて椅子から転げ落ちる時宗さん。

　全てが一瞬の出来事だった。毒空木のフォークの穂先が、パイナップルの表皮の５センチ手前で静止していた。秋海棠先輩は毒空木の目にもとまらぬ刺突を顔色一つ変えずに、平然と片手で受け止めていた。

『おい、なんだなんだ！』

『キャー！』

『ケンカだ、ケンカ！』

　フォークを握り合う二人の美少女を中心に、悲鳴と喧けん騒そうが沸わき起おこる。

「みゃーこ、やめて！」

「先輩、だめです、落ち着いて！」

　僕達の声が聞こえているのか、いないのか。先輩は腕力に物を言わせて、毒空木の右手ごとクリームのこびりついたフォークを顔の下まで引き下げると、ハムっと先を口にくわえ、モゴモゴモゴとねぶって、スポンと出して、

「…………こっちも、うまいじゃないか」

　いや、どんだけ甘い物好きなんですか……。

「――こいつっ」

　秋海棠先輩の不敵な笑みが毒空木の怒りの雷管をブッ叩く。毒空木はすぐさま二本目の獲物を探るべく、テーブルの奥に手を伸ばした。しかし、秋海棠先輩はその隙すきを見逃さない。ちょうど、テーブルに手をつく姿勢になった毒空木の背後に素早く回り込み、

　―――――バサッ！

　と、スカートを捲まくり上あげた。

「……え？」

　模様替えを済ませた、ピンクのレースとご対面。今度は後ろのアングルからいただきました。僕にハイキックを見舞ったせいだろうか、パンティラインの食い込みは昼に比べて―――ややキツい。




『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』




　店内に、また別種の歓声が爆発した。

「うわああああああああ！　なんなのよ、もう、あんたはぁぁぁぁ！」

　毒空木は真っ赤な顔でスカートを押さえつけると、キッと秋海棠先輩を睨にらみつけ、

「ハルのばか――――――――――――――――――――――――――！」

「いや、なんで僕なんだ！」

　なぜだか僕を罵ば倒とうして駆け出した。

「あ、ちょっと、待って、みゃーこ！」

　自分の分と毒空木の分、二つの鞄かばんをかかえた時宗さんが慌あわてて毒空木の後を追う。

　テーブル、椅子、通行人、あらゆるものにぶつかっていくその姿が通りの向こうに消えるまで、秋海棠先輩は黙って見送っていた。

「ふん。まったく、騒がしい奴らだな」

　いや、原因の半分は、あなたでしょうが。

　長い髪をかき上げて、未いまだ喧騒の収まらない店内に柑かん橘きつ系の香りを振りまくと、まるで何事もなかったかのように、悠ゆう然ぜんと席に着く秋海棠先輩。

「…………あの、お客様」




　もちろん、僕たちも即行で店から追い出された。





[image: ]






「ありがとうございましたー。もう二度とお越しいただかなくて結構でーす」




　滅多に聞けない店員の言葉に送り出され、僕たちはオープンカフェを後にした。

　どちらからともなく、カフェからほど近いバス停に向かって歩き出す。バス通学の僕はそこからバスに乗り、寮生の先輩はここから徒歩で帰ることになる。

　つまり、僕と秋海棠先輩の初デートは後10ｍほどで終了するということだ。

　まあ―――――――――――、散々な初デートだったな。

　泣いて怒ってケンカして、挙あげ句く店を追い出される。デビュー戦から何てざまだ。

　このまま初デートを終えるわけにはいかないぞ、ハル。楽しかったとはいわないまでも、悪くなかったくらいの印象を残して幕を引かないと、次の保証すら覚おぼ束つかない。ほら、なんか喋れ、後５ｍ。起死回生の何かを喋れ、後３ｍ―――。

「それじゃあ、石蕗。今日はここでお別れだな」

「えええええ―――！　早ぁっ！」

　目測より２ｍ手前で、先輩がデートの終わりを宣言した。

「あ、あの、ちょ、ちょっと待ってください、先輩！」

「なんだ？」

「あ、あの、その、えっと…………お達者で！」

　時代劇かっ！　散々脳みそを引ひっ搔かき回した挙句にでた言葉がこれか！　我ながら情けなくて涙が出るわ！

「うむ、君こそ達者でな」

　しかも、真顔で返されるし！　せめて、笑ってくれればまだマシだったのに！　くそうくそう、まだだ、これでは帰れない！

「あの、先輩！　今日は、すみませんでした」

「なぜ、君が謝る？」

「な、なぜって、そりゃあ、その、初デートがめっちゃくちゃになっちゃったわけだし……だから、その、と、とにかく毒空木には僕から後でキチンと言っておきますから！」

　――彼氏として。そんな心意気を言外に匂わせたつもりだったけれど、

「なんだ、君もこれが初デートだったのか？」

　天然少女の喰いつきどころは、わからない。

「え？　あ、そ、そうですね、初デートです…………人生で」

「そうだったのか……」

　あれ……なんか、また先輩が黙り込んじゃった。

　もしかして、またやっちゃいましたか、僕？　経験の浅い童どう貞てい野郎め、とか思わせちゃいましたか、先輩？　ちくしょう、もうだめだ、これ以上ここにいたら泣きそうだ。

「あの、それじゃあ、失礼します。お達者で！」

　口早にそう言うと、足早にバス停に向かって歩き出した。

「石蕗！」

　その足を、先輩のよく通る声が引き止める。振り返ると、沈む夕日を背に受けて、シルエットと化した秋海棠先輩。

「今日は、ありがとう。君のおかげで楽しかったよ…………とても」

　…………え？

　逆光で先輩の表情はわからない。けれど、先輩はお世辞なんて言える人じゃない。

「君と付き合えて、よかったよ」

　―――お世辞なんて言える人じゃない。

「は、はい！　僕も楽しかったですっ！」

　気が付けば、僕は周りの人が全員振り向くような大声で、そう答えていた。

「明日は暇か、石蕗？」

　明日は土曜日。暇じゃないわけがない。

「ひ、暇です！　明日も明後日あさつても明々後日しあさつてもずっと暇です！」

「明々後日は学校に行け。私は明日は昼まで部活なんだが、よかったらそれから会おう」

「部活？」

「そうだ。言っていなかったか。私は弓道部の特待生なのだよ」

「あ、そうなんですか！　聞いてないです！」

　てゆーか、あなたの話、ほぼ何も聞いてないです。

「一応、主将を務めさせてもらっている。何なら練習を覗のぞきに来るか？　朝の九時に弓道場前に来るがいい」

「いいんですか？　行きます！　絶対行きます！」

　休日の朝九時に学校に行くという普段なら苦行以外のなんでもない誘いが、今は嬉うれしくてたまらない。

「特等席に案内してやろう。遅れるなよ、朝九時に弓道場前だ」

　それだけ言うと、先輩は僕の返事も待たずに歩き出した。すぐさま私鉄の駅から吐き出される人波が先輩の姿を覆い隠していく。

「はーい、必ず行きまーす！　お達者で―――――！」

　人波から頭一つ飛び出たパイナップルに向かって、僕は大きく手を振った。

　お達者で…………か。案外、悪い言葉でもなかったかもしれないな。

　そんな事を思えるようになるくらい、僕の心は軽やかに弾んでいた。




　しかし、僕の心の弾力はそれほど長持ちはしなかった。具体的にいうと、家に帰って自分の部屋に落ち着くまで。




『秋海棠に指一本でも触れたら殺す』




　カバンの中に、そんな脅迫状を見つけるまで。

　心臓が鷲わし摑づかみにされたように、どきりと一つ脈打った。
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　次の日。

　秋海棠先輩が射場に現れると、目に見えて弓道場の空気が一変した。

　誰だれ一人身動きひとつすることなく、射手の一挙手一投足に視線を注ぐ。

　矢道に敷かれた人工芝の一本一本までが、ピンと逆立つような緊張感がみなぎっていく。白と紺の弓道着に死ぬほどそぐわないパイナップルを頭上に冠して、先輩はゆっくり的前に進み出た。

　矢を番つがえた弓をパイナップルの高さまで打ち起こし、そこから一気に下ろして弦つるを引く。空中にひかれたレールを辿たどっているかのような、ブレのない正確な所作。弓ゆん手での人差し指が一足先に的を射抜き、

　―――カンッ！

　意外に甲かん高だかい音を立てて、矢は見事に的の中心に突き立っていた。間をおかずに二射。再び響いた甲高い音に弾かれて放たれた第二矢は、

　―――ザクッ！

　的に突き立った第一矢の軸に、一直線に突き刺さった………いや、んな、バカなっっ！

「でたっ！　先輩の直列繫ぎ！」

「さすがです、主将！」

　狙ねらってやってたのかよ！

　秋海棠先輩の冗じよう談だんみたいなミラクルショットをやんややんやとはやし立てる部員たち。しかし、当の本人は顔色一つ変えることなく、

「次！」

　後に控える部員たちに試技を促うながした。




　五月の朝の陽光がさんさんと降り注ぐ弓道場。

　僕は昨日きのう先輩と約束した通り、女子弓道部の練習を覗いていた。




　…………体育館の屋根の上から。




　いや、覗くって、こういう事かいっっっっっ！

　弓道場に観覧席みたいなものがあるんじゃなくて？　ホントにこんな覗きみたいなマネしなくちゃいけないの？

　ちくしょぉぉぉぉぉ、やりやがったな、天然少女めぇぇぇぇぇぇぇ！

　こ―――――え――――――！　めっっっっっっっちゃ、こえぇぇぇぇぇぇぇぇ！

　何が特等席だ。ただ単に体育館の屋根に上らされただけじゃないか！　いや、確かによく見えるけども！　ここからだと、吹き抜けの弓道場の様子が丸々見下ろせるけども！　ああ、地面が揺れている。引き込まれる。だめだ、この高さ怖こわい。このリアルな高さが、ちょうど怖い。やばい。吐き気が……。

　もう無理、限界だ。先輩には申し訳ないけれど、ここらで特等席から退席させていただこう。いや、よく頑張ったよ、僕は。ここまで上っただけでも上出来だよ、ほんと。

　かまぼこ型の体育館の屋根を四よつん這ばいになって這い降りる。

　カーブを降りきると人が一人歩けるほどの通路に足がついた。通路と言っても柵さくや囲いがあるわけではなく、人が歩けるだけの幅があるというだけだ。まさしく吹けば飛ばされるような頼りない通路。恐ろしい事にここから地上までは、外壁に打ち込まれた鉄製の梯はし子ごを下って行かなくてはならない。高さは、およそビルの三階分……。

　梯子の降り口に貼り付けられたプレート見つめ、僕は重い重い溜ため息いきをついた。

『生徒、職員の昇降を禁じる』

　じゃあ、作るなよ、こんな梯子！　生徒も職員も使わない梯子を何で設置したんだよ！

　なきゃ誰も登んないだろ。あるから誰かが登るハメになるんでしょーが、こうやって！　ああ、くそ、怖いなあ。下りは上りの数倍怖い。

　下を見ないように、とにかくそれだけを言い聞かせて恐る恐る梯子に手を伸ばすと、

「よっこいしょっと」

　梯子の下から非常識なほどの美少女が顔を出した。




「うおおおおおおおおおおおおおおお、毒空木ぃぃぃぃぃぃぃぃ―――――――――！」

「うわああああああああああああああ、ハルぅぅぅぅぅぅぅぅぅ―――――――――！」




　僕と毒空木の、ワーだのオーだのいう声が体育館の屋根に響き渡った。

「びっくりした、びっくりしたぁぁ！　こんなとこで何やってんのよ、ハル！　やめてよ、足踏み外しそうになったじゃん！」

　梯子に手足をかけたまま、顔だけを屋上に突き出して毒空木が言う。

「いや、それはこっちのセリフだわ！　お前こそなにやってんだよ、毒空木！　こんなとこまでやってくるなんて、どこまで僕を尾つけ回せば気が済むんだよ！」

「はあ？　あんたなんか知るか。あたしがここに来た目的は―――」

　そこまで怒ど鳴なって、毒空木は急に口をつぐんだ。

「目的は……なんだよ？」

　僕の後をつけてきたのでないとしたら、毒空木がここに来た目的はなんだ。

　休日にわざわざ学校までやってきて、危険を冒してまで弓道場が一望できる体育館の屋根に登ってくる目的は、いったいなんだ？

「毒空木、まさか、お前……」

　プイッと顔をそむける毒空木。

「爆弾でも落とす気か？」

「落とすか！　テロリストか、あたしは！　んな、特殊工作員みたいなまねするか！」

「じゃあ、何しに来たんだよ」

「…………言わない」

「おい！」

「今は、言えない」

　……今は？

「今のあたしがハルに言えることは、三つだけよ！」

　毒空木は右手の指を三本立てて、僕に向かって突き出した。

「あぶねー！　離すな離すな、梯子から手を離すな！」

「一つ、あの女は…………変！」

「知ってるよ！　それは言われるまでもなく、現在進行形で身を以もつて知ってるよ！」

「二つ、あたしは約束を守る！」

　守ってねーだろ！

「三つ、あたしは……まだ全ぜん告コクツアーが終わったとは思ってない！」

「え？」

「四つ！」

　三つって言ったのに！

　毒空木は大きく息を吸いこんで、薄い胸いっぱいに空気をため込むと、

「ハルの、ばぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ―――――――――――――――かっっっ！」

　付け足してまで言う事か！

　なんてツッコミを差し挟む隙すら与えず、毒空木は左手も離して梯子から飛び降りた。

「って、ええええええええええ！　何してんだ、毒空木ぃぃぃぃぃぃ――――！」




　シュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュル。




　――？　何の音だ。

　アワくって下を覗き込んでみれば、落下する毒空木の腰から走り出る一筋のワイヤーロープ、その先端はカラビナで梯子の最上段にしっかりと固定されている。ロープの排出は毒空木の体が地面に着く直前でストップし、

「ふんっ」

　毒空木はロープを切り離して、そのまま振り返ることなく逃走した。




　……いや、やってるじゃん、特殊工作員みたいな事。
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「毒空木のやつ、いったい何がしたいんだ」




　震ふるえの収まらない足で大地の確かさを踏みしめながら、僕は誰に言うでもなく独りごちた。弓道場と体育館は隣接しているものの、弓道場の入り口は体育館から見て真反対。弓道場のぐるりを取り囲む高い壁に沿って歩きつつ、僕の頭の中では答えのない疑問が渦うずを巻いていた。毒空木の残したあの意味深なセリフは、どう解釈すればいいのだろう。

『一つ、あの女は…………変！』

　あ、いや、これは特に問題ないな。

『二つ、あたしは約束を守る』

　守ってないじゃん。彼女が出来たらすっぱりと僕のことを諦あきらめて、付きまとったりしないのがルールじゃん。一貫して偶然を主張してはいるけれど、カフェにしろ、体育館の屋上にしろ、毒空木の行動は明らかに約束に反している。

『三つ、あたしは、まだ全告ツアーが終わったとは思ってない』

　…………『まだ』って、なんだ？　そして、極めつきは、あの脅きよう迫はく状じよう。

『秋海棠に指一本でも触れたら殺す』

　抜け目のない毒空木の事だから、僕に気付かれずに僕のカバンに脅迫状を忍ばせることなんて造作もないだろう。でも…………やっぱり、どう考えてもおかしい。

「毒空木のやつ、いったい何がしたいんだ」

　疑問が口をつく。そう唱えれば、誰かが答えを教えてくれるかのように、僕は同じ言葉を何度も何度も繰り返すのだった。

「毒空木のやつ、いったい何が……フガフガフガ……」

　やっぱり、繰り返せなかった。

　だって、人がいたんだもん。恥ずかしっ！　聞かれなかったかな、今の独り言。

　弓道場の外壁沿いに並んでいたのは、一年生と思おぼしき弓道部員達。体に馴な染じんでいない真新しい弓道着に身を包み、弓も矢も持たずにエアーで射技の動作を繰り返している。中には弓を握っている子もいるけれど、やはり矢はある態ていで弦だけを引いていた。

　どうやら弓道部といえど、初心者がいきなり弓矢を扱えるわけじゃないらしい。

　ということは、一番向こうで実際に弓に矢を番えている女の子は一年生の中でも上級者ということになるんだろうか。

　みんなから少し離れた位置に、壁に向かって立つショートカットの女の子。和わ太だい鼓この土台のようなものに載せた米俵のようなものに向かって、しきりに矢を放っている。米俵と女の子の距離は２ｍ程、これならいくら手が滑っても矢が外れる事はないだろう。

「うわ、手が滑った！」

　―――ビュン。

　…………どうやら、そうでもないらしい。

　少女の放った矢が、真後ろを歩いていた僕の睫まつ毛げをかすめて飛び去った。

　いや、どんな手の滑り方したら矢が真後ろに飛ぶんだよ！

「だ、だ、だ、大丈夫ですか？　ごめんな―――あ、あんたはっっ！」

　謝罪も半ばに、少女のキンキン声と人差し指が僕を貫いた。

「蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むしっっ！」

「誰が蟯虫齧り虫だ、誰が！　って、あれ君は――」

　確か、水みず木きさんと呼ばれていたか。昨日、秋海棠先輩の教室の前で出会った子犬みたいな女の子。この子も弓道部だったのか。

「あんた、何してんのよ、こんな所で！」

「何してるって、ただ歩いてるだけだけど」

「歩くな、虫のくせに！」

「たいがいの虫は歩くだろ！」

　もう、なんなの、この子！　昨日といい今日といい、なんでこんなに突っかかってくんの！　それが流れ矢で人を殺しそうになった人間の態度ですか。

「ううう、あんたのせいで。あんたのせいで～～～～」

　なんか、矢が外れたのも僕のせいになってませんかあ!?

「水木、練習中に何やっているのですか！」

「あ、竜りん胆どう先輩」

　ペットの粗そ相そうをいさめる飼い主のような声に、水木さんがビクッと身を縮めた。

　振り返ると、そこには一人の弓道着姿の美少女が。背に流した緩ゆるやかなウエーブのかかった髪の毛、一目で上級生だとわかる気品とオーラ漂う立ち姿、柔にゆう和わという言葉を体現するような面立ち、

「あなたは……」

　その面相に微かな影が差した。ああ、この感じは知ってるぞ。口にこそ出さないものの、女子が僕を蟯虫齧り虫だと認識した時の感じだ。

「女子弓道部に、何かご用でしょうか？」

　竜胆と呼ばれた先輩は、顔の印象にそぐわない冷たい声で、ことさら『女子』という言葉を強調してそう言った。

「いや、用というか。ただ歩いてただけなんですけど。僕、秋海棠先輩の知り合いで」

「あなたが誰の知り合いであろうと、ここは女子が汗を流す女子弓道場です。男子禁制というわけではありませんが、ジロジロと覗く事を許可しているわけではありませんよ」

　柔和という言葉が示す範囲のギリギリに立って竜胆先輩が言う。

　ええっと、これはつまり……「とっとと失せろ」の謙けん譲じよう表現って事でいいんだよな。わかってたけど、どこに行っても歓迎されないなあ、僕。何か一年生部員達も集まって来てるし、どうすりゃいいんだ、この空気。

　と、その時、

　―――ガラガラガラ。

「んん？　石蕗じゃないか。なぜこんなところにいる」





[image: ]





　引き戸のすべる音がして、弓道場からパイナップルを載せた背の高い女性が現れた。

「あ、秋海棠先輩！　ちょうど良かった。いや、それが、色々ありまして……」

「ゆずり。このギョ……男子があなたのお知り合いだとおっしゃってるのだけれど？」

　おい、今、ギョって言わなかったか。

「ああ、そうだよ。私が彼を呼んだんだ」

　竜胆先輩の言い間違いに頓とん着ちやくする事なく、秋海棠先輩は澄すました顔でそう答える。

「呼んだ？　……そうですか」

　竜胆先輩は穏おだやかな笑顔に、言い知れぬ凄すごみを加えると、

「そういう事ならいいでしょう。石蕗さん、中で練習をご覧になってくださいな」

　数歩下がって道を開いた。

「ちょ、竜胆先輩！　なんでこんなヤツを！　的なら足りてますよ！」

「あなたの気持ちはよくわかりますよ、水木。しかし、甚はなはだ不本意ではありますが、主将であるゆずりがお呼びした以上、彼は弓道部のお客様です。もちろん、たとえ招待されたとはいえ、『女子』と銘めい打うつ部活の場に無神経に足を踏み入れる男子がいるなどとは想定していませんでしたし、弓を引く手があり得ない狂い方をする程の憤いきどおりを感じるのは当然の事ですが………それでも、仕方がありません。理論上、彼に非はないのですから」

　うう、遠回しにチクチクと攻撃される…………弓道部だけに。

「ささ、石蕗さん、どうぞ、中へ。お茶の一杯も出せませんが、矢ならいくらでも差し上げますよ？」

　もう、遠回しですらなかったよ！　ほぼ直接的に脅おどされたよ！

「良かったな、石蕗。副将もこう言ってくれている事だし、是ぜ非ひ、上がっていくがいい」

　殺す気か！　よく見て、あなたの隣人を！　目も顔も笑ってるけど、魂たましいが笑ってないでしょう！

「あ、ありがとうございます、先輩。でも、やっぱりお邪じや魔まですから、僕昨日のカフェで待ってます。終わったら来てください」

「だめだ」

　お願いだから、空気呼んで、先輩！

「いや、ほんとにいいですから。カフェで待ってます。それじゃあ！」

「だめだと言っているだろう」

　先輩、ホントに！　もう、ホントに！

「あの喫茶店は出入り禁止になったじゃないか」




　……ああ、そっか。結局僕は、弓道部の練習が終わるまで、校門の石柱を這うアリに名前を付けながら待っていた。
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「毒空木が来ただと？」




　四十七匹目のクロアリにビアンカと名付けた頃、部活を終えた秋海棠先輩が仄ほのかに頰を上気させて現れた。迷った末に、毒空木の襲来を打ち明けてみると、

「い、い、いつだ、石蕗！　あいつはいつやってきたんだ！」

　先輩は一瞬で沸ふつ騰とうした。僕の両肩に指を食い込ませ、引きちぎらんばかりに揺すりたおす秋海棠先輩。

「れ、練習が始まってすぐにです」

「という事は毒空木に練習を覗かれていたという事か。お、おのれ……何という事だ！」

　石柱に拳こぶしを叩きつける秋海棠先輩。やめて、先輩、そこにはビアンカが！

「何という事だ！　何という事だ！　何という事だ！　何という事だ！」

　危ない、ロミオ！　逃げろ、ニキータ！

　見る見るうちに怒りに顔を紅潮させる秋海棠先輩。ちょうどいいタイミングなので、脅迫状についても報告してみると、

「……殺すとは、おだやかじゃないな」

　先輩はすぐに平静を取り戻して呟つぶやいた。

「まあ、殺すとか死ねとかは、毒空木も息を吐くように口走る言葉なんで、本当に殺しにくるとは思いませんけど」

「石蕗はその脅迫状も毒空木が書いたと思っているのか？」

「まあ……違うでしょうね、多分」

　少し迷って、そう答えた。

「なぜ、そう思う」

「そうですね……んと、ちょっと、説明し辛づらいですけど、恐らく違います」

　先輩に対しては、そう答えるしか僕にはできない。

「随ずい分ぶんと詳しいんだな、毒空木の事に」

「はい？」

「私は、君と毒空木は友達なのだと思っていた。あくまで仲のいい友達なのだと。だが、やつの執念はなんだ。友達に恋人ができて嫉しつ妬とする気持ちはわからんでもないが………

……あれは異常だ」

「そ、そうですね」

　天然少女にとっての異常と正常の境界線がどこに引かれているのか興味深くはあるけれど、それを尋たずねるタイミングは今じゃない。

「教えてくれ。君と毒空木は本当に友達なのか？　それとも、それ以上だったのか？」

　秋海棠先輩の瞳ひとみに力がこもる。毒空木とは対照的に色素の薄いブラウンの瞳。ほんの少しの噓うそも許さない糾きゆう問もんの視線。

「毒空木は、僕の恋人じゃありません…………間違いないです」

　そうやって、僕は巧妙に噓を避けた。確かに、毒空木は恋人じゃない。

「よかった。それを聞いて安心したよ」

　秋海棠先輩は心からの安あん堵どの表情で微笑んだ。

　滅多に拝む事のできない天然少女の微笑が眩まぶし過ぎて、僕は思わず目を逸そらす。

「そういう事なら、やる事は一つだ。行くぞ、石蕗！」

「え？　行くって、どこに？」

「デートだよ。恋仲の男女は暇さえあれば逢瀬を重ねるものだろう？」

「いや、そ、そうですけど。でも、今までのパターンからして、行く先々で毒空木が現れると思いますよ」

「望むところだ！」

　望んでたよ！　やる気満々だよ、この人。もうバトルは勘弁してくれよ！

「案ずるな、石蕗。私は何も毒空木と一戦交えようとしているのではない」

　そのセリフは拳を鳴らしながら言われても、説得力がないですよ、秋海棠先輩。

「石蕗にとって毒空木が友達なら、恋人である私にとっても友達だ。私はヤツと……仲良くなりたい」

「仲良く、ですか？」

「ああ！」

　先輩は、頰に興奮を透かした笑みを浮かべると、

「奴が待ち伏せているのなら、むしろ好都合だ！　見ていろよ、首の骨の二、三本へし折ってでも仲良くなってくれるわ！」

　首の骨はそんなにないし、一本折れればアウトです！

「さあ、いくぞ、石蕗！　毒空木捕獲作戦決行だ！」

　もはや、デートですらないのですね！




　こうして僕と先輩は、ちぐはぐなモチベーチョンを胸に、二度目のデートへと繰り出すのだった。
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　という訳で、なにやら趣しゆ旨しは曖あい昧まいになってきたけれど、僕と秋しゆう海かい棠どう先せん輩ぱいによる『毒どく空うつ木ぎおびき出し作戦兼、第二回どきどき下校デート』は開始された……。

　……はっ、なにテンション下げてるんだ、僕！

　いいじゃん！　デートなんだし！　たとえ頭に『兼』とついても、デートには違いないんだし！　テンション上げてけよ、ハル！　昨日きのうの失敗を取り戻すんだよ！

　お金のない高校生カップルがデレ園えん付近で遊ぶとすれば、場所は大きく分けて二つに限られる。駅前の総合ショッピングモールと、駅向こうの縁結びの神社。

　神社の方はどちらかといえばナイター向きなので、とりあえず僕達はショッピングモールの方へとやって来た…………のだけれど。




「よーし、石つわ蕗ぶき」

　自動ドアをくぐるなり、先輩は鋭い眼光を周囲に巡めぐらせた。

「毒空木は何階だ？」

「いや、そんな家具売り場は何階だ、みたいな感じで聞かれても」

　先輩の様子は、ショッピングというよりハンティングだ。

　常に死角を意識した歩き方といい、抜かりなく周囲の様子を窺うかがう警戒心といい。

　しかし、何より先輩の猟りよう師し感を決定づけているのが…………

「あの、先輩。取りあえず、それ、しまってもらえませんか。通報されますから」




　…………むき身の弓矢。




　もぉぉぉぉぉぉぉ！　なにやってんだよぉぉぉぉぉぉ、この人はぁぁぁぁぁぁ！

　勘弁してくれよ！　ただでさえ、頭にパイナップル生はえてるんですよ、あなたは。ちょっと慣れてきて忘れがちだったけど、初見の人からしたらかなりのインパクトなんですよ！

「先輩、あの、一生のお願いがあるんですけど、いいですか？」

「なんでも言え」

「弓矢をしまってください」

「それはできん」

　なんでだよ！　大事な大事な一生のお願いを、『弓矢をしまってください』に消費する、僕の身にもなってくれよ！

「いつ、なんどき毒空木が現れるか、わからんからな」

「現れたとして、何をする気なんですか！　確認しますけど、仲良くなりたいんですよね、毒空木と」

「もちろんだ。しかし、警戒するべきは毒空木だけではない。脅きよう迫はく者しやの存在も気になるところだ。用心するに越した事はないだろう」

　なるほど、確かに、脅迫状を書いた人間にとって、僕と先輩が二人で並んで遊び歩いている光景は面白い物じゃないだろう。用心のために矢を番つがえて歩く気持ちも…………

「……すみません、さっぱりわかりません」

「むむ、そうか。君がそこまでいうなら、弓はしまってもいいが。しかし、やはり用心のために犯人が判明するまで、君は私に触れない方がいいだろう」

「はあ、わかりました。そうします」

「わかるぞ、石蕗。君にとって、私に手を触れられないのは死ぬより辛つらい事だろう。だが、本当に死ぬよりマシなはずだ…………頑張れ、石蕗」

　どんだけ自分に自信があるんだ、あなたは！

　……………いや、確かに、辛いけども！　二回目のデートなんだし、手くらいつないでみたいなぁ、とか思いましたけど！　うう、それにしても綺き麗れいだな、先輩の指。白くて細くて。握れないと思うと余計に恋しい。いや、待て。事故を装って手の甲に触れるくらいなら――

「やめろ、石蕗」

「もがっ」

　目にも止まらぬ速さで口の中にねじ込まれた矢じりが、上あごを引ひっ搔かいた。

「……殺されたいのか？」




　…………脅迫者にですか？　先輩にですか？
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「ええっと。じゃあ、今からどうしましょうか？」

　顔中の脂あぶら汗あせをぬぐいつつ、気を取り直してデートの続行を試みる。

　デートの行く先を女の子に尋たずねる男は死んだ方がいい、なんてねーちゃんの言葉が頭をよぎるが、天然少女の好みを推察するのは肉眼で新しい惑星を発見するより困難だ。

「ふむ。そうだな……」

　先輩は思案顔で左右を見回すと、

「ウインドウショッピングとやらも済ませた事だし……」

　え、今のでですか？

「次はやはり、あそこだろう。シール製造機」

「……プリクラの事ですかね？」

　意外にまた普通な所に行きたがるな、この人は。

「か、勘かん違ちがいするなよ！　別に実家が厳しくてシール製造機を使った事がないから、この機会に使いたいという訳ではなく、あくまで一般的なカップルの行動に基づいて……」

「大丈夫ですよ、わかってますから。さ、行きましょう」

　まったくもう。何に対するイメージを守ってるんだよ、この人は。




「なんだこれはあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　ショッピングモールの最上階。

　ボーリング場やダーツ場、ゲームセンターなどのアミューズメントが集うフロアの一角のプリクラコーナーに、秋海棠先輩の元気な悲鳴が響き渡った。

「つ、つ、つ、つ、石蕗よ、なんだ！　これはいったい、なんだ！」

　秋海棠先輩が真っ青な顔で指差しているのは、

「……完全にごく普通のプリクラ機だと思いますけど」

「バカ者！　これが普通なものか！　よく見ろ！　これだぞ、これ！」

　えー。よく見なくても一緒だよー。

　白いカーテンで覆われた撮影ブースと落書きブース。どう見てもごくごく一般的なプリクラ機じゃん。いやまあ、僕もプリクラなんて数年前に手て島しまと二人でふざけて撮ったのが最初で最後だから、詳しくは知らないのだけど…………。

　説明書きによると、どうやらこれは最新機種であるらしく、撮影した画像に修正ができるのがウリらしい。デカ目、小顔、美白処理はもちろん、全身写真にも瘦そう身しん、豊胸、足長処理までできるという。

「そこまでイジったら、もう別人じゃんっつって怒ってるんですか？」

「何を言っているのだ、お前は。ここをよく見ろ！　なんだ、ここは！」

「カーテン叩たたかないで！　中に人が入ってるから！　ごく普通の撮影エリアですって」

「こ、こ、こ、こんな狭せまい撮影スペースで！　しかも、こんな人目を遮さえぎるカーテンに囲まれて！　妙齢の男女が二人きりになって…………いったい何をしろというのだ！」

「いや、撮影でしょうよ、自分で言ったじゃないですか、撮影スペースって」

「なんだ！　一体なんの撮影をしようと言うのだ！」

「そーゆー事言うのやめてください、先輩！　あと、あんまり叫さけばないでください！」

　ただでさえパインなあなたは目立つんだから…………って、あれ？　そうでもないな。

　休日のプリクラコーナーは制服姿や私服姿、スーツ姿やジャージ姿の女の子達でそこそこの賑にぎわいを見せているのだけれど、先輩のパイナップルに目を止めている子は一人もいない。なぜだろう。先輩は今日もこんなに…………パインなのに。

「嘆なげかわしい。『男女七歳にしてアレをナニせず』という礼らい記きの内ない則そくを知らんのか」

　そこまで詳しく出典知ってるのに、なんで原文の方を覚えてないんですか。

「あ、あの、どうします、先輩。イヤなら別にいいんですけども。やめときますか？」

「いや、待て。やらないわけにはいかないだろう。何せ我々は恋人なのだからな。二人のシールがあればいざという時の証拠にもなる。とはいえこんな所に二人で入るわけにもいかん。脅迫者の存在もあるし…………これは難問だぞ、石蕗」

「そ、そうですね」

　答えどころか、問題の有無すらわからない超難問だ。

「そうだ！　私に妙案が浮かんだぞ、石蕗」

　妙案とか……。女子高生が妙案とか……。もう、悪い予感しかしないんだけど。




　そして、数分後。

　綿密な打ち合わせを経て、予想を裏切らない先輩の妙案が実行に移される。

「始めるぞ。用意はいいか、石蕗！」

　撮影エリアの中から先輩の鋭い声が飛ぶ。

「は、はい、いつでもどーぞ」

　僕がカーテンの外から答えると、筐きよう体たいに小銭が落ちる音が聞こえてきた。やがて中からうっすらと漏もれてくる音声ガイダンス。そして、シャッターが切られる音。

　――バシャッ！

「今だ！」

　先輩の合図を受けてカーテンの中に飛び込んだ。反対側の出入り口から出ていく先輩の背中が見える。僕は無人の撮影エリアに一人立ち―――パシャ。

　そして、すぐにまた同じ入り口から外に出る。と、同時に反対側の入り口から先輩が入ってきて――パシャ。僕達は互いを押し出し合うように、交互に入って出てを繰り返す。

　………うん、わかってる。何やってるんだって、ツッコミは僕が一番理解してるから、今だけは言わないで。

「遅いぞ、石蕗！　もっと早く！　鋭く！」

「は、はい！」

　ホントになんだよ、これ！

　数分後。

「おお、よく撮れているじゃないか！」

　プリクラ機から排出されてきたシートを取り上げて、先輩が満足気に頷うなずいた。僕と秋海棠先輩のソロプリクラが交互におさまったプリクラシート。秋海棠先輩はいそいそとシートにハサミを入れると、

「では、これは君の分だ」

　僕の個人写真が並んだプリクラシートが手渡された。

「よし、石蕗…………成功だ！」




　何にだよっっっっ！




　何に成功したんだよっっ！　なんっっだ、これ！　これ、なんなんだっっ！

　証明写真か！　バカが履歴書に貼って怒られるやつか！

「ところで石蕗よ。撮影の後の落書きという要求があったのだが、あれは何なのだ？　いざ落書きをしろと言われても何を書いていいのかわからんから、とりあえず氏名と連絡先と撮影代金を書いてみたのだが」

　――――秋海棠ゆずり　０３‐××××‐△△△△　一回￥５００

「これ、どこに貼ったらいいと思う？」

「絶対、どこにも貼らないでください！」

　もう、ワザとやってるだろ、あんた！




「しかし、あれだな、石蕗よ。結局ここにもヤツは出没しなかったな」

　誤解を招きそうなソロプリクラを鞄かばんに収め、きょろきょろと辺りを見回す秋海棠先輩。

「ああ、そうですね。おかしいな。アイツの事だから、プリクラなんて邪じや魔ましがいのあるイベントには絶対現れると思ってたのに」

　なんて言ってたら、

「うきゃああああああああああああああ―――――――――――――――――――！」

　まるで図ったようなタイミングで鳴り響く悲鳴。

　弾かれるように振り返る。

　やっぱり来たか。毒空木か、それともまだ見ぬ脅迫者か。

　悲鳴はプリクラコーナーの一番奥、人目をはばかるように設置されたプリクラ機の撮影エリアから。

「やだやだやだ。無理、こんなポーズ無理ぃ！　お嫁にいけなくなっちゃうー！」

「大丈夫だって。見てみ、ほら、超可か愛わいいから！　ちょっと、ちゃんと挟んで！　顎あご上げて！　顔写んないじゃん！」

「やーめーてー！　流出しちゃうからー！」

　……なんだろう、物もの凄すごく馴な染じみのあるやりとりが聞こえてくる。僕の推理によるとこの三行後から、

「いいよいいよー。すっごく、可愛いよー。よし次は、こうだ！　かーらーの、こうだ！」

「だめ、それはだめ！　もうやだぁぁぁ、おに―――――ちゃ―――――ん！！」

　――バサッ！

　ほらね、時とき宗そうさんが半泣きで飛び出してきた。

「うわあっ、ハ、ハルくん！　い、いつの間に！」

　…………猫耳ミニスカボンテージポリス姿で。




　って、これは予想外だわっ！




　なんちゅうカッコしてんだ、君は。コンセプトが大渋滞起こしてるよ。

「ち、違うんです。こ、これは違うんですぅぅぅぅぅぅぅ！」

　泣きながら走り去って行く時宗さん。その後を追って、

「こらー、待てー！　逃げるな、乳オバケ！　って、うわぁぁぁぁ、ハルぅぅ！」

　ひよこの着ぐるみ姿の毒空木が飛び出してきた。

「な、な、何やってんの、あんたっっ！」

　いや、お前だ、お前。お前が何をやってるんだ！　人生丸ごと何やってるんだ！

「し、しまった、つい楽しすぎて目的を……ば、ばかぁー！」

　あっけにとられる僕と秋海棠先輩を突き飛ばし、毒空木は真まっ赤かになりながら店から駆け出していった。

「お客さん、衣装持ってかないで。うわ、足はえぇぇぇ！　あんなモン着て足はえ――！」

　血相変えた店員さんを引きつれて。

「…………な、なにをやってるんだ、あいつは」

　そんな二人をあんぐりと口を開けて見送る秋海棠先輩。

「ほ、ほんとにねー。何やってるんでしょうねー」

　まったく。天然少女を引かせるんじゃねーよ。キャラ崩ほう壊かいすんだろうが。

「えっと、あの、多分ですけど。毒空木のヤツ、先回りして待ち伏せしていたんだと思います。でも、退屈してプリクラ遊び出したら、つい時間を忘れて熱中していたと」

　最近はプリクラ撮影用にコスプレ衣装を貸し出すサービスを行う店もあるらしい。そうか、周りの女の子達がパイン先輩に驚かないのは、コスプレだと思われていたからか。

「しかし、あの眼鏡めがねの子。えらく泣なき喚わめいていたようだが、いったいどんなポーズを…………ふぶっ！」

　ちょうど排出されてきたプリクラシートを取り上げた秋海棠先輩の顔が、一気にバフッと茹ゆで上あがった。

「ちょ、どうしたんですか！　いったいどんな画像なんですか、それ！」

「だ、だめだ！　君は見るな！　見る事は許さん！」

　真っ赤な顔でシートを胸に隠す秋海棠先輩、もう一度ちらりと確認してから、

「なんなのだ……あいつは」

　般はん若にやのような顔でシートをポケットにつっこんだ。




　天然少女があんな顔になるなんて。あの撮影エリアでいったい、どんな惨さん劇げきが？
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　結局、ゲームセンターでは毒空木を取り逃がしたので、僕達はデートという名の毒空木の捕獲作戦を続行する。

「歌は久しぶりだな」

　カラオケ店の門前に立ち、秋海棠先輩が微かすかに言葉を弾ませた。

　恋人同士はだいたいそうするもんだろうという、秋海棠先輩の思い込みに従ってやって来たカラオケ店。ショッピングモールの最上階にもカラオケ店は入っているが、通りを隔てたこちらの店の方が値段は安い。

「先輩。カラオケとか行った事あるんですね？」

「ない」

　ないのかよ。

「家が厳しかったからな。しかし、こう見えても歌には自信があるんだ。意外に思われるかもしれないが、教室に通っていた事があるのだぞ」

　意外っ！　先輩がボイトレ？　どんな曲を歌うんだよ。

「よし、今日は君に一手教授してやろう。たのもー！」

　ノリノリで自動ドアをくぐる秋海棠先輩。

　カラオケ店のロビーはプリクラコーナーと同程度に賑わっており、制服姿、私服姿、ジャージ姿にスーツ姿の女の子がソファーの座を占めていた。

　僕らは真まっ直すぐに受付カウンターへ向かい、

「いらっしゃいま――うわあああああああああああああああああああああああああ！」

　振り返った店員がひっくり返った。




「それでは、追加ドリンクの方の注文はこちらのリモコンからお願いしまーす」

　長い時間をかけて店員さんを説得し、なんとかカラオケルームへと案内してもらう。部屋は四階の一番奥、もちろん二人用の小さな部屋だ。

　―――ガチャリ。

　扉とびらが閉まると閉へい塞そく感かんはさらに増し、否いや応おうなしに二人っきりを意識させられた。

　柑かん橘きつ系の香りに混じって女の子独特の甘い匂いが漂う。

　カラオケには数回ほどだが、中学時代に手島と来た事はあるものの、女の子と二人でこんな状況になったのは生まれて初めての経験だ。いや、この先、一生ない可能性の方が高いだろう。急激に増加する心拍数。毛穴という毛穴からジワリと汗が湧わいて出た。

　ソファーに深くもたれてみても、ドリンクで喉のどを湿しめらせてみても、一向にリラックスできないのは、隣となりの部屋の嬌きよう声せいがやたらとうるさいせいじゃないだろう。

「…………あの、先輩？」

「どうした、石蕗」

「何をしているんですか？」




　―――至近距離から弓で狙ねらわれているからだよ。




　先輩は僕を部屋の奥に追いやり、自分は入り口扉の正面で堂々たる立ち姿で僕に向かって弓を引いていた。

「案ずるな、これは君のためだ」

「この状態のどこが僕のためなんですか！」

「急に大きな声を出すな、石蕗。手が滑っても知らんぞ」

　どこが僕のためなんですか！

「いいか、石蕗。君は間違いなくこの秋海棠ゆずりの恋人だ。だが、何度も言うが脅迫状の犯人が見つかるまで、君は私に触れない方が身のためだ」

　はあ。

「しかし、こんな密室に閉じ込められて、君が私への情念を抑えられるとは思えない」

　何でこの人は、こんなに自分に自信があるんだろう。

「だから、こうして牽けん制せいしているのだ。これは全て君のためだ。君が私に触れようとしたら容よう赦しやなく矢を放つ。この距離なら私は絶対に的を外さない……どうだ。これで、安心できるだろう」

　ああ、叫びたい！　安心できるかって叫びたい！

「あ、あの、先輩。そんな事しなくても大丈夫ですから。それをおろしてくださいよ。そんなんじゃ、マイクも持てないでしょう」

「舐なめるなよ、マイクなどいるか。教室に通っていたといっただろう。私が過去形で話している以上、免許は皆かい伝でんされているものと思え」

　すごいな、この人！

「ウソだと思うなら聴いてみろ、参るぞ」

「あ、はい、何の曲にします？」

　僕が慌あわててデンモクを取り上げると、




「爾に霊れい山さんはぁ～～～～～～～険けんなれ～～～どぉ～～～～～～～～」




　おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ、なんだなんだなんだなんだ！　急に何が始まった！

　曲待ち状態のＢＧＭももろともせず、部屋に響く朗ろう々ろうたる歌声。詩情豊かに気力漲みなぎらせ、秋海棠先輩は歌を歌いあげていた。

　いや、『詩うた』を『詠うたい』あげた…………か？




「万ばん人じん～～～～斉ひとしく仰あおぐぅ～～～～～～～爾霊ぃ～～～～～山」




　パチパチ……パチ……。

「ふ～～～。どうだった、石蕗？」

　うっそ、感想聞くの？

「……えっと……その、あの……ノリのいい歌ですね？」

「そんなわけあるか。乃の木ぎ中将の『爾霊山』だぞ。知らんのか？」

「爾霊山？　それって確か、日露戦争で激戦の焦点になった山でしたっけ？」

「うむ、一万を超える死者を出したと言われる魔の山、その弔とむらいの詩だ」

　カラオケボックスで……鎮ちん魂こん歌かだと？

「さあ、石蕗、次は君の番だ。何を詠う？」

「…………すみません。その詩は詠えません」




　結局、僕は時間いっぱいまで先輩の詩し吟ぎんを聴いていた。




　数時間後。




「ふー、詠った詠った。では、今日はこれくらいにしておこうか」

「……そ、そ、そうですね……そうしま……しょう」

　満足げに喉をさする秋海棠先輩の後に続いて、僕はカラオケルームからよろめき出た。

「やはり、久しぶりだから喉が弱っているな。四時間が限界だ」

　……怪物か、この人は。

　四時間って！　詩吟だけで、四時間って！　飲まず食わずで、四時間って！

「そう言えば、君は一曲も歌っていなかったが、よかったのか？」

「あ、はい。聴いてるだけで満足できるタイプなんで。ほんと、満ち満ちてます」

　至近距離で弓矢に狙われたまま、四時間詩吟を聴かされたんだ。この上、歌まで歌わされたら、命に関わる。

「しかし、ここでも毒空木は現れなかったな。今日は諦あきらめたのだろうか？」

　先輩が秀しゆう麗れいな眉まゆをひそめて廊ろう下かを見回す。

「いや、それは絶対にないと思いますよ。ヤツは必ず現れます。例えば、ほら、やたらとうるさかった隣の部屋から何食わぬ顔して……」

　――ガチャ。

「ふー、歌った歌ったー。初めて来たけどカラオケって楽しいねー、白さ湯ゆ」

「でも、一曲二時間ループはやりすぎだよ。他の歌も覚えてよ、みゃーこ」

　ほら、出てきた出てきた。ほどよい疲労感を漂わせつつ出てきたよ！

「あ―――――――！　ハルっっ！　し、しまったー！　また普通に遊んじゃったー！」

　何がしたいんだよ、おめーは……

　――ヒュン。

　風圧が頰ほおを撫なでた。

「毒空木ぃぃぃぃ――――――――っ！」

　一度毒空木を取り逃がしている秋海棠先輩の行動は早かった。

　僕の横を風のように駆け抜けて、猛然と毒空木に摑つかみかかる。しかし、毒空木だって負けてはいない。

「とうっ！」―――スタッスタッスタッスタッスタッスタッスタッスタッ！

　猫のような素早さで跳とび退すさり、紙かみ一ひと重えのところで先輩の腕をかわすと、その勢いを利用してバク転を繰り返し、

　ガッシャ――――――――――――――――――ンッ！

　窓ガラスを突き破って外に飛び出した。

「って、おい！　ここ、四階だぞぉぉぉぉぉぉぉぉ！」




　シュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュル――――スタッ！




　…………ですよねー。

　毒空木は当然のように仕込みロープで地上に着陸すると、すっかりと日の暮れた夜の町に消えていった。

「えええー！　ちょっと、待って、みゃーこ！　わたしそんな事できないよー！」

　ガラスの割れた窓から、顔を突き出して叫ぶ時宗さんを後に残して。

「……あの、お客様。なんて事してくれてるんですか？」

「ひっ！」




　店員さんに襟えり首くび摑まれて引きずられていく時宗さんを後にして。





[image: ]






「おお、もう真っ暗じゃないか」

　自動ドアをくぐった秋海棠先輩が、驚いたように空を見上げた。

　だいぶ日が長くなって来たとはいえ、昼過ぎから四時間もカラオケに籠こもればいくらなんでも日は暮れる。女子寮の門限的にそろそろ頃合かと時計を睨にらむと、

「最後にもう一つだけ、行ってみたいところがあるんだが」

　秋海棠先輩がそう言った。

「はい、僕は良いですけど、今度はどこへ……？」

「駅向こうの神社なのだが、構わないだろうか？」

「え、それって……」

　もちろん、僕に異論のあるはずがない。




　高架を渡って駅向こうの通りに出た。駅周りの開発はデレ園やショッピングモールを擁ようする南側を中心に進んでおり、北側に回ればガラリと町並みは様相を変える。畑や古くからの民家が立ち並び比較的のどかな印象を与える駅北は、しかし、日暮れと共に人通りが増えたりする。無口な人波に混じって歩くこと数分。

「おお、ここがそうか。さすがに神々しいな」

　鳥居をくぐった先輩が小さく、しかし、興奮を含んだ声で囁ささやいた。

　先輩が本日の締めくくりに選んだのは、この近辺の二大デートスポットのもう一つ。主にナイター方面で活用される縁結びの『ＬＯＶＥラブ吉よし神社』だ。

　――ＬＯＶＥ吉神社。

　名前の頭に臆おく面めんもなくアルファベットを戴いただく大胆不敵なこの神社は、この地方の氏うじ神がみを奉たてまつったれっきとした神殿であり、捻ひねりの利きいたラブホテルなどでは決してない。

　まあ、ただしご利益は、縁結び、恋愛成就、結婚祈願、子授け、安産祈願と、そーゆー方面に特化してはいるのだけれども。

「あ、あそこのベンチが空あいてますよ。座りましょう、先輩」

　目ざとく見つけた空からのベンチに向かって僕らは歩き出した。

　このＬＯＶＥ吉神社の最大の売りは、広い境けい内だいのど真ん中に位置する大きな池と、それを取り囲むように設置された数十個のベンチ。石造りのベンチの一つ一つには寄り添うように数本の松の老樹が植えられている。

「ど、どうぞ、先輩」

　一応、彼氏らしくベンチの埃ほこりを手で払って秋海棠先輩を導いた。並んでベンチに腰を下ろすと、センサーが反応し備え付けのライトに灯ひがともる。

　ライトアップ―――ではない。

　むしろその逆。シャドウアップとでもいうのだろうか。

　巧妙に計算されたライティングは、堂々たる松の老樹を照らすためではなく、その下のベンチに絶妙な木陰のベールを落とすために配置されている。もちろん松の木はそれ自体が防音壁の役目も果たすのだ。

　この天然の半個室とでもいうべき空間こそが、ＬＯＶＥ吉神社が地元のカップル達に愛され続ける最大の魅力であり、昼間より夜間参拝の方が賑わう理由である。

　この神社の関係者は、明らかに頭がおかしい。




「ふ、ふ、ふ、雰ふん囲い気きのある神社ですね……」

　隣から微かに香る柑橘系の香りを意識しながら、僕はつとめて明るくそう言った。

「…………」

　しかし、先輩は答えない。

「あ、いや、別に雰囲気といっても、あれですよ。やらしい意味でなくですよ？」

「…………」

　先輩は答えない。

　くそう、だめだ、言葉が上滑りする。緊張をほぐす為に発した言葉が、さらに鼓こ動どうにムチを入れる。落ち着け、僕。入れ込むんじゃない。今日のテーマを忘れるな。エレガントに、あくまでエレガントに颯さつ爽そうと……………………いや、無理だろう！　緊張するわ、どう考えたって緊張するわ！

　だってＬＯＶＥ吉神社だぞ！　地元中高生の憧あこがれの性域だぞ！　まさか、先輩の方からこの神社に誘ってもらえるなんて。これはつまり、そういう事なんだよな？　そーゆー方向の理解でいいんだよな？

　いや、待てよ。二度目のデートでいくらなんでもそれはないか。そうだよ、ないない。それはない。焦あせるな、僕…………でも、そこまではないにしても、そこそこのそーゆー事はそれなりに期待していいんだよな？　そこのところどーなんですか、秋海棠先輩！

「今日はだめだな」

「えええええええええええええ！　うそ―――――！」

「どうした、石蕗。急に大声をあげて！　今日は毒空木が捕まらなかったなと言っただけだぞ？」

「え？　あ、そ、そうか。そうですね。あはははは」

「毒空木があんなに逃げ足が速いとは思わなかった。一応カップルらしく夜の公園に来てみたが、時間的にこれが最後の捕獲のチャンスだろう。ぬかるなよ、石蕗」

「……ですねー」

　はい、判明。先輩に全くその気はないと判明。うんうん、だと思ったよ。いーよ、いーよ。てゆーか、ここがどういう場所かもわかってないんだろう、この人は。

「毒空木は本当に後を尾つけてきているだろうか？」

　毒空木に夢中なんだよ、この人は。もう、一周回って大好きじゃん、毒空木。

「多分、いや、絶対どこかにいると思いますよ。神社なんて隠れる場所いっぱいですから、見落とさないように注意しましょう」

　まあ、今日はそれでもいいか。少なくとも先輩がそうしたいと思っているのなら、僕は全力で協力しよう、先輩の彼氏として。

「よーし、どっからでもこいや、毒空木！　絶対ふん捕まえてやるから！　でないと今日一日がただ遊んだだけの日になっちゃいますもんね、先輩」

　僕は煩ぼん悩のうを振り払うように両肩をぐるぐると回して見せた。

「うむ…………まあ、それでも悪くなかったがな」

「え？」

　意外な言葉に振り向くと、先輩は眉をひそめられるだけひそめて顔を俯うつむけた。

「いや、その、繰り返すようだが、私は実家の躾しつけが厳しくてな。今日は、初体験のことばかりだった。私としては新鮮で悪くない一日だったよ……楽しかった」

「あ……そ、そうですか。それはよかったです！　先輩が楽しいなら僕も嬉うれしいです！」

　彼氏として。そんな意味を言外に込めても先輩には通じないだろうから、

「彼氏として！」

　はっきりと口に出してそう言った。

「彼氏……か」

　僕の言葉を受けた先輩はゆがめた眉を元に戻して、黒々とした湖面に視線を投げた。

「君はいい奴やつだな、石蕗」

「はい？」

「正直な、驚いているんだよ。石蕗、君がこんなに…………美しいなんて」

「ぐふっ！　う、美しい？　僕がですか？　やめてくださいよ、何を言い出すんですか、急に。どっちかと言えばそれは先輩の方でしょう！」

「私は……美しくなどないよ」

　先輩は湖面を見つめたままそう言うと、会話に隙すき間まを差し挟むようにゆっくりと足を組み替えた。

「『真・善・美』を知っているか、石蕗？」

　…………真・善・美。

「ま……よみ。何組の生徒ですか？　まよみちゃん」

「無理やり間違えるな。真しん善ぜん美びだと発音しているだろう。『真・善・美』とは全日本弓道連盟が定める弓道の最高目標だ。嚙かみ砕くだいて言えば、『真』とは偽りのない真っ直ぐな心、『善』とは道理倫理に沿った意志のこと。ウチの流派では『美』とはそれら二つを兼ね備えた上での審美の追及ということになる」

　そ、それで嚙み砕いたつもりなのか……。

「突き詰めれば、偽りのない心で正しく美しい射を引く事が、我々弓道家の極意という事だ。まあ、建たて前まえだがな」

……建前？

「目先の勝敗を追及する学生弓道では理想など追ってはいられない。中あてれば神、外せば動物以下の的中至上主義の世界で善よき弓を引ひくのは難しいよ。ましてや、私は特待生だ。勝てない特待生に居場所はない。だから、私は勝つためなら何でもする。目的の為に手段を選ばない、それが私だ。『真』と『善』を失った弓道家は、美しくはないのだよ」

　そう言って、先輩は寂さびしげに笑った。その笑顔は固い心の城壁の向こう側にやっと見えた先輩の深奥を映しているように見えた。

「い、いや、でも、アスリートなら勝つために手段を選ばないってのは当たり前の事じゃないですか！　むしろ、それがカッコいいんですよ、アスリートは！」

　先輩のそんな笑顔が悲しくて、僕は精一杯にフォローの言葉を絞り出してみるものの、

「勝利への執念も度が過ぎれば、ただの暴走だ。君は一年生だからまだ知らないだろう。去年起きた弓道部の買収事件を」

「買収事件？」

　想像もしていなかった言葉に、自分でも驚くほどの大声が口から飛び出した。誰だれが聞いているわけでもないだろうが、思わず周りを見回してしまう。

「私が一年生の頃だ。当時、団体戦の大将だった三年生の先輩が、全国大会の県予選決勝で対戦校の誤射を買おうと試みた」

「誤射を買うって……そんな事出来るんですか？」

「できるわけないだろう。すぐに事態は明るみに出て、デレ園弓道部は一年間の公式戦出場停止処分が下された」

「そ、そんなことがデレ園で……」

「知らないのも無理はない。学園側が全力で情報の遮しや蔽へいを行ったようだからな。だが、もちろん、処分自体が覆くつがえるわけではない。当時の弓道部は私を含め全員が特待生だった。この時期に一年間も実践から遠ざかることは、弓道家にとって致ち命めい的てきだ。結局、私と竜りん胆どう以外の全部員がよその高校に転校していったよ」

　……妙だとは思っていた。

　いくら神かみ業わざ的てきな射技の持ち主とはいえ、二年生になったばっかりの秋海棠先輩が主将なんて。でも、まさか、平和そうに見える弓道部にそんな事情が隠されていたなんて。

　でも……。

「先輩は、どうして転校しなかったんですか？」

　当然の疑問が口をつく。

「私か？　私はこの学園で己の弓を極めると決めたからな。それに…………」

「それに？」

　先輩は照れくさそうに眉をしかめると、靴くつの裏でガリガリと砂じや利りを搔いた。

「その、何と言えばいいのだろう。私はこの学園の弓道部が好きなんだよ。うちの道場と違って暖かいというのか……恐らく顧こ問もんの先生の人柄だろうな。優しくて、穏おだやかで、それでいて弓にだけはとことん厳しい。そんな、先生の人格を象徴するような弓道部を何とか守りたかったんだ」

「先輩……」

「竜胆もそんな私の決意に賛同してくれたよ。二人で散々駆けずり回った甲か斐いあって、こんな弓道部にも素直で熱心な一年生達がたくさん入部してくれた。あの子達を冬までに何とか鍛え上げて、今度こそ正々堂々と全国大会に出場したい。先生の指導の正しさを全国に示したいんだ」

　ゆっくりと、でも、一つ一つの言葉にしっかりと想いをこめて、心の内を吐はき出だしていく。そんな先輩に釣つられるように、

「そっか…………すごいですね、先輩。やっぱり、先輩は美しいですよ」

　微み塵じんの甘かん言げんも巧言も入り込む余地のない本音が、僕の中からこぼれ出た。

「な、何を言っている。た、ただの苦労話だっ。やめろ、私は美しくなどないのだ」

「そ、そんなことありません！」

「石蕗？」

　また、声のボリュームを間違えた。でも、そんな事気にしていられない。

「あ、あの、聞いてください。今日、僕、先輩の弓を見ました。それでその、うまくは言えませんけど。なんていうんだろうな。先輩は弓が好きなんだろうなって思いました。僕には弓の事はわかりません。でも、好きな事を一生懸命やってる人は誰でも美しいです。だから、先輩は美しいんです。何といおうとも、少なくとも僕の中では先輩は美しいんです！　だから、自信を持ってください！」

「石蕗……」

　秋海棠先輩は、突然猛烈に喋しやべりだした僕に面食らったように目を見開いていたが、

「……弓が好きか。なるほど、今まで当たり前すぎて口に出した事もなかったよ。そうだな。それこそが、私の『真』なのかもしれないな」

　心に染み入るような美しい笑顔でそう言った。

　ああ、これだ。この笑顔が見たかったんだ。

　昨日の帰り際は逆光でよく見えなかった、この笑顔。

　キスが出来なくても、手も握れなくても、体育館の屋根に上らされても、四時間詩吟を聴かされても……この笑顔見られたのなら。そう思えるような先輩の笑顔。

「石蕗。やはり、君は美しいよ」

　すっとベンチから立ち上がると、先輩は池に向かって二つ、三つと歩を進めた。木陰のベールから出た天然少女の後ろ姿が暗くら闇やみに浮かび上がる。昨日はあれだけ不気味に見えたパイナップルでさえ、今では先輩の頭上でしっくりと馴染んで見えた。

　池の魚が跳はねる音がする。

　先輩は水音が夜の闇に溶けるのを待って、おもむろに僕に向かって振り返った。

「石蕗―――」

　シルエットと化した先輩の姿。昨日の別れ際の記憶が蘇よみがえる。

『君と付き合えて良かったよ』

　僕の心を弾ませてくれた、あの言葉が蘇る。

　だが、しかし、




「石蕗…………私と、別れてくれ」




　先輩の口から零こぼれたのは、期待とは真反対の言葉だった。

「―――え？」




　ザッバ―――――――――――――――ン!!




　その時、水面を突き破って、何かがものすごい勢いで池から飛び出してきた。

「げほっ、げほっ、もう無理、もう無理ぃ！　げほっ、げほっ、げほっ！」

　暗闇に浮かび上がる白いシルエット。岸辺に手をついて思い切り咳せき込こんでいるのは、デレ園の白水着に身を包み、足ひれ、ゴーグル、酸素ボンベまで完備した……え、と、時宗さん？

　……て事は？

「何やってんのよ、白湯っっ！」

　やっぱり、来るよな、毒空木―――――！

　時宗さんと同じ水着にフル装備の毒空木が、大池から飛び出してきた。

「せっかくうまく潜んでたのに！　ほら、戻るよ、バレちゃうじゃん！」

「待って、無理無理！　息が続かないんだもん。死んじゃうよぉ」

「何で息止めてんの！　何のための酸素ボンベよ！」

「だめなの。ゴムの味に馴染めないの。咥くわえたらおぇぇってなるのぉー！」

「女がゴムの味に馴染めなくてどうすんの！　女は一生の内でいろんなとこにゴム製品突っ込まれんのよ！　口なんてもっともマイルドなところでしょうが！」

「ひ、ひどい下ネタ！　でもでも、素潜りで今まで潜れたのってすごくない？　カナヅチ克こく服ふくツアーのおかげだね」

「ホントだね～。葵あおいちゃんに感謝だね～って言ってる場合か！　―――はっ！」

　珍めずらしくノリツッコミなんてしたせいで、毒空木の反応が僅わずかに遅れた。

「ふー、ふー、ふー。や、や、やっぱり、お前は悪あく魔まだ……毒空木」

　息を荒らげた秋海棠先輩が毒空木の目の前に立っていた。

「やばっ！」

　とっさに池に逃げ込もうとするも、もう遅い。秋海棠先輩は長い腕を巻きつけて毒空木の体を捕える。

「は、離せ！　パグ！」

　必死にもがけど、秋海棠先輩の鋼鉄のような腕はさらに強く毒空木を締め上げる。毒空木の顔が苦しげに歪ゆがみ、頰が微かにうっ血する。

「ちょ、先輩！」

　―――――――『首の骨を二、三本へし折ってでも仲良くなってみせる』

　まさか、ホントにやる気か、この人！

　秋海棠先輩は嗜し虐ぎやく的てきを通りこして恍こう惚こつとも表現できる笑みを浮かべて毒空木を見つめると、頭を反そらして弓なりに背筋を引き絞り、

「毒空木――――――――――――――――――――――っっっっ!!」

　掛け声とともに強烈な頭突きを、毒空木の顔面に、




　ぶっちゅ～～～～～～～～～～～～～～～～。

　と、叩きこんだ。

　…………………………………………って、おい。

　なんだ、この音。

　いや、実際は鳴ってないんだけどさ。なんだ、この効果音は？

　大池をバックに浮かび上がるのは、毒空木の小さな体を持ち上げるようにして抱え込む秋海棠先輩。そして、声も出せずに、宙に浮いたつま先をバタつかせる毒空木。
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「はわわわわ」

　と、それを見つめて固まる時宗さん。




　えっと…………キスしてますよね、あなた達。




　毒空木と秋海棠先輩、二人の絶世の美少女は、神の宿る愛の性域で、一心不乱に唇を重ねていた。




「ふぐっ！　ふげもぐふげげぐっ！」

　不意に、毒空木の体が一層激しく暴れ出した。

　見れば、水着のトップスがうねうねと蠢うごめくように波打っている。それはまるで、腕でも突っ込まれているかのように……。

「ぷは！　あ、あんたはぁ！」

　締めつけの緩ゆるみを見逃さず、毒空木は吸盤のように吸い付く先輩の唇を引きはがした。

そして、逆に先輩の腰に手を回すと、

「いい加減にしろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　雪崩なだれ式バックドロップの要領で、己もろとも池の中に放り投げた。




　ダッパ――――――――――――――――――――――――――ンッッッ！




　三度、水みず飛沫しぶきが舞い上がる。

「うわああ、みゃーこ！　大丈夫？」

「先輩！　毒空木！」

　アワくって水際に駆け寄るも、二人を飲み込んだ池の水は夜の闇を映すばかりで見えるものは何一つ、

　――ボコボコボコ。

　あ、あった。泡だ。泡が水底から上がってくる。一つ、二つと断続的に浮上してくる水泡はやがて無数の泡の道となり、

　――チャポ。

　ふさふさとした青葉が水面から顔を出した。

　続いて松ぼっくりのようなパイナップルの表皮。その下から黒くて真っ直ぐな髪の毛と、それに混じってフワフワとカールした長い髪。さらにひそめた眉と真っ黒い大きな眼、デレ園の白水着が浮上する。

「あれ、みゃーこ？」

　池の中からパイナップルを載のっけた黒髪の毒空木が姿を現した。

「うそー！　みゃーこにパイナップルが生えてきたー！」

「んな、わけあるか！」

　毒空木は頭のパイナップルを引っ摑むと、黒髪のカツラを苛いら立だたしげに岸に投げつけた。仕込まれた血のりが湖岸に飛び散る。

「え、これ、カツラ？　じゃあ、秋海棠先輩は？」

　顔を見合わす三人。自然、視線は不気味に静まり返る大池へ。

　――ザバッ。

　その時、比較的控えめな水音をたてて、対岸に一人の少女が吐き出された。

　見慣れたデレ園の制服からボタボタと水滴を滴したたらせ、肩で荒い息をつく少女。

　……うそ、泳いだの？　あそこまで。




『おい、どうした？』

『なんだ、今の音は？』

『誰か池に落ちたのか？』




　三度響いた水音に、ざわめき始める参拝客。

　その喧けん騒そうから逃れるように、パイナップルでもロングヘアーでもなくなった秋海棠先輩は、一度も振り返る事なく夜の闇に走り去った。




　……そして。







「あたしのファーストキスがあああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　毒空木の悲痛な叫びが境内を切り裂くのだった。
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　週明け、月曜日。

　正午を境に垂れこめだした分厚い雲は、放課後になって完全に空を覆い尽くしていた。




「「はあ～～～～～～～～～～～～～～～～～～」」

　藤ふじ棚だなは、曇どん天てんの空模様に飲み込まれたかのような、どんよりとした溜ため息いきに満たされていた。




「く、暗いですね、二人とも」

　ガーデンテーブルに頰ほおを貼はりつけ、無限に溜息を生産し続ける僕と毒どく空うつ木ぎを交互に見回し、時とき宗そうさんが眼鏡めがねのブリッジを持ち上げる。

「ううう～～～、あたしのファーストキス……運命のキスが……。あぅぅぅぅ～～～」

「初めての彼女……僕の初めての彼女がたった一日……たった一日で……あぅぅ……」

「「はあ～～～～～～～～～～～～～～～～～～」」

「ちょ、ちょっと溜息やめてくださいよ、二人とも。元気出して！」

　……それがどれだけ難易度の高いミッションかわかってますか、時宗さん。

「そりゃあ、初めて出来た彼女にたった一日でフラれたらショックでしょうけど………でも、ほら、正確には一日じゃないでしょ？　えーっと、先せん輩ぱいに告白されたのが放課後すぐだから……一日と四時間？　ほら、ギリギリ二日目に食い込んでますよ！　だからハルくんは二日でフラれたんです！　良かったですね、一日じゃなくて！」

　……むぐぐ。

「みゃーこもしっかりしてよ。ファーストキスって言っても女の子同士ならノーカンだよ、普通。それにいきなりキスだけ奪われたらショックだけど、その前に公衆の面前でスカート捲めくられたり、パンツ覗のぞき込こまれたり、太もも舐なめられてアワ吹かされたりしたでしょ。それだけ色々されてたら、今さらキスぐらい何って感じだし」

「ぐぐぐ」

　毒空木の肩が微かすかに動いた。

「だから二人とも………………元気出して！」




「「へたくそっっ！」」

　僕と毒空木の怒ど鳴なり声が唱和した。

「ひぃん、怒られたぁ！　慰なぐさめてあげたのに！」

「あれで慰めたつもりなのか、乳眼鏡！　女子同士がノーカンなら、お前の初めても奪ったるわーい！」

「うそうそ、それはだめだよって……ちょ、なんでスカート捲ろうとするの！　ちょっと、どこにキスする気なの、みゃーこ！　助けてー、ハルく――ん！」

　すみません、今の僕にはそんな気力はありません。毒キノコに嚙かまれたと思ってキスを受け入れてください。

　…………キスか。

　先輩は、今頃何をしているのだろう。

　突然僕に告白して、一方的に別れを告げて、毒空木にキスをして、夜の池を泳ぎ切って、パイナップルを置いて逃走した秋しゆう海かい棠どう先輩……………あらためて整理すると大暴れだな、あの人。本当に、先輩は何がしたかったんだろう。

　その事を考え始めると、僕の胸は鉛なまりを流し込まれたように重く沈み、また一つ発生した溜息を、

「んで、お前はいつまで落ち込んでんじゃ、おらあああああああああああ！」

「ぎゃあああ！」

　口から吐はき出だす前に毒空木に椅い子すごと蹴けり倒たおされるのだった。

「いてーな、毒空木！　いきなり何すんだよ！」

「ハルこそなに吞のん気きに溜息ばっかついてんのよ！　状況わかってんのか！　あたしがこんなに落ち込んでんのよ？　ここは何を置いてもあたしを慰めるところじゃん！」

　うっそ、そんなところなの、ここ？　僕初めて出来た彼女に、一昨日おとといフラれたばっかなんですけど。

「みゃーこ可か哀わい相そうねーって、俺おれがついてるよーって、頭撫なでるところじゃん！　後ろから優しく抱きしめるところじゃん！　ほっぺにちゅーしてくれるところじゃーん！」

「要求が多いな！　僕だって被害者なんだぞ！　ちょっとは落ち込ませてくれよ」

「だめね。ハルに落ち込む資格なんてないね。ハルは自業自得だもん。あたしは散々忠告してやったのに、聞かなかったハルが悪いんだもん。ね、白さ湯ゆ、あたし言ってたよね、あの女は怪しいって！」

「うん、言ってたね」

　時宗さんがこくりと頷うなずく。

「怪しいって……何がだよ？」

「何が……とかはうまく言えないけど、とにかく、あの女からはヤバい感じしか漂ってこなかった。少なくとも絶対にハルを好きじゃないって、一目で確信したね」

「なんでわかるんだよ、そんな事？」

「んなもん、あたしがハルを大好きだからに決まってんじゃん！」

　当然とばかりに胸を張る毒空木。

「なんだよ、それ。つーか、そこまでわかってたら、もっと具体的に教えてくれよ。ずっと僕らを付け回してたんだから、言えるチャンスはいくらでもあっただろう」

「言えるワケないじゃん、そんな事……」

「なんで？」

「なんでって……」

　急に語気を弱めた毒空木は一瞬泣きそうな顔で唇くちびるを嚙むと、

「なんでもよ！」

　嚙みつくように怒鳴った。今日の毒空木は、いつになく歯切れが悪い。

「そ、それにしても、秋海棠先輩は何がしたかったんでしょうね。ほら、こんな物まで被かぶって」

　不穏になりかけた空気を取とり繕つくろうように言葉を差し挟み、時宗さんはガーデンテーブルに鎮ちん座ざしていたパイン付きカツラをグラグラと揺らして見せた。

「すごいですよ。このカツラ。パインを強引に引き抜こうとすると血ち糊のりが飛び出してくる仕組みになってるし。これ、一人で作ったんですかね？」

「さあね～、天然少女の考えはわかんないわ～。あ、そうだ、ハル。直接本人に聞いてきてよ。あんた彼氏なんだしって、あ、ごっめ～～ん、今は元彼かあ？　一日と四時間でフラれた元彼？　くぷぷぷぷ～」

　ぐぅ。わ、わかってたけど容よう赦しやという言葉を知らねーな、こいつは。

「聞こうにも聞けないんだよ。あの夜から先輩に連絡がつかなくて。今日も学校休んでるし、寮にも帰ってないみたいだし」

「クラスの弓道部の子から聞いたんですけど、先輩、部活も無断欠席してるそうですよ」

「ふーん」

　髪の毛の先をクルクルと弄もてあそび、秋海棠先輩の情報には何の興味もないというところを示す毒空木。

「ハルくん、あの人弓道部の特待生だって言ってましたよね？　このまま部活休み続けたら、あの人デレ園えん自体いられなくなるんじゃ…………」

　寮の無断外泊に加え、学校の無断欠席もある。女子生徒の素行を重視するデレ園的にもこのあたりがギリギリかもしれない。

『……私は美しくないよ』

　あの夜の秋海棠先輩の顔が頭に浮かぶ。まだ、僕の恋人だった頃の秋海棠先輩。

　――――ゴトッ。

「座ってろ」

　椅子を引いて立ち上がろうとする僕のブレザーの裾すそを、毒空木が握りしめた。

「毒空木。僕、先輩を探しに――」

「行くなっ！」

　毒空木の大喝が炸さく裂れつした。僕の言葉をかき消せば、根底にある意思まで霧散させられると信じているかのように。

「……だって、ほっとけないだろ」

「ほっとけよ！」

　毒空木も椅子を蹴る。

「なんでよ！　なんで放っておけないのよ、あんな奴やつっ！　あんたバカじゃないの？　わかってんの？　ハルを一日で捨てた女だよ？　ああ、もういい！　もう、はっきり言う！　ハルは捨てられたんじゃない。元から拾われてすらいないの！」

　…………うわあ、さすが毒空木さん。核心を突くのに躊ちゆう躇ちよがないやー。

「何の目的か知らないけど、あいつは噓うそばっかりついてハルを利用しようとしただけなの！　あたし二人のことずっと見てたもん！　あんた達はいったい何をしてたの？　手もつながずに、ろくに話もせずに、プリクラも一人ずつ撮って、弓まで向けられて！」

　……なんだよ、遊んでるふりして、よく見てたんじゃん。

「ねえ、ホントはもうわかってるんでしょ？　あんた達は恋人同士ですらなかったの！」

　最後の言葉を叩たたきつけて、毒空木は僕を睨にらみつけた。

　恋人ですらなかった。

　これが、デレ園全ぜん告コクツアーが終わっていないと言った毒空木の真意だろう。

　…………こいつは、本当に容赦ないなあ。一言もないわ。

「だから……もう、行かないで、ハル……」

　それでも、瞳ひとみに涙の膜まくを纏まとうのは、言葉の刃を振り回す毒空木の方だった。

「……んな、ことはわかってるよ、でも、僕はもう一度だけ、もう一度だけ先輩に会って確認したいんだ」

「なにを？」

「今は、言えない」

　毒空木がキッと唇の裏を嚙む。

「……本気で好きになっちゃったの？」

「は？」

「ハルが惚ほれっぽいのは知ってるよ。でも、まさか、あんな女に本気になっちゃったの？　そんなことないよね？　ねえ、ハル」

「な、勘かん違ちがいすんなよ！　僕が女の子を好きになる時はいつも本気だっつーの！」

「―――っ！」

　毒空木は一瞬、頰を張られたように息を詰めると、

「じゃあ、勝手にしろっ！」

「ふんぎゃあ！」

　本当に僕を張り倒して駆け出した。

「ちょっと、みゃーこ！　待って！」

　その後を、逆の意味でものすごいスピードで時宗さんがノタノタと追っていく。




　小さくなる二人の背中を見送りながら、僕は自分からどんどん人が離れていく感覚を抑えることができなかった。
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　湿り気を帯びた生暖かい風が髪の毛に絡からみつく。

　この分だと、空模様は夕方から崩くずれるのかもしれない。そう思うと、ただでさえ重い足取りが覚おぼ束つかなく震ふるえた。頭の中がグラグラ揺れている。気を抜けばすぐに足元を見失いそうになる。

『なんでよ！　なんで放っておけないのよ、あんな奴っ！』

　毒空木の言葉が耳の奥に反響していた。なぜだろう。なんで放っておけないんだろう。

『あいつは噓ばっかりついてハルを利用しようとしただけなの！』

　そうなのかもしれない。

　それでも、一つだけ。

　少なくとも一つだけは先輩は本当のことを言っていたと僕は信じている。

『……私は弓が好きだ』

　あの言葉が噓であるはずがない。だから僕はここに来た。

　純白の道着に身を包んだ少女たちが弓を引きしぼる弓道場。

　放たれた矢は中あたるものも、外れるものも、ただ真まっ直すぐに飛んでいく。

　真っ直ぐに飛んでいくからこそ、射は己の心を真っ直ぐに映す鏡となるのだろう。

　弓道とは『道』であり、『道』とは真実の探求だ。弓道家は的の向こうに何を見るのか。各々が各々の『真善美』を求めて弓を引く弓道場。




　……………を見下ろす体育館の屋根の上で先輩は膝ひざを抱えていた。




「い、い、い、いたぁ～～～～～～～～～～～～！　やっぱり、ここにいたぁぁぁ～～～～～～～～～！」




「つ、石つわ蕗ぶき！　なぜ、お前がここに！」

　顎あごにかかる程度のショートヘアを振り乱し、秋海棠先輩が振り返る。

「あ、あ、あ、ああああ、あんたがここにいるからでしょうがぁぁぁぁぁ！　くっそぉぉ、ホントはいないでくれれば良かったのにぃぃぃ！　もう二度とここには来たくなかったのにぃぃ！　こぉぉぉ――――えぇぇぇ―――！　眩暈めまいがする、気持ち悪いぃ！」

「だめだ、来るな、石蕗！　私は、お前に合わせる顔が。なぜ来たんだ。お前は――」

「ちょ、先輩、ストップ！」

　四よつん這ばいの姿勢から、貴重な貴重な右手を突き出して先輩の言葉を押しとどめた。

「…………その話、長くなります？」

「は？」

　いや、あの、すみません。空気読めなくて、すみません。思いっきりＫＹ発言ですみません。でも、なんかシリアスな雰ふん囲い気きブリブリ出てたし、絶対長くなると思いまして。

「どうせなら……途中で邪じや魔まするより先に済ました方がいいと思いまして……」

「済ます？」

　コクリと頷いたのがトドメだった。

　僅わずかな脳の揺れがダイレクトに胃袋を刺激して、食べたばかりの昼食が胃袋から返ってきた。
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「大丈夫か、石蕗。水でも飲むか」

「いえ、いいです。飲んだ分だけ吐くだけですから……」

　先輩の差し出したペットボトルを見もせずに退けた。

「そうか……なら、ここにいるのもなんだから、下に降りようか」

　先輩が屋根の上で異彩を放つ元僕の昼食にチラリと視線を流す。

「ご、ごめんなさい。そうしたいのは山々なんですが…………動くのも辛つらくて。むしろ、しばらくここで休んでいたいです」

「う、うむ、そうか。ならば、しばらく座って風に当たって休むといい。幸い風なら、売るほど吹いている」

　そして、僕と先輩と元僕の昼食は、しばらくの間並んで座って弓道場の様子を見下ろしていた。

　カンカンと音を立てて矢が飛び交う射場。張りつめた緊張がただよう弓道場は、ここから見るとまるで別次元の世界に見えた。




「なぜ、ここがわかった？」

　秋海棠先輩が言う。

　髪が短くなったおかげで先輩の表情は横からでもよく見える。パインでも長髪でもなく、頼りなさげに膝を抱える先輩はひどく幼く見えた。

「分かるに決まってるじゃないですか…………これでも一応、あなたの元彼ですよ？」

「…………元彼。そうか、そうだな……」

　先輩は寂さびしそうな笑みを漏もらすと、

「石蕗、すまないっ！」

　体育館の屋根の上で、惚れ惚れするような美しい土ど下げ座ざを決めて見せた。

　それは、謝意を表すという行動を極限まで洗練させた、芸術的とまで言える神々しいばかりの土下座だった。

「私は君を愛してはいなかった！　君を騙だましていたのだ！　私が、私が本当に愛していたのは――」

「毒空木でしょ？」

「なぜ、それを―――――――――――――――――――――――――――――っっ！」

　いや、そりゃ気付くでしょうよ。むしろ遅かったくらいだよ。

　会う度に赤面して、まともに目も合わせられなくて、力んで、震えて…………。寝ても覚めても頭の中がいっぱいで。

　毒空木を前にした秋海棠先輩は、見事なまでに恋する乙女おとめだったじゃないか。

　そして、極めつきはあの熱烈なキス。

「……秋海棠先輩って、最初はよくわからない人だと思ってましたけど、こうしてみると、ホンッットわかりやすいですよね」

「な、なんだと！」

　僕の言葉に、先輩は血相を変えた。

　取りようによっては底が浅いとも解釈できる『わかりやすい』という言葉は、先輩に向かってぶつけるには無礼過ぎたかもしれない。でも、先輩は、

「……そうか、君は私をわかってくれるのか」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　前言撤回。相変わらず、感情のスイッチだけはわかりにくい人だった。
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「私はな、いわゆる女系の家庭に育ったんだよ」

　風の音が弱まるのを待って、先輩は静かに語り出した。

「私の実家は、弓の世界では知らぬ者のない大流派の家元だ。私が物心つく前に父が死に、母は弓の素人しろうとであったため、祖母が家元を継ぐことになった。今思うと、父に操みさおを立てていたのだろう。母は家にも道場にも一切男を立ち入らせなくなった。私はそうやって女だけの城で弓とともに育ち、当然のように弓と女を愛するようになった」

　秋海棠先輩はそこで一息つくと、ペットボトルの水を口に含んだ。一分にも満たない語りだったけれど、先輩はひどく喉のどが渇いているように見えた。

「杏きよう子こちゃんは本当に可か愛わいい子だったよ……」

「すみません、杏子ちゃん初登場です。誰だれですか、その人？」

「おお、すまん。小学校の同級生だよ。アメリカからの帰国子女で、気の強いところもあったけれど、フワフワの髪の毛が綺き麗れいで絵本に出てくるような可愛い女の子だった」

　……誰かを思わせる女の子だな。

「彼女はクラスの人気者で、その頃から何かと級友に薄気味悪がられていた私にも、分わけ隔へだてなく笑顔をくれた子だった。いつも待ち合わせて登下校していてな。道場で辛い事があった時も杏子ちゃんに会えると思うと、朝が待ち遠しかった。本当に大好きだったんだ」

　微笑ましいはずの思い出を語る先輩の語り口は、その後の悲劇を予告するような強こわ張ばりを含んでいた。

「六年生二学期の終業式。その日も私は杏子ちゃんと一緒に帰っていた。私はいつにもまして口数が少なかった。私は悲しかったんだ。私は小学校を卒業したら弓道部の強い県外の中学に進学が決まっていた。杏子ちゃんと一緒に過ごせるのが、あと一学期だけだと思うと悲しくて悲しくて、気持ちが抑えきれなくて、それで…………やらかした」

「へ？」

「口づけを……してしまった」

「ど、どこに？」

「口づけなんだから……唇に決まってるだろう……」

　う～～～～～～わ～～～～～。

　やらかしたぁ～～～～～～～～～～～～～～～～。

「わ、私はただ気持ちを伝えたかっただけなんだ。どれだけ杏子ちゃんを大事に想っていたかを伝えたかっただけなんだ。しかし、口くち下べ手たな私は想いを口に出すことが出来なくて、それでも口に出したくて…………結果、口だけが出ることに」

　誰が上う手まいこと言えといった…………いや、上手くもねーわ、別に。

「杏子ちゃんは驚いていたよ」

「そうでしょうね」

「私は彼女に嫌われるのじゃないかと思うと怖こわくて仕方なかった。でも、彼女は笑ってくれたんだ。私の気持ちが嬉しいとばかりに、いつもと変わらない笑顔をくれたんだ。それで私は確信した。たとえ進む道は違っても、心で繫つながってさえいれば人は一人じゃないのだと。嬉しかった。告白ができて本当に嬉しいと思ったよ……だが、冬休みが明けた始業式、杏子ちゃんは待ち合わせ場所に現れなかった」

「……え？」

「待った。ずっと待った。始業の時間になっても待ち続けた。けれど、彼女は来なかった。初めて一人で学校に行った。杏子ちゃんはいつもと変わらない笑顔で教室の友達と談笑していたよ。そして、私を見つけると、相変わらずの笑顔で、『今日から他の子と登下校することになったから』、そう告げられた」

「そんな……」

「その日から、クラス全員のイジメが始まった」

「イジメって、先輩が？」

　先輩が無言で頷く。

「普通の環境とは違った育ち方をした私は、もともとクラスで浮いた存在だったからな。それを辛かろうじて繫ぎ止めていてくれたのが、杏子ちゃんだったのだ。杏子ちゃんが離れ、その上特殊な性癖が知れ渡った私は、格好のターゲットというわけだ」

「それって、もしかして……」

　いや、あえて確認するまでもないだろう。先輩の性癖をクラスに伝えられる人間は一人しかいないのだから。

「おかげでようやく気が付いたよ、私が異常であるという事を。そして、この異常性は決して他人には知られてはならないのだという事を。中学に入学した私はとにかく己の異常性を隠すことに必死になった…………だが、無理だった。私の気持ちはどのように厳重に封じても風に乗って相手に伝わってしまうのだ」

「ちょっと、すみません。何ですか、気持ちが風に乗るって。そんなメルヘン現象あるわけないでしょう。ちゃんと説明してください。なんで気持ちがバレたんですか？」

「いや、それは、だから、どうしても抑えきれない気持ちが形をとるというか、体が想いに支配されるというか……」

　じ――――――――――っと、先輩の横顔に視線を突き刺す。

「そ、そうだな。その、ちょっとスキンシップが深入りしてしまったという感は否いなめないかもしれない……」

　…………手ェ出してんじゃないすか。

　なんだよ、スキンシップが深入りって。何がどこまで入っていったんだよ。

「中学時代は恋をする度に思いを悟られ、距離を置かれることの繰り返しだったよ」

「いや、繰り返さないでくださいよ！　スキンシップ自重すればいいだけでしょうが！」

「わ、わかってるよ！　私だって、私なりに精一杯自制したつもりだ！　だが、どうしても無理なのだ。私は、私の体は心とは裏腹の皮肉な星の元に生まれついていたのだ！」

「……今度、そんな抽象的な表現の言葉使ったら、もう話聞きませんからね。なんで？　抑えられなかったんですか？」

「うぐぐ、つまり、私というヤツは……」

「いうヤツは？」

「うぐぐぐ」

　秋海棠先輩はもう一度唸うなり声を漏らすと、もにょもにょと唇を蠢うごめかせ、




「……聖なる欲求が、強いのだ」




　くぐもった声でそう言った。

「聖なる欲求……？」

　聖なる欲……？　聖……欲……。セイ……ヨク……。セイヨク……っておい。

「面めん目ぼくない……」

　先輩は真まっ赤かに染まった頰を両膝に埋うめた。

　……なるほど。

　毒空木が秋海棠先輩から感じた言葉に出せないヤバい感じってのは、つまり、先輩の発する尋じん常じようじゃない性……じゃない、聖欲だったというわけか。

　英雄色を好むというかなんというか。ろくでもない話だな……。

「と、とにかく、そういうわけで、私の中学時代は失意のうちに終了した。私は己の未熟さを呪のろったよ。そして、決意した。高校に入ったら女を断とうと。劣れつ情じようを排し、ただ弓に生きようと固く心に誓って…………デレ園に入学した」

「いや、おかしいおかしい。なんで女を断とうと思った人がデレ園に入るんですか！」

「学校を決めたのは、私ではない祖母だ」

「断りゃいいじゃないですか！」

　そう言う僕に、先輩は弱々しく笑った。

「……君には理解できないだろうな。武門の棟とう梁りようの言葉の重みは。到底中学生のひよっこなどが、逆らえるものではないのだよ。だから、私はこれを試練だと捉とらえることにした。最高の美女達による最強の誘惑に耐えきった時に、私は『真しん善ぜん美び』の神しん髄ずいを知ることができるのだと。そう、これは神が与えたもうた試練なのだ！」

　……えらいことに巻き込まれたもんだな、神様も。

「――で、初日からやらかした」

　神様の立場は！

「それが原因で起こったいざこざで、いきなり三日間の停学になってしまったよ」

　これが天然少女停学事件の真相か！　まさかのセクハラ停学だったのか！

「舐めていたよ、デレ園を。私の小さな決意などもろともしない。ここは天……地獄だ」

　今、天国って言いかけましたよね。

「このままでは学生生活はままならない。一時は学園を辞めようかとまで思った。だが、悩んだ末に、私には一つのアイデアが浮かんだ。それはまさに神の啓示と呼ぶにふさわしい妙案だった」

　秋海棠先輩の妙案……だと？




「そして、私は………………パイナップルを被ることにしたのだ」




　ここで出てきた、パイナップル―――――――――――――っっっ！

　待て待て待て、繫がんない繫がんない。なんで、そこでパイナップルになったんだ！　どういう流れだ、わけわかんねーよ！

「わからないだろう。いいのだよ、それで。私は理解できない女になることにしたのだ」

「え、理解できない女……？」

　先輩はコクリと頷くと、また水を一口含んで、すっかり短くなった髪の毛を惜しむように頭を撫で、




「頭からパイナップルが生はえてきたなどと訳のわからないことを言う女なら、少々スキンシップが深入りしても、ああ、あの変人のやることだから…………で、済むだろ？」




　なんじゃ、そりゃっっっ！

「なん――――っすか、それは！　びっくりした！　ああ、びっくりした！　なんか重苦しい雰囲気出すから、何があるのかと思ったら！　なんすか、そのショボイ理由は！」

「ショ、ショボイとか言うな！　これでも懸命に知恵を絞ったのだぞ！」

「絞ってそれですか！　結局自制する気ゼロじゃないですか！」

「勘違いするな！　自制はする！　死ぬ気でする！　パイナップルはどうしても自制が及ばなかった時の、あくまで非常手段だ。事実、この作戦を実行に移してからというもの、私は女に指一本触れていないのだぞ。すごいだろう」

　確かにすごいよ。

　何がすごいって、実行するからすごい。普通は思いついたってやらないもん。

「まあ、それはパイナップル作戦の思わぬ付随効果のおかげでもあるのだがな」

「付随効果……？」

「パイナップルを被るようになってから、私の周りに一切人が寄り付かなくなったのだ」

「哀かなしすぎるでしょ、パイナップル作戦！」

「今では私とコミュニケーションをとってくれるのは弓道部のメンツだけだよ。まあ、多少当初の目的とズレはしたが、それでもいいのだ。私に近付く人間がいなくなれば、私は誰も傷つけなくてすむのだからな」

　誰も傷つけなくてすむ。

　その言葉は、誰にも傷つけられなくてすむと言っているようにも聞こえた。

　それほどまでに、幼い先輩の心に刻まれた傷は深かったのかもしれない。それほどまでに、幼い親友を裏切りに向かわせた自分の行いが許せないのかもしれない。

「ぎこちなくはあったが、パイナップル作戦はうまく機能していた。最低限の人間関係は、私に弓に集中する環境を与えてくれた。思えば私の人生で一番平和な時期だったかもしれない…………だが、そんな平穏も長くは続かなかった。あの女が私の平穏を打ち崩したのだ」

「……毒空木ですか？」

　僕の言葉に先輩はビクリと体を震わせた。

「あ、あ、あ…………あいつは可愛すぎるんだあああああああ――――――――――！」

「ちょ、なに叫さけんでるですか、先輩！」

「うおおおお、たまらん！　たまらんぞぉぉぉぉぉぉ、毒空木ぃぃぃ――――――！」

「転がらないで、先輩！　危ないから！　落ちるから！」

　あと、そこ、僕の元昼ご飯もあるから！

「はぁ、はぁ、すまない。つい興奮して。ヤツの名前を口に出すだけで、体が炎上するかのように滾たぎるのだ……ヤツは人間ではない。私の劣情を自在に弄ぶ天……悪魔だ」

　また天使って言いかけた。

「毒空木……毒空木……。初めて見た時から、あの子の顔が頭から離れないんだ。あの子の傍そばにいたくて、傍にいたくて、気が狂いそうで、いてもたってもいられなくて……」

「それで、僕を利用したと」

「…………」

　先輩の熱狂が水をブッかけられたように収まった。

「毒空木といつも一緒にいる僕の恋人というポジションに収まれば、毒空木に近付けるってわけですか。随ずい分ぶん回りくどいことしましたね。素直に友達になってくれって本人に言えばいいのに」

「そんなことできるわけないだろう。毒空木に近付けば、遅かれ早かれ私の想いは伝わってしまう。そうしたら、また嫌われる。杏子ちゃんのように。それだけはだめだ。それだけは。今度あの子に嫌われたら、私はもう……生きていけない」

　今度……？

　先輩の何なに気げない言い間違いが、僕の脳に微かな跡を残す。

「君の恋人になれば同性愛者じゃないという格好のアピールになる。ずっと彼女の傍にいられる。そう思ったんだ。誓ちかっていうが、私は毒空木をどうこうしようと思ったんじゃない。ただ傍にいたかっただけなんだ…………。君のことは適当な時期に振ればいいと思っていた。水みず木きに聞くところによると、君は学園中の女に声をかけて回っているという。そんな君なら……」

「騙されても当然だって？」

　先輩は黙って下を向く。それは肯定の頷きのようにも、後悔の俯うつむきのようにも見えた。

「脅きよう迫はく状じようも、先輩が書いたんですね」

「……いつから気が付いていた」

「見た瞬間から。あのタイミングで僕の鞄かばんに脅迫状を仕込める人間は、毒空木、時宗さん、秋海棠先輩の三人だけですからね。あとは消去法です。毒空木は一番に消去ですね」

「なぜだ？」

「毒空木は、あなたの事を秋海棠とは呼びませんから」

「確かにそうだったな。だが、それなら、あの眼鏡の子という可能性もあるじゃないか」

「時宗さんがあれを書いたのなら…………誤字脱字がないはずがない」

「あんな簡単な文章でか！」

「……時宗さんを、舐めないでください」

「そ、そうか……それほどなのか……」

　先輩は俯いて声を落とした。

「……君の推察通りだ。私は君が怖かったんだよ。性の野獣と呼ばれる君と二人で同じ時間を過ごすことが。デートともなればこの身が無事で済むはずがないと。だから……」

「ちょっと、誰が性の野獣ですか、誰が！」

　どっちかというと、それはあなたの方だろう。

「確かに。君は聞いていた話と全然違っていたよ。噂うわさなんてあてにならないものだな。君は常に真しん摯しで一生懸命で、誠実だった。頭からパイナップルが生えてきたなんて主張する頭のおかしい女に対してもだ。本当にすまない。私はなんと醜みにくいんだろう」

　パイナップルのない頭を深々と下げる秋海棠先輩、固そうな直毛がサラリと流れた。

そんなことないですよと言うには、さすがに時間が必要だ。

「本当にひどい作戦を立てたもんですね」

「……すまない」

「しかも、結局毒空木に手ェ出しちゃってるし」

「ううう、私はなんと不出来なんだろう。私はあの子が恐ろしい。あの子は化け物だ。私の魂たましいを捉えて放さない。名前を呼ばれるだけで自制心が吹っ飛んでしまう。自分が制御できない。もう、お終しまいだ。スカートを捲って太ふと股ももを舐めるくらいなら、まだ変人の奇行の範囲内といえたのに」

　いや、それも、かなりギリギリだけどね。

「そのうえ、あんなことをやらかしてしまっては。うううう」

　昨晩の光景が頭に浮かぶ。

　映画でも見ないような濃厚なキス………あれは、確かに言い訳不可だ。

「ううう、どうしよう。毒空木に嫌われてしまったら、私は……私は……」

「あの、先輩。どうしても、毒空木じゃないとだめなんですか？　この学園って百ゆ合りビアンの子多いらしいですし……」

「バカにするな」

　小さな声で、しかし、確かな力を込めて先輩はそう言った。

「……私は毒空木がいいんだ。女なら誰でもいいんじゃない」

　―――――お前と違って。

　そう言われた気がしたのは、僕の被害妄もう想そうだろうか。

「……すみませんでした」

　僕達はお互いに謝ってばかりだった。




　そうして、僕達はまた、黙って弓の弾ける音を聞いていた。

　先輩は音を聞いただけで矢の行方ゆくえがわかるらしく、空を覆い始めた灰色の雲を見つめたまま、的中か否かを言い当てていた。

「す、すごいですね、先輩」

「私がわかるのはこんなことだけだ……なあ、石蕗。私はこれからいったいどうすればいいのだろう」

「そう……ですねえ」

　毒空木のやつ、かなり怒ってたみたいだしなあ……。

「私はこれからの一生を、どう生きればいいのだろう？」

「一生って……」

　――何を大げさな。その言葉を、ギリギリのところで飲み込んだ。

「……先輩？」

　秋海棠先輩のやせた頰を伝う一粒の涙を見つけたからだ。

「私は一生このままなのだろうか。愛する人に愛を伝える事も出来ず。近付く事もできず。本当の自分をひた隠しにして生きていかなくてはならないのだろうか。なぜ、私はこんなふうに生まれてしまったのだろう。なあ、石蕗。私は誰を怨うらめばいい。こんな頑強な体に産んでくれた母は怨めない。私に弓を与えてくれた祖母は怨めない。結局、自分を怨みながら生きていくしかないのだろうか」

　涙は止めどなく流れ落ちて、秋海棠先輩の声を震わせる。

「私は一生結婚するつもりはない。子供を産むつもりもない。生涯、一弓道家として生きていく覚悟は出来ている。だが、それでも、それでも……」

　先輩は抱えた膝にめり込むほど深く爪つめを立てると、




「…………好きな人に拒絶されるのは、辛いんだ」




　そう言って泣いた。

「もう、嫌なんだ。愛する人に拒絶されるのは、もう…………」

　嗚お咽えつをおさえ、声も上げずに、ただただ静かに涙を落とし続けた。

　大げさな事など、何もなかった。

　先輩は真剣に人生に悩み、恐れていた。

　ごまかしたかったんじゃない。奇をてらいたかったのでもない。

　天然少女は、ずっと怯おびえていたんだ。小さなパイナップルの陰に、大きすぎる自分を隠して、ずっと震えていたんだ。

　なんて、不器用で。なんて、脆もろくて。なんて…………真っ直ぐな人なんだろう。

　そんな先輩を見ていると、胸が締め付けられるようで、僕は……僕は……




「まあ、でも。全ては性欲に負けてホイホイ手ぇ出しちゃう先輩が悪いんですけどね～」




　言葉を抑える事ができなかった。

「ふぐぅっ！　わ、わかっとるわ、そんな事！　な、なんだ、石蕗、君はアレだな、意外にはっきりと物を言う男だな」

「すみません」

　なんだろう。先輩に対するこの言い易やすさ。自分でもびっくりだ……だから、だろうか。

「ねえ……先輩。毒空木に、話しましょう。先輩がここで話したこと、全部」

　先輩にそう提案する事にも、僕にはためらいがなかった。

「な、何を言ってるんだ！　そ、そんなこと出来るわけないだろう！」

　先輩が涙を飛び散らして言う。

「怖いのはわかります。でも、それしかないでしょう。先輩は小細工が過ぎました。仲良くなりたいのなら、隠し事なんかしちゃだめですよ。全部話して、誠心誠意謝る。これしか方法はありません。結局、正攻法が一番近道なんですよ」

「し、しかし……私の本心に気付かれたら――」

「毒空木は杏子ちゃんじゃありませんよ」

「―――っ！」

　秋海棠先輩の見開かれた目から、何かが零こぼれ落おちた。

「僕も付き合います。だから、一緒に行きましょう。毒空木と友達になりたいんでしょ？」

「…………友達」

　先輩は涙でぐしょぐしょになった顔を膝に埋め、

「……なりたい。あの子の傍にいたい」

　小さな声でそう言った。

　すっかり短くなった横髪から覗く耳を真っ赤に染めながら。ずっと大人っぽいと思っていた先輩が、初めて可愛く見えた。

「石蕗……」

　秋海棠先輩は抱えていた膝を組み直し、恭うやうやしく体育館の屋根に手をつくと、

「……不ふ束つつか者ものですが、何なに卒とぞお付き合いのほどをよろしくお願いいたします」




　惚れ惚れするような完かん璧ぺきな土下座を決めて見せた。
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　翌日、昼休み。

「こ、こ、こここ、ここにいるのか、毒空木は」

　僕と秋海棠先輩は中庭の入り口に立っていた。

「はい。あそこの大きな噴水のちょうど反対側。銀杏いちよう並木の奥の藤棚が、毒空木の定位置です」

「そ、そうか。ふ、噴水の底と、反対側と、銀杏の奥と、藤棚にいるのか、毒空木は」

「そんなにいっぱいいませんよ、毒空木は！　本当に大丈夫ですか、秋海棠先輩？」

「う、うむ。案ずるな。私はいたってレイセンだよ……いや、レイレイだよ……あれ？　レイヘイ……レ、レンセン……ううんっ。私はいたって、落ち着いているよ」

『冷静』も言えない人がですか！　見あげた秋海棠先輩の顔色は、青空との境界もあやふやなほど真っ青だ。

「一応、謝罪の意を込めて贈り物も用意してきたのだ」

「贈り物？」

　悪い予感しか湧わいてこない僕を前に、先輩は自信満々の様子で鞄に手をつっこむと、

「下着屋でお揃そろいのパンツを買って――」

「はい、アウト。しまってください。そして、二度と出さないでください」

「なぜだ！」

「あれほど言ったでしょ！　余計な小細工はいいんですって！」

「そ、そうか。残念だ」

　しょんぼりと紙袋を鞄に収める秋海棠先輩、まったくもう、この人は。

「じゃ、行きましょっか。時間もないことだし」

　そう言うと、朝方まで降り続いた雨の跡を残す芝生へと、僕は足を踏み入れた。

　……僕は足を踏み入れた。

「つ、石蕗、毒空木は私の謝罪を受けて入れてくれるだろうか？」

　秋海棠先輩は踏み入れない。

　水を怖がるカナヅチのように、中庭の入り口で動かない。

「ううう、無理だ。うまくいきっこない。やっぱり私には無理だ……」

　被害妄想に押おし潰つぶされヨレヨレと膝を抱える。

「ちょっと、今さら何言ってるんですか。ここまで来て」

「し、しかし、怖いのだ。毒空木に拒絶されたらと思うと……私はどうしたらいいんだ」

「そん時はしょうがないでしょーよ。泣いてくださいよ」

「そんな無責任な！」

「僕が一緒にいますから」

「え……？」

　先輩の泣き顔が驚きのそれへと変わる。

　思えば、随分と表情豊かになったもんだな、この人も。僕は腰を屈かがめると、秋海棠先輩の顔を覗き込んだ。

「先輩が泣なき止やむまで、夜まででも、朝まででも、僕が一緒にいます。約束したでしょ？　僕も付き合うって」

「石蕗…………。なぜだ。石蕗、君はなぜ、そこまで私に優しくしてくれるんだ？」

「―――ぐふうっ」

　い、今それを聞くか？　ずっと巧妙に避けてきたのに……。

「いや、だ、だから、それは、だから……僕が先輩の友達だからですよ！」

　しどろもどろで言葉を捻ひねりだした。

「友達？　私と石蕗がか？」

「は、はい、そうです！　こんな言葉を知ってますか？　『男女の間に友情は成立しないが、一度付き合って別れた恋人同士に限りありうるのだ』って」

「そんな語ご呂ろの悪い格言があったのか……」

　語呂の悪さには触れないで。今、適当に作ったんだから。

「まあ、そんなわけで、僕らはもう友達なんです。先輩が毒空木と友達になれなくても、僕がいますよ。だから………………はい、秋海棠先輩」

　勇気を出してください。そんな想いを込めて、僕は手を差し出した。

「石蕗…………」

　先輩は潤うるんだ瞳で僕の手のひらを見つめると、

「……石蕗っっっ！」

「ぐぇぇっ！」




　手をすり抜けて、思い切り僕を抱きしめた。




「えええ、ちょ、先輩……えええ？」

「男に抱きついたのは、これが初めてだよ」

　柑かん橘きつ系とは違った甘い匂いが仄ほのかに香る。

「知らなかった。男の体とはこんなにも暖かく頼もしいものなのか。手の震えが止まった。鼓動が静まる。体中の強張りが解けていくようだ………………友達とはありがたいものだな」

「先輩……」

「ありがとう、石蕗…………君が私の、初めての友達だ」

　――友達だ。

　そうだ、僕と先輩は友達だ………だから、これも、友達としてだ。

　僕はダラリと垂れさがらせていた両腕を持ち上げて、先輩の背中へと回し―――




「あほぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」




　――かけたところで、後頭部が凄すさまじい衝撃に襲われた。

「どうした、石蕗！」

「んぐぉぉぉ、だ、だ、だ、大丈夫ですぅぅ～～～」

　やせ我が慢まん全開で何とかそう答え、痛みに破は裂れつしそうな頭を巡めぐらせると、濡ぬれた芝生に落ちているのは…………デレ園の指定鞄。これが僕の後頭部を襲った弾丸か。

　恐る恐る、僕と鞄の延長線を辿たどってみれば、

「ハルぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ」

　銀杏並木の下で怒りに髪の毛を逆立てている、

「毒空木ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ――――――――――！」

　うっそ―――！　な、な、な、なんで、このタイミングでぇぇぇぇぇぇ！

　見られた！　よりによって、最悪のところを見られてしまった―――――――！

「ま、待て、違う！　これは違うんだ、毒空木！　これは、あくまで友達で……」

「ハルのばかああああああああああ―――――！」

　号砲のごとき大喝で僕の言い訳をかき消して、毒空木が駆け出した。

「待ってくれ、毒空木――って、足あし速はぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　毒空木、足速ぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！　ロケットでも搭とう載さいしてんのか！

　この距離からでは追いつけない、そんな計算が追走の一歩を押しとどめる。

　と、その時。

「あいつを止めればいいのだな？」

　秋海棠先輩がすっと僕の前に出た。

「は、はい。でも、もう追いつくのは無理って…………えええええええええええ？」

　いつの間にケースから取り出したのだろうか。

　秋海棠先輩が矢を番つがえて弓を引き絞っていた。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょ！　何してるんですか、先輩！　それで何する気なんですか！」

「でえええい！」

　うったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ―――――！

　マジか、この人ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ―――――！

　ぴょうと放たれた矢は一直線に並木道を渡り、




　―――ザクッ！




「……え？」

　全速力で走っていた毒空木の、ブレザーの裾を貫つらぬいて銀杏の幹に縫ぬい留とめた。

　いや、ロビンフッドか。

「まだまだあ！」

　二の矢、三の矢、四の矢、五の矢。

　目にも止まらぬ射技でマシンガンのように矢を撃ちだしていく秋海棠先輩。

「――うわっ！　――ちょっ！　――ひいっ！　―――きゃあっ！」

　その全てが寸分の狂いもなく毒空木のブレザーを、セーターを、スカートを、リボンまでをも縫い留める。

　すごすぎるだろ！　もう、神業なんてレベルじゃねえ！

「これでトドメだぁぁぁ！」

　最後の一矢は、とりわけ大きく引き絞られ、とりわけ鋭く空を切って、とりわけ早く木立を抜けて、

「ふべっ！」




　毒空木の脳天に命中した。




「あたったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ―――――――――――――！」

「……皆中」

「いや、言ってる場合か！　ホントにあててどうすんですか！　え、うそ、矢がっ、頭にっ！　し、死んだ！　毒空木が死んだぁぁ―――――――！」

「案ずるな、石蕗。最後の一矢は矢じりがゴムで出来ている模擬矢だ。死ぬほど痛いが死にはしない。急所にでも中らなければ問題はない」

　脳天が急所じゃないとでも？

「さあ、石蕗。毒空木の足は止めたぞ。それでは毒空木に謝罪に行こうか」

　悠々と弓をおさめる秋海棠先輩。

「……あ、あのですね、先輩。その前に一言、言っておきたいんですが」

「なんだ？」

「あんた、あほかぁぁ！」




　先輩に向かってこんな口が利きけるのも、友達だからなのですよ？
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「あ、あの、毒空木様、お怪け我がはありませんでしょうか？」

「………………」

　噴水台から打ち上げられた水みず飛沫しぶきが、サラサラと溜たまりに落ちる。

　ブンむくれてる毒空木を前にして、僕は靴くつを舐めんばかりに平身低頭していた。

「乱暴なマネをしてしまって申し訳ありません。でもでげすね。毒空木様には是非とも冷静に聞いていただきたい話があるんでげすよ」

「…………無理」

　しかし、毒空木はにべもない。

「お願いだ、毒空木。今までの私の振る舞いを謝りたいんだ。このとおりだから、落ち着いて話を聞いてくれ」

「んなことできるかあっっ！」

　パイナップルのない頭を下げる秋海棠先輩にも、毒空木は容赦ない。

「なあ、頼むよ、毒空木。先輩が許せない気持ちはわかるけど、ここはひとつ冷静になって話だけでも聞いてくれよ」

「無理だっつってんでしょうが！」

「なんでだよ！」

「こんな状況で落ち着いて話が聞けるか！　あほぉぉぉぉぉぉ！」

　全身を縛しばり上あげられた毒空木が、ベンチの上で芋いも虫むしのように体を蠢かせた。

　ふむ。先輩のゴム矢で見事にＫＯされた毒空木を介かい抱ほうするため、とりあえず予備の弓弦でぐるぐる巻きにして噴水前の手近なベンチに寝かせ、濡れタオルでタンコブを冷やしたりしてみたのだけれど…………毒空木様は僕達の完璧な応急処置がお気に召さないご様子だ。

「気に入るわけあるか！　これが話を聞いてもらおうとする人への態度か！　ほどけ、ゴラァァァ！」

「ええー。だって、ほどいたら、お前怒るだろ」

「ああ、怒るね！　噴水が干上がるほど怒るよね」

「んで、逃げるだろ」

「逃げるよね！　誰があんたらの話なんか聞くもんか」

　ですよねー。うーん…………。

「よし。じゃあ、このまま話してください、秋海棠先輩」

「え、いいのか、このままで？」

「やだー！　やめろー！　言うなー！　聞きたくない聞きたくない。わー、わー、わー！」

　ぶんぶん首を振り回して喚わめき散ちらす毒空木。

「小学生か！　マジな話なんだから、ちゃんと聞いてくれよ！」

「もういい、もういい！　聞かなくてもわかるから！　今ははっきり言わないで。今言われたら死んじゃうから！　お願いだから気持ちを整える時間をちょうだい」

「違うって。お前わかってないんだよ」

「わかってるわ！　あんなベタなラブシーン見せられてわからない奴がいるか！　馬ば鹿かにすんなー！」

「ふがっ！」

　毒空木の渾こん身しんの両足キックが僕の顔面にめり込んだ。

「おい、大丈夫か、石蕗！」

「だ、大丈夫です。それより、先輩、手を貸して！」

「ちょ、やめろ！　離せ、触るなぁ！」

　甘かった。縛ったくらいで猛もう毒どくの妖よう精せいを沈黙させられるはずがなかったんだ。

　こうなったらもう力ずくで抑え込んででも……




「うわぁ―――――！　何してるんですかあぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」




　突とつ如じよ、背後から上がった悲鳴に僕達の動きが止まった。

　ゆっくりと振り返ってみれば、目の前の状況をはかりかねたように眼鏡の奥の瞳をパチつかせる時宗さん。

　ちなみに今の状況＝（人ひと気けのない中庭）+（ぐるぐる巻きにされて泣き叫ぶ毒空木）+（力ずくで抑え込もうとする二人組）…………なのだけれど。




「みゃ、みゃ、みゃ、みゃーこが襲われてる――――――！」




　そう見られても、文句は言えねぇぇぇぇぇぇ！

「な、な、な、何やってるんですか！　ハルくんの性犯罪者！　監禁王子ぃぃぃ！」

「ちょ、ちょ、待って、時宗さん！　違う、これは違うんだあ！」

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　しかし、逆上した時宗さんは聞く耳を持たない。

　怒りに目を血走らせ、咆ほう哮こうを上げ時宗さんらしからぬ身のこなしで宙に躍ると、

「死ねえええええええええええええええええ―――――――――――――――！」

「―――――あぁるぅぅめぃぃだぁぁぁっっ！」

　渾身のドロップキックで僕の股こ間かんを打ち抜いた。

　衝撃が一瞬にして世界を切り裂く。

　……ああ、忘れてた……時宗さんって……ブチ切れたら……こんな感じになるんだったよね……。

　ゆっくりゆっくりと、僕は地面に崩れ落ちた。

「はぁっ、はぁっ、信じられない。みゃーこの鞄が落ちてたから、何かあったのかと思って探してみたら、ハルくんが、ハルくんがこんな事をするなんて！」

　……ち、違うから。学校でそんな事するわけないでしょ……。

「い、一体、みゃーこがどんな気持ちでコレを作ったと思ってるんですかぁ！」

　……これ？

「ちょ、白湯！　何であんたがそれ持ってんの！　人の鞄勝手に漁あさるな！」

　時宗さんが毒空木の鞄の中から引っ張り出したのは、文庫本ほどの大きさの小箱。

　思い切り投げつけられた衝撃のせいだろうか。金色の包装紙も、恐らく十字にかけられていたであろうリボンもぐしゃぐしゃになった、小箱。

「……開けてください」

　促うながされるままに手に取った。すでに半分以上破れた包装紙を剝むいて箱を開く。

「それが、みゃーこの本当の気持ちです」

　反射的に毒空木を振り返った。がっくりとうなだれた表情は、ふわふわの髪の毛に隠れてわからない。

「ハルくんが秋海棠先輩に告白された日。みゃーこはカフェを出た後、わたしに言いました」

　毒空木の気持ちを代弁するように、時宗さんが言う。

「秋海棠先輩は絶対変だって。何か他に目的があってハルくんに近付いてるに違いないって。女のカンでわかるんだって。だから、秋海棠先輩の行動を監視して、正体を暴いてやるんだって。でも…………一人じゃ怖いから、一緒に来てくれって」

「怖い……なんで？」

「怖いに決まってるじゃないですか！」

　珍めずらしく時宗さんが声を荒らげる。

「言ってるでしょ、女のカンだって。外れる可能性だってあるんですよ！　秋海棠先輩が本当にハルくんの事が好きな可能性だってあるんですよ！　それを確認するのが怖くないわけないでしょう」

「じゃ、じゃあ、二人して僕らのデートを付け回してたのは、デートをぶち壊そうとしてたんじゃなくて……？」

「そんなこと、みゃーこがするわけないでしょう。もし、カンが外れていたら……もし、本当に秋海棠先輩がハルくんのことが好きだとわかったらすっぱりと身を引く。みゃーこはそう言ってました。そのチョコレートは、みゃーこなりの決意の証あかしです」

　時宗さんは僕が持っている箱を指差した。リボンに製作者の一文字、『ＰＯＩＳＯＮ』と刺し繡しゆうされた小箱。

　箱の中身はシェフ空木さんの特製スイーツ。

　投げつけられた衝撃でバキバキに割れてしまったハート型のチョコレートの表面にはホワイトチョコレートの文字で、




『Congratulation　HARU!』




「……おめでとう、ハル」

　メッセージを和訳するかのように、毒空木が呟つぶやいた。

　その声は、僕が今まで聞いた毒空木の声の中で、最も小さく、最も弱々しく、

「今度こそ本当に彼女が出来て…………おべでどう」

　最も聞き取りにくい声だった。

「よ、よ、良かったね、ハル。ひっく、こ、これで本当にツアー終了だね。ひっく、ひっく、あだじも、あだじも嬉し……ぐはないけど。全然嬉じぐはないげど…………約束だがら身を引ぎまずぅぅぅ～～。うぶぶぶぶぶ」

　毒空木の言葉はどんどん聞き取りにくくなっていく。それでも、己自身が発する雑音に混じって、懸命に自分の気持ちを、決意を語っていく。

「ハル。最後に一つ。一つだけ……あだじのお願いを聞いでぐだざい」

「お願い……？」

「お、お願いだから、あたしの前ではあんまりイチャイチャしないで。あだじ、おかしくなっちゃうから……ブチ切れちゃうから……さっぎみたいに」

「さっき？　ああ、さっきか……」

　鞄をぶつけられた後頭部を撫でる。

「あと、もう一つ……」

　一個じゃねーのかよ。

「と、時々ね……時々でいいから。一週間に一回……ううん、二週間に一回……ふぅぅぅぅ、月にいっがいでもいいでずがら！　ふ、藤棚に遊びにぎでぐだざい……」

　……え？

「あ、あだじど、お喋りしてくだざい。お願い……おでがいじまずぅぅぅぅぅぅ。ふぇぇぇぇぇ――――――――――――ん！」

　そこが限界だった。毒空木の感情が決壊した。

　ずっとずっと、押さえつけていた感情だったのだろう。

　目から、鼻から、口から。出口という出口から感情の欠片かけらを吐き出すような、そんな泣き方で毒空木は泣いた。

　天を仰いで、恥も外聞もなく泣きじゃくる。

　僕が初めて毒空木と出会った時と、全く同じ泣き方だった。

「い、い、今まで、ありがどう、ハル。あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」
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　……おい、なんだよ。……やめろよ。

　お前は、そんな事言うやつじゃないだろう。

　猛毒の妖精のくせに、いつもいつも偉えらそうに怒鳴り散らしてたくせに、こんな時に限って、なんでそんなしおらしいこというんだよ。

　なんで、そんな…………可愛くなるんだよ。やめてくれよ。でないと、でないと……。

「毒空木っ！」

「……ふえ？」

　お前を抱きしめたくなっちゃうじゃないか。

「毒空木ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」




　―――秋海棠先輩が。




「いや、お前かぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ――――――――――――――いっっ！」

　毒空木の魂の叫びが中庭にこだました。

「毒空木ー！　お前はなんなんだっ！　いじらしい！　なんて可愛いんだ、毒空木ぃ！」

「やめろー、頰ずりすんな、気持ち悪いー！　なんなの、ハル！　こいつなんなのー！」

「あ、うん。実は、毒空木様には是非とも聞いていただきたい話があるんでげすよ」

　そして。ようやく。

　よ―――やく、今回の主しゆ旨しであるところの、秋海棠先輩の話と謝罪が始まるのだった。




　毒空木を前にして、秋海棠先輩は訥とつ々とつと語っていく。

　己の過去について。己の背負う性癖について。己が負った傷について。己が載のっけたパインについて。そして、毒空木への想いについて。何度も言葉につまりながら、それでもできる限りに正直に、そして、誠実に秋海棠先輩は語った。

　毒空木は何も言わない。先輩の話を、口を差し挟むでもなく相あい槌づちを打つでもなく、ただただ黙って聞いていた。

　雨粒を落とし終えた黒雲は急速に密度を薄めていく。

　そして、春雨に洗われた中庭に一条の陽光が届くころ、先輩の話は終わった。

　毒空木はゆっくりと真っ黒い瞳を僕に向け、唇を舌で湿して厳おごそかに口を開き、




「つまり、ハルはフラれたって事ね？」




「いや、第一声それかいっっ！　もっと他に喰いつくとこあるだろ！」

「ない。ハルはフラれたのよね？　それで間違いないのよね？」

　真顔で詰め寄る毒空木。

「ええっと、まあ、そうですね。そういう事になりますかね……はい」

「……この紐ひもほどいて」

「え？」

「逃げないから。ほどいて」

　これ以上拘こう束そくする意味もないので、言われるままに毒空木に巻き付いた弦をほどく。

「ふーぅ」

　久方ぶりの自由を手にした毒空木は、首、肩、腰と順番に捩よじって関節を鳴らすと、

「やったあああああああああああああああああ！」

　嬌きよう声せいを爆発させた。

「やった、やった、やったぁぁぁぁ！　ああああ、あっぶねぇぇ～～～。終わったと思ったっ！　もう、終わったと思ったぁぁ、あはははははは、良かった！　良かったぁぁぁ！　ありがとー、神様ー、愛してるー！　うっきょー！　うっきょー！」

　両手を天に突き上げて、跳はね回まわり、転げ回り、走り回り、木に駆け上って降りてきて、とにかく全身で喜びを表現する。

「……そのためにわざわざ紐ほどかせたんかい」

「あぁぁぁん？　なんか言ったか、ハルぅぅぅ！」

　大逆転の毒空木さんは、ヒラリと噴水の縁に飛び乗ると、僕をビシッと見下ろして、

「この…………フラれ虫がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「ぐぶふっ」

　……き、来たか。わかってはいたけれど、やっぱり来たか……。

「ざまぁぁぁぁ！　喜んじゃった？　彼女が出来たと思って？　喜んじゃったぁ？　だっせ――！　結局女のあたしに盗られてやんの！　あ――ひゃっひゃひゃっひゃ！」

　ぐぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！

　む――――――――か――――――――つ―――――――――く――――――――！

　なんなの！　なんなの、こいつ！

　さっきまで泣きべそかいてたくせに！　なんでこんなムカつく笑い方が出来んの！

「うへっ、うへっ、うぇれへへへへへへへ！　さっすが安定の蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むし師匠ですわー。惚れ惚れしちゃう。ほらほらほら、今の心境は？　せっかくできたと思った彼女を女のあたしに奪われた、今の心境を一言どうぞ！」

「うっせーよ！」

「はーい、いただきました～。『うっせーよ』いただきました～♪　ざまーありませーん」

　……くそう。今この瞬間に、ジャストサイズの隕いん石せきが毒空木に降って来ないかな。

「毒空木よ。大変楽しそうなところ申し訳ないのだが……そろそろいいだろうか？」

　テンション爆裂中の毒空木に、秋海棠先輩がおずおずと声をかける。

「おお、パグじゃん！　びっくりしたあ、いつからいたのよ、あんた」

　おい、それはひどすぎるだろ！

「い、いや、あの、実は最初からここに……」

「ああ、わかってるわかってる。ちょっとした冗じよう談だんを真に受けんな。えっと、つまり、なんだっけ。あんたは聖欲にあふれた百合ビアンで、あたしのことが好きなわけね？」

　随分ざっくりまとめたな、先輩の半生を。

「う、うむ。今までの事は、本当にすまない、許してくれ。毒空木に私と同じ気質がない事はわかっている。だから、せめて友達、いや、知人として、君達の輪の中に入れてもらえないだろうか。この通りだ」

　小細工なし。秋海棠先輩は真正面から真っ正直に思いの丈たけをぶつけ、

「ええー、やだ」

　いともたやすく跳ね返された。

「ってお―――――い、跳ね返すな、跳ね返すな！　そんな軽い断り方があるか！」

「ええ、知らないし。あたし、数分前までこいつの事大っ嫌いだったんだよ？　急に友達とか言われても……ひくわー」

「大嫌いとか言うんじゃないよ！」

「ああ……ああ……ああ……あああ……あああああ」

　ほら、固まってんじゃん！　先輩ショックで固まってんじゃん！

「あらら、何ぴくぴくしてんの？　ウケる。パイナップルアレルギーか、こら、え？」

「やめろ！　頭をぺしぺしすんな！」

　さ、最悪だ、この女。この状態の先輩にまだ追い打ちをかけるのか。

「ちょっと、いい加減にしなよ、みゃーこ。先輩が可哀相そうでしょ」

　ああ、時宗さん！　もう、君しかいない。この猛毒女を説得できるのは君しかいない！

「何よ、白湯まで。何と言われようと嫌いなモンは嫌いなの」

「そんな事言わないで。みゃーこ、前に言ってたでしょ。叶かなわない恋をしてる女の子はみんな仲間だって」

「それは……まあ、言ったかもしんないけど……」

「じゃあ、先輩だって仲間じゃん。先輩、ずっと叶わない恋ばっかりしてきたんだよ？　多分、この先一生ずっと、ず―――――っっと、人生レベルで叶わない恋をするんだよ？　すっごい可哀相な人じゃない」

　よーし、その辺にしとこうか、時宗さん。それ以上は逆に傷になるから。

「ね、みゃーこ。仲間に入れてあげようよ。わたしはちょっとわかるよ。先輩の気持ち」

「うーん。まあ、白湯がそこまで言うなら…………」

　毒空木は唇を尖とがらせながら、横目でチラリと先輩を一いち瞥べつすると、

「……しゃーなしだかんね」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう頷いた。

「ほ、本当か！　と、友達になってくれるのか、毒空木！　嬉しいぞ、毒空木ぃぃぃ！」

「ただし！　抱きつくのはなし！」

「ぐうっ」

　びしっと突き出された毒空木の人差し指が、今まさに抱きつかんとしていた秋海棠先輩を押しとどめる。

「スカート捲りも！　もちろん、キスも厳禁！　今度やったらセクハラで訴え殺す！　それを守れるんなら藤棚への立ち入りくらいは許可してあげる！　わかった？」

「う、うむ、守る。絶対に守る！　死んでも守るぞ、毒空木！」

「よしっ！」

　子犬のように従順に頷く秋海棠先輩に、毒空木は満足げな笑みを浮かべた。

　ここで突っぱねるよりも、手元においてコントロールした方がいい。そんな計算が透けて見えるような怜れい悧りな笑顔。そんな顔がまた美しいんだ、毒空木は。

「ふふふ、よかったですね、先輩。あ、でも、本当にみゃーこと仲良くなりたいんなら、毒空木はだめですよ。わたしみたいにみゃーこって呼ばないと」

　時宗さんが微妙に先輩風を吹かせて胸を反そらす。

「な、な、なんだと！　無理だ。い、いきなりそれはハードルが高すぎる」

「じゃあ友達は無理で～～す。残念でした～～～」

「そんなっ！」

「ちょっと、なんで白湯があたしの友達関係マネジメントしてんのよ」

　嬉き々きとして先輩をイジリ倒す時宗さんに、毒空木が半眼で言う。

「ほらほら～。言ってみてくださいよ、先輩。みゃーこと友達になりたいんでしょ？　ほらほら～～」

「ううう、そ、そんな……ダメだ、恥ずかしい……」

「いやーん！　真っ赤になってる。可愛い～。ほら言って言って！　早く言って先輩！」

　……なんだろう。時宗さんが活き活きしだしたぞ。こんな子だったっけ、時宗さん。

「白湯って、こういうとこあんのよねー。末っ子気質というか、隠れＳというか……」

　毒空木があきれ顔で頰をかく。

「く、くそう、わかった！　そこまで言うなら言ってやる。毒空木を想う気持ちは誰にも負けん！　毒空木、私の覚悟を見ていてくれ！」

「いや、固いんだって。あだ名くらいサラッと呼んでよ」

　そんな毒空木の言葉が耳に入っているのか、いないのか。先輩はしっかと大地を踏みしめると、臍せい下か丹たん田でんに気を集め、大きく息を吸い込み、




「みゃーこっっっ！」




　中庭が消し飛ぶような衝撃波を炸裂させた。

「どうだ！　言ったぞ！　私は言ったぞ！　これで毒空木は私のものだ！　んん？　どうした三人とも………………なぜ、倒れている？」

「倒れもするわあっっ！」

　毒空木が秋海棠先輩の頭を張り倒した。

「いきなりなんちゅう声出してんの、殺す気かぁ！」

「よ、呼べといわれたから呼んだのに！」

「あたしをどんだけ遠くに設定したのよ！　すぐ目の前にいんだろうが！」

「じゃ、じゃあ、私は失格なのか！」

「ないから！　失格とかそんなんないから！」

「じゃあ、合格なんだな！　やった、嬉しい、嬉しいぞ！　ありがとう、毒空木ぃ！」

「どぅわああ、だ、だから、抱きつくなって言ってんだろ！　ちょ、危ない！」

　いきなり約束を破って毒空木に突進する秋海棠先輩。ちなみに、毒空木は噴水の縁に立ったままだ。自分より一回りも大きい秋海棠先輩の体当たりを支え切れるわけもなく、

「いぃぃぃぃ―――――――――やぁぁぁぁぁ―――――――――――！」

　ザッパ――――――――――――ンッ！

　……二人は仲良く、噴水に転落した。

「ちょ、大丈夫？　みゃーこ！　先輩！」

「もー、やだあっ！　こいつ嫌い！　どーすんのよ！　パンツまでべっちゃべちゃになっちゃったじゃん！」

「案ずるな、毒空木。こういうこともあろうかと！」




　お蔵入りになったペア下着が、こんなところで役に立った。







　デレ園全告ツアー戦績・六十五戦ゼロ勝六十五敗……二友達。

　毒空木に、苦手な知り合いが出来た。
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「はぁぁぁぁぁ～～～～、おいしぃぃぃぃぃぃぃ～～～～[image: ][image: ]」




　放課後。

　舗ほ道どうの隅すみに出来た大きな水たまりに足を突っ込んだ事も気にせず、時とき宗そうさんは蕩とろけた頰ほおを緩ゆるませた。

「このミルクチョコと、ホワイトチョコの絶妙のハーモニーたるや！　しかも、アクセントにイチゴのチップが練り込んであるんですよ。さすが、気持ちが入ってるな～～。やっぱり料理は愛情ですよね～～」

　訳知り顔で頷うなずきながら、時宗さんはバキバキに割れたチョコの破片を口に放り込んだ。

「……あの、時宗さん。さっきから、何食べてるの？」

「はい？　チョコですよ。みゃーこが作ったお別れチョコ。もう、必要ないみたいだから、無理言って貰もらったんです」

　そんなもの貰うか、普通？

「ハルくんも一かけどうですか？」

　そして、食べるか、普通？

　時宗さんに気付かれないよう鼻だけで溜ため息いきをつくと、湿気を含んだ草の匂いが肺を満たす。西に傾いた太陽は、午前中の不在を取り戻そうとするかのように、雨上がりの大地に熱線を照射していた。

「……毒どく空うつ木ぎは、やっぱ来なかったね」

　話題を変えるという方法でやんわりと、チョコの勧めを断ってみる。

「弓道部の見学ですもんね。来ないとは思ってましたけど……」

「やっぱり、まだ、秋しゆう海かい棠どう先せん輩ぱいの事怒ってるのかなあ、毒空木のやつ」

「……複雑なんじゃないかな」

　チョコの欠片かけらを指の間で弄もてあそぶ時宗さん。

「複雑？」

「あれだけ色々あったんだから、みゃーこが秋海棠先輩を嫌うのはしょうがないですよ。でも、自分の事を大好きだと言ってくれる人を無下にもできないのが、みゃーこなんですよね」

「そんなもんなのかな……」

「そうですよ。それにほら、それまで何とも思ってなかった人でも、自分の事が好きだとわかると急に意識しちゃって、好感度上がっちゃうって事あるじゃないですか」

「ああ、確かにあるかもしれないなぁ」

「ハルくんみたいに」

　……んぐっ。

　全く警戒していなかったわき腹に、するりと言葉を刺し込まれた。

「ハルくん」

　思わず足を止めてしまった僕の二歩先で、時宗さんが振り返る。

「食べてください」

　そして、言葉も表情も荒らげる事なく、しかし、拒否を許さない決然とした態度で、毒空木のさよならチョコの欠片を差し出した。

「い、いただきます……」

『HARU!』のビックリマークの部分が描かれた欠片を選んで摘つまみあげる。

「……うわっ」

「おいしいでしょ？」

　毒空木のチョコレートは、口どけから強烈な甘みを振りまきつつ、後味を残さずにすっきりと消えた。

　料理は愛情……か。毒空木はどんな気持ちでこの味を仕上げたんだろう。

「その味、絶対に忘れないでください」

　時宗さんはそう言うと、

「じゃ、行きましょっか―――きゃあ！」

　再び歩き始めた一歩目を、水たまりに突っ込んだ。
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「石つわ蕗ぶき！　時宗！　やっと来たか」

　時宗さんが水たまりを蹂じゆう躙りんすること、十二回。僕達はようやく秋海棠先輩が門前に立つ弓道場までたどり着いた。

「遅かったな、何をしていたんだ」

「いや、先輩こそ何をしていたんですか、こんな門前で」

　弓道着姿で。むき身の弓と矢を持って。

「……武家屋敷の門番みたいですよ」

「待ちきれなかったのだ。ところで、毒空木……いや、みゃ、みゃーこはどうした？」

　秋海棠先輩は、そわそわと辺りを見回す。

　先輩に弓道部の見学に誘われたのは、昼休みが終わる直前の事だった。

　僕達に散々迷惑をかけてしまったお詫わびという名目らしいが、部活の見学がどうしてお詫びにあたるのかという説明は一切されないままだった。

　結局、一秒でも長く毒空木の傍そばにいたいというのが本音なんだろう。

　なので、

「ごめんなさい。みゃーこは来ないです」

「何だと！」

　時宗さんの一言に、先輩は矢の直撃を喰らったかのような衝撃を受けた。

「こ……来ない……みゃーこが来ない……そんな……」

「す、すみません。ちゃんと連れてこようと思ったんですけど、みゃーこ六時間目からいなくなっちゃってて……」

　そ、そこまで来るの嫌だったのか、毒空木。

「そ、そうか……いや、いいんだ。ありがとう、愛あ結ゆ。君達が来てくれただけでも嬉うれしいよ…………さあ、入ってくれ」

　笑顔と呼ぶにはあまりも無理が透けて見える顔でそう言うと、先輩は弓道場の扉とびらを開いた。

　以前は跨またぐことの許されなかった敷居を越えて、下げ駄た箱ばこに靴くつを収める。靴下で板張りの床を踏むと、言い知れぬ違和感に捕われた。

　―――静かすぎる。

　下駄箱には部員のものと思われる靴が満載されていた。しかし、道場からは弓が矢を弾く甲かん高だかい音も、人の話し声も聞こえてこない。

「さあ、こっちだ。二人とも」

　秋海棠先輩は何も感じていないのだろうか。まるで我が家を案内するかのような鷹おう揚ようさで、勢いよく射場の木戸を開いた。

「うおっ」

　思わず声が漏もれた。

　弓道部員がズラリとそこに並んでいた。

　恐らくこれが全部員なのだろう。

　―――弓道着姿の十数人の女子生徒達が。

　―――無言のまま。

　―――何をするでもなく。

　―――こちらを向いて。

　―――ただ立っていた。

　視線が矢のように侵入者に降り注ぐ。

「……え？　な、なんですか、これ……？」

　後から入ってきた時宗さんが不安そうな視線を僕に送る。僕は僕で訳もわからず、縋すがるような視線を先輩に送り、視線の終着点の先輩は、

「よーし、石蕗。それじゃあ、あっちに審判席があるから適当に座ってくれ」

「ちょ、ちょ、ちょ、先輩！　待って待って待って！」

「どうした、石蕗？　ああ、座布団なら奥の控え室に、いや待てよ、更衣室だったか……」

「いや、座布団のありかは、今はいいですから！」

　マジか、この人！　気付いてないのか、この異様な空気に！

「この期ごに及んで、まだそのマイペースぶりとは。さすがね、ゆずり」

　弓道着姿の一群から、ひときわ異彩を放つ美び貌ぼうの持ち主がぬらりと進み出た。

「まあ、そんなところがあなたの魅力でもあったのだけれど……」

　ふわりカールした長い髪、柔にゆう和わながら芯しんの強そうな笑顔。確か、竜りん胆どう先輩といっただろうか。

「おお、竜胆。すまん、三人と伝えていたが、見学は二人だ。さあ、練習を始めよう」

「その必要はありません」

　竜胆先輩はそう言うと、折りたたんだ紙片を秋海棠先輩に差し出した。

「なんだ、これは…………っ！」

　紙を開いた秋海棠先輩の表情が強こわ張ばった。

「退部届です」

　竜胆先輩が厳おごそかに言う。

「私以下、女子弓道部全員の」

　沈黙が針のように肌を刺した。

「…………どういうことだ、竜胆」

「どうもこうもありません。ゆずり、我々はもうあなたについていく事は出来ません。もうすぐ顧こ問もんの先生がいらっしゃいます。この退部届はその時に提出するつもりです」

「なぜだ。なぜそんな事をする。ちゃんと説明しろ、竜胆！」

「説明して欲しいのはこっちの方です！」

　初めて、竜胆先輩が声を荒らげた。

「ゆずり、あなたはいったいどうしてしまったの！　なんでそうなってしまったの！　私達のゆずりを返して！」

「訳のわからん事を言うな、竜胆！」

「ちょ、ちょ、やめてくださいよ、二人とも。落ち着いて！」

　乱闘寸前の二人の間に、泡を食って滑り込む。

「うるさいっ、蟯ぎよう虫ちゆう齧かじり虫むし！」

　そんな僕を一喝したのは、今日も今日とて蟯虫齧り虫への敵意ではち切れそうな水みず木きさんだ。

「とうとう、神聖な道場にまで踏み込んできやがって！　こうなったのも、元はと言えば、全部あんたの責任なんだからね！」

「はい？　僕？　なんで？」

「あんたさえ、あんたさえ、いなければぁぁぁ」

「おやめなさい、水木。彼に責任はありませんよ…………理論的にはね」

　感情的には主犯だと言ってるようなもんだろう。

　なんなの？　なんで僕って、この二人からこんなに嫌われてんの？　蟯虫齧り虫がどうとか、そんなレベルじゃないよね、これ。

　そんな薄っぺらい感じじゃなく、もっと根深い部分から発生する感情で憎まれている。

　いや、それはこの二人だけじゃないのかもしれない…………。

　チラッ―――――――――ギロッ！

　チラッ―――――――――ギロッ！

　やっぱりだ！

　誰だれも僕から目を逸そらさない。むしろ、睨にらみ返かえしてくる。

　なんなんだ、この女子弓道部全体に満ちている言い知れない敵意は……。

　え、何かしました、僕？　個人的にあなた達に怨うらみ買うようなこと何かしました？

「どういうことだ、竜胆。石蕗がいったいなんの原因だというのだ」

　秋海棠先輩が僕の心情を代弁するかのように問う。

「彼がゆずりを……いえ、秋海棠ゆずりを堕だ落らくさせたからです」

「堕落……僕が秋海棠先輩をですか？　すみません、意味がわからないんですが……」

「とぼけたって、無む駄だだよ！」

　あー、もう、いちいち声デカイなあ、この子は。水木さんの怒ど鳴なり声が道場に響く。

「もう全部わかってるんだからね！　あんたが秋海棠先輩たらしこんだって事は！」

　た、たらしこむ？

「あたし、見てたもん。金曜日の昼休み。体育倉庫の裏で、ゆずり先輩があんたに告コクらされてるとこを！」

　おい、告らされてるってなんだ！

「それだけじゃない！　その後のカフェで楽しそうにお茶してたのも！　次の日、部活終わりに校門のあたりでイチャイチャしてたのも、全部見たんだもん！」

「どんだけつけ回してんだ、君は！」

「水木だけじゃありませんよ」

　竜胆先輩がゆっくりと進み出た。

「あなた達はちっとも気付いていなかったようですが、一昨日おとといのデート。我々女子弓道部全員で見届けさせていただきました」

「はい!?」

「なんだと！」

　そんなバカな事が…………………………………いや、あるぞ。

　あるかもしれないぞ。

　一昨日のデート。オープンカフェではあんなに注目を浴びていた先輩が、ゲーセンでも、カラオケでも、まったく騒がれていなかった。秋海棠先輩のパイナップルに驚いていたのは店員だけ。まさか……ってことは、まさか……あそこにいた客ってもしかして。

「女子弓道部全員で見届けさせていただきました」

　変装した弓道部員だったっていうのか！　行く先々にやたらと女の子が多いと思ったら！　待て待て、じゃあ、何か？　僕は毒空木と時宗さんに加えて？　女子弓道部全員をごっそり引き連れてデートしてたって事なのか？

　なんだよ、この公開デートは！

「さあ、もう言い逃れは出来ないからね、蟯虫齧り虫！　切腹して謝罪しろ！」

「せ、切腹して謝罪って！　僕と先輩が付き合ってたとしても、それがなんだよ。弓道部とは関係ないだろ」

「大ありだ、こんちくしょー！」

　水木さんの怒号に合わせて、女子弓道部の面々が一斉に一歩を踏み出した。

「秋海棠先輩はね……秋海棠先輩はね……」

　水木さんは力をためるように体を戦慄わななかせると、大きく息を吸い込んで、

「あたし達のアイドルなのよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ―――――！」




　………………………………はい？




「そして、あたし達弓道部は、みんな秋海棠先輩に憧あこがれて入部した、いわば秋海棠ファンクラブなのよぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」




　……………真顔で何言ってんだ、君は。




「それを、それを……あんたみたいな性の野獣に、汚されるなんて……ふうううう」

　……いや。いやいやいや。

　いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいや！

　わかんないわかんないわかんない。全っっっっっ然わっっかんないよ、これ？

　え、なんなの、この子？　何言ってんの？　さっきからず―――っと、何言ってんの？

「み、水木、お前は真顔で何を言っているんだ」

　ほらほら、秋海棠先輩も！　さすがの秋海棠先輩も顔面蒼そう白はくじゃないか！

「やっぱり、あなたはわかってなかったのね、ゆずり。自分の立場を」

　竜胆先輩が水木さんの震ふるえる肩を撫なでる。

「そういうところが、あなたの魅力でもあるのだけれど……それでもやはりわきまえておいてほしかったわ。主将として」

　どんな主将だ、それ！

「ゆずり。あなただって人間よ。人並みに恋することもあるでしょう。それは仕方がありません。それがしかるべき相手なら、私達はみんな応援するつもりでいました……でも……でも！」

　もはや憎ぞう悪おを隠そうともせず、竜胆先輩は僕を睨みつけると、

「なんぼなんでも、これはないでしょう！」

　悪かったなあ、これで！　これでも精一杯生きてんだよ！

「正気に戻れ、竜胆。お前、そんなことで弓道部を辞める気なのか？　約束を思い出せ。今度こそみんなで正々堂々と全国大会出場を勝ち取ろうと誓っただろう」

「あなたこそ正気になって、ゆずり！　こんな蟯虫齧り虫のどこがいいの？　これなら、これなら…………私の方がマシじゃない！」

「竜胆、お前の言ってる事が全く理解できないのだが……」

「ごまかさないで、ゆずり！　答えてよ、私が蟯虫齧り虫と比べて何が劣っているの？　わかる？　夜のＬＯＶＥラブ吉よし神社に消えていったあなたを見送る私達の気持ちが！　どんなに惨みじめで、どんなに辛つらかったか。そのまま後を追える者は一人もいなかったわ！」

　おいおい、待て。なんだ、竜胆先輩のこの発言。これって、もしかして、あれなのか？　女子弓道部って、秋海棠先輩のファンって…………。




「やっぱり、あなたも男がいいの？　私達は男には勝てないの！」

「竜胆、落ち着け。ここは神聖な弓道場だぞ」




　そーゆーファンってことなのかぁぁぁぁぁ――――――――――！

　噓うそだろ、なんて皮肉だ。女子弓道部って…………百ゆ合りビアンの集まりだったのか！

「あ、あの、すみません、ハルくん。あの人、みなさんさっきからなんの話をしてるんですか………？」

　時宗さんが頭にクエスチョンマークを満載させて、僕の二の腕をつつく。

「うん、いいんだよ。時宗さんは…………何もわからなくて」

「え、いや、でも……」

　いいんだよ。もう、いいんだよ。

　言いたいことは色々あるけど。い―――――ろいろあるけどっっ！

　もう、いい。もう疲れた。とにかく弓道部の問題がそこにあるのなら、話は簡単だ。

「あの、みなさん落ち着いてください。なんか誤解してるみたいですけど。僕と秋海棠先輩は付き合ってなんかいませんからね」

「噓ばっか！」

　水木さんが吠ほえるように言う。

「噓なんかつかないから。もうお願いだから、水木は喋しやべんないでくれ。ややこしいから」

「ちょっと！　なにドサクサに紛まぎれて呼び捨てにしてんのよ！　言っとくけど、あんたの言葉なんて誰も信用しないんだかんね！　女の子に片っ端から声かけて回ってる性の野獣の言葉なんか！」

「誰が、性の野獣だ、誰が！」

「こっち見んな、子供が出来る！　みんなー、こいつと目を合わせちゃだめよー。三つ子ができるよー！」

「おい、ふざけんな、お前！」

『キャ――！　こっち見ないでー！』

『イヤ―――！　高校生で三つ子はイヤ―――！』

『布ふ川かわさんも早く逃げてー！』

　弓道部員達がキンキン声を上げて水木さんの暴言を後押しする…………んん、あれ？

「今、誰か、布川って言った？」

「だから、呼び捨てにすんなって言ってるでしょ！」

　水木さんが足を踏み鳴らす。

「いや、違う違う、水木さんじゃなくて布川さんが……」

「だから、あたしよ。布川は！」

「え、君が……？」

「布川水木よ。文句あんの？」

　下の名前だったんかい、水木って！

　――ああ、違う！　そこじゃない。重要なのはそこじゃないぞ！

　毒空木は言っていた。一年生に布川という女子は一人しかいないって。ってことは、つまり……？

「君があの時の、ハンドタオルの女の子かぁぁぁぁぁぁ―――――――――！」

「えええええええ―――？　今の今まで気付いてなかったの、あんた？」

「気付く訳ないだろ、んなもん！」

　顔もろくに見せてもらえなかったんだぞ、僕は！

「信じらんない、サイッテー！　自分に靡なびかなかった女なんて覚えてもないんだ！　ほんと、最低だ、こいつー！」

「最低はどっちだ―――――――！　お、お前は、お前はぁぁぁ！　最初っから最後まで勘かん違ちがいばっかりで、人のことをめちゃくちゃ言いやがって、このヤロぉぉぉぉぉ！」

「ちょ、なに、急にキレてんのよ？」

「か弱い女子に向かって怒鳴るなんて！　本性を現しましたわね、蟯虫齧り虫が！」

「おい、竜胆！　いい加減にしろ！　石蕗の言うとおりだ。二人とも石蕗に謝れ」

「そんな！　あたし達よりも蟯虫の肩を持つんですか、先輩！」

「せめて、齧り虫をつけてくれ！」

「やっぱり、ゆずりはあの男に！　汚らわしい！」

「黙れ、竜胆！」

　感情の坩堝るつぼと化す道場。もはや誰も誰の話も聞いていなかった。

　受け取り手のない一方的な怒声が交こう錯さくし、煮え立ち、爆はぜようとする瞬間、

「いい加減にしろ、おまえらあああああああ―！」

　雷のような大喝が炸さく裂れつした。

　激情に狂った炎を、声ひとつ上げさせずにかき消す大喝。

　誰もが弾かれたように、雷鳴の発生源を探して視線を走らせた。

　もちろん、雷は上から来るにきまっている。

　――シュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュルシュル。

　もはや聞き慣れたロープの音が道場の屋根瓦がわらを擦こする。

　射手が矢を射る射場から、的のある的場までの二十四メートルの矢道は天てん井じよう吹き抜け。

　そんな午後の陽光差しこむ矢道に、

「よいしょ―――――――――――――とっっっ！」




　ロープに繫つながれた猛もう毒どくの妖よう精せいが、びよーんと屋根から降ってきた。




「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ、毒空木ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ―――！」

「うえええええええええええ、みゃーこぉぉぉぉぉぉ――――――――？」

「うわぁぁぁぁぁぁ―――――！　誰よあんたぁぁぁ――――――――！」

　突然の毒空木の降臨に、悲鳴と怒号が乱れ飛ぶ。

「ふんっ」

　毒空木はそんな喧けん騒そうなどないもののように黙殺し、ロープを切り離して矢道に着地すると、土足のままずかずかと板張りの射場に上がってきた。

「ちょ、毒空木！　靴、靴！　てゆーか、なんだ、お前、もしかして、ずっと屋根の上にいたのかよ？　気になってたんなら初めから素直についてくれば……」

「違うから！」

「……は？」

　毒空木はズイと右手を突き出すと、余った左手で眼鏡めがねのブリッジを持ちあげた。

「…………って、なんだよ、その伊だ達て眼鏡は？」

「今月の眼鏡のあなた」

「は？」

「――高い視点で物事を見下ろせば、日頃の弱点も克服できるざます――マダム薫かおる子この占いに、従っただけだから」

　……なんで、そんなに頑かたくななんだよ、お前は。

「もういいから、どいて、ハル」

　―――うおっと。

　毒空木の低く抑えた声に体を押された気がした。

　……久しぶりにきたな、この感じ。

　内臓を二、三個まとめて鷲わし摑づかみにされたような、この感じ。周囲の温度を氷点下まで引き下げるような、この感じ。首元に冷たい刃をあてがわれているような、この感じ。

　猛毒の妖精が…………怒ってる。

「ふぅ―――――――」

　毒空木は深く息を吐はき出だすと、視線で首を刎はねていくかのように居並ぶ弓道部員達を見回して、

「ハルっっ！　白さ湯ゆっっ！」

「え、僕かよ？」

「は、はいぃ！」

「―――――帰るよ」




　クルリと踵きびすを返して歩き出した。




「え……？　えええ！　ちょ、ちょ、ちょ！　待て待て待て！　どこ行くんだ、毒空木！」

　泡喰って、その背中に追いすがる。

「藤ふじ棚だな。帰るっつってんじゃん」

「いや、ないないない。それはないぞ！　このタイミングで空から登場して、そのまま素通りとか、何しに出てきたんだ、お前は」

「いや、逆に聞くわ、なんで帰っちゃいけないのよ！　こちとら、六時間目サボってまで屋根上にスタンバってたのに！　なんっっだ、このくだらない時間！　バカがバカなこと言ってるだけじゃん！　くっだらない！　ほんっっっと、くっだらない！」

「バ、バカとはなんですか、バカとは！」

　毒空木の暴言にそれまであっけにとられていた竜胆先輩がいきり立つ。

「いきなり出てきて、言いたい放題！　あなたはいったい…………そもそも、あなたはどこのどちら様なんですの？」

「通りすがりの園芸部員様ですけど？」

「じゃあ、知った風なこと言わないでください！　体育会系の部活は団結が何より重要なんです。文科系の方にはわからないでしょうけどね」

「わかるっつーの」

　……え？

　毒空木は隣にいた僕にだけ聞こえるような音量でそう呟つぶやいた。

　しかし、

「わかるか、そんなもん！　わかる必要もねーわ！」

　次の瞬間にはもう、自分でその言葉を打ち消していた。

「なにが団結だ。くっだらねー！　百合ビアン仲間が男に走ったから、嫉しつ妬とに狂ってるだけじゃん！　ばかみてー。あんたらにいい事教えてあげる。ハルの言った通りだから。ハルと秋海棠は付き合ってない。付き合ったこともない。以上、終了。帰るよ」

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと、待ちなさい！　そんな適当なことを――」

「何でそんな頑なに信じないの？　信じたくない理由でもあんの？」

「そ、それは……それは、私達だって信じたいわよ！　でも、これだけの状況証拠が揃そろってたら……」

「ああ。それ、ウソだから」

「……はい？」

　今日は午後から雨だから、ぐらいのテンションで毒空木が言う。

「秋海棠がハルに告白したとか、デートしたとか、全部ウソだから。あんたらの大好きな秋海棠ちゃんが好きな女をゲットするためにやった自作自演だから。そうよね？」

「え、あ、う、うむ。そうだ」

「だって。良かったねー。はい、じゃ、撤収！」

「ちょちょちょ、待ちなさいって！　ええ、なんなの！　なんなの、あなた！　ゆずりの好きな女って、そんな大事なことをそんなぞんざいに！　そもそも証拠がある話なのですか、それは！」

「あー、もー、証拠証拠、うっせーな。このババアは！」

「バッ―――！」

　ついに苛いら立だちが頂点に達したか、毒空木は年齢で言えば一年も変わらないはずの二年生に暴言を叩たたきつけると、

「これが証拠だ、よーく見ろぉぉぉぉぉぉぉぉ――――――――――！」

　伊達眼鏡を投げ捨てて、秋海棠先輩めがけて飛びかかった。

　そして、リバウンドボールを攫さらうバスケット選手さながらに、先輩の顔面を両手でガシッと押さえこむと、

「おりゃあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　気合一いつ閃せん、




　ぶっちゅ～～～～～～～～～～～～～～～～～。




　………………え？




　れろれろれろれろ、くちゅくちゅくちゅ、むごむご、ちゅぱちゅぱちゅぱ、むっちゅ～～～～～～。




　神聖な弓道場に、それはそれは情熱的な、マダム薫子曰いわく、『一生忘れられないよう濃厚キッス』が展開された。




　な、な、な………………。

　何をやってらっしゃるんでございますか、毒空木さ――――――――――ん！




「ふ……ふ……ふ……」

　魂たましいでも引きずり出されているかのようにビクビクと体を震わせる秋海棠先輩。

　毒空木はそんな無抵抗な先輩を吸って、舐なめて、こねくりまわし、最後に、ポンッと音を立てて舌を引き抜いた。

　そして、肩で息をつきながら周囲に刃のような視線を走らせて、

「どうだ、お前ら、これでもまだ文句あるか！　こいつは、あたしの女だ！　男とつきあってるなんて妙な噂うわさ流したら、ぶっ殺すぞぉぉぉぉぉぉぉぉっっっ！」

　トドメの咆ほう哮こうをぶちかますのだった。

「……お、女。私がみゃーこの女、はふううう」

　ただでさえメロメロになっていた秋海棠先輩は、毒空木のその言葉で完全にノックアウトされたのだろう。失神して床にひっくり返った。

「うわ、ちょ、ひっぱんな、。うわー！」

　毒空木を道づれにして。

『きゃー！』

『ウソー！』

『なにあれー！』

　途端にそこかしこから湧わき上あがる黄色い声。

　それもそのはず、仲良く床に転がったカップルは、その拍子にスカートがお腹までめくれあがり、ものの見事に下着が丸見えになっていたからだ。

　秋海棠先輩の特選の、イニシャル入りのペア下着が丸見えになっていたからだ。
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『そ、そ、そ、そんなところでペアルックだなんて――――――――――！』

『す、す、す、す、素す敵てきすぎる―――――――――――――――――――！』

『見せて見せて！　よく見せてぇぇぇぇぇぇ―――――――――――――！』




　弓道場に、歓声が爆発した。




「うわー！　な、なんだ、お前ら、来んな！　ちょ、いやー！」

　なす術すべなく歓喜の渦うずに飲み込まれる毒空木。

「いやー！　やめてっ！　めくんなっ！　さーわーるーなー！　助けてハルー！」

　……よかったな、毒空木。水泳部とは違って、弓道部には暖かく受け入れられたじゃないか。

　熱狂に置き去りにされた僕は、異様な盛り上がりを見せる人だかりからぽつねんと離れ、




「ゆずりったら、しかるべき相手が出来たなら、そう言ってくれれば良かったのに！」

「良かった。良かったぁ！　あたしてっきり先輩が道を踏み外したのかと思ったあ」

「学園一の美女と、主将のカップリングなんて素敵過ぎますぅぅぅぅぅぅ」




　……デレ園女子弓道部による清すが々すがしいまでの手のひら返しを眺ながめていた。




「あ、あの、ハルくん。これ……いったい何なんですか？　最初っから最後までさっぱりなんですけど……」

　僕と同じく、熱狂から取り残された時宗さんが顔を引きつらせる。

「……うん、いいんだよ。時宗さんは、わからなくて。わからなくて済むなら、その方がハッピーなこともあるんだから」

「はあ、そうなんですか。でも、その、いくらなんでもこのままハッピーエンドというわけにはいかないと思うんですけど……その、さっきらからもう、来てますし」

「……来てる？」

　ああ、そう言えば、竜胆先輩が言ってたな、もうすぐ顧問の先生が来るって。でも、女子弓道部の顧問っていったい……？




「貴様ら。神聖な弓道場で、なにをしちょる」




　―――――っ。

　背後から、岩と岩とをすり合わせるような、広島弁が聞こえてきた。

　…………噓、だろう？

　全身からじっとりと汗が噴き出した。

　いや、ないない。それは、ない。そんなのおかし過ぎる。先輩言ってたじゃん。優しくて、穏おだやかな人柄だって。だから、違うよ。あの人が顧問のはずがないよ。

　だって、弓道部だよ？　種族で言えばエルフだよ？　あの人はもっとこう、柔道部とか、空手部とか、道具を持たない種類の格闘技の顧問だよ。そうでないとおかしいよ！

　願いをこめて、恐る恐る後ろを振り返ると……。




「貴様ら全員、グラウンド百周じゃああああー!!」




　弓にはとことん厳しい黒くろ灰ばい先生の大音声が炸裂し、この日一番の悲鳴が、弓道場に鳴り響くのだった。
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「待ってー！　乗ります乗りまーす！　おい、こら、行くな！　バカー！」




　毒空木の必死の訴えを黙殺して、バスは僕達の目の前で発車した。

「なに、あのクソ運転手！　今、絶対目ェ合ってたじゃん！　ナンバーメモって苦情入れてやる！」

　……やだなあ、クレーマーって。

　怨おん念ねんを刻むようにペンを走らせる毒空木の脇わきをすり抜けて、僕はベンチに腰かけた。

「ちょっと、ハル！　なによ、そのやだなあ、クレーマーって顔は！　そもそもハルがチンタラ歩いてるから乗り遅れたんだからね！」

　いや、チンタラもするだろうよ。むしろ、なんでそんな元気なんだよ、お前は。もう僕は足がパンパンで歩くのもやっとの有様なんだよ。

　…………まさか、本当に百周させられるとは思わなかった。

　いや、やらすか、普通？

　せいぜい十周くらいで反省の度合いを見計らって開放してくれるものと踏んでいたから、七周目から渾こん身しんの反省顔を作ってアピールしていたというのに。

　本当に、ビタ一まからず、きっちり、百周させられたもんなあ。

　すごいな、あの先生。ＰＴＡが怖くないのか。

　ヘロヘロになりながら走り終えた頃には、すっかり夜も更けていて。デレ園えん関係者しか利用しないこのバス停には、人影一つありゃしない。

「うげっ、次のバスまで二十分もあるじゃん！　こんなことなら、あたしも白湯んちの車に乗せてもらえば良かったー」

　ぶーたれながら僕の隣となりに腰かける毒空木。さっそくバスの運転手のことを時宗さんにメールで愚ぐ痴ちるつもりだろう、凄すさまじい勢いでケータイのディスプレイを弄いじり始はじめた。

　毒空木がケータイを操作する時のいつもの癖くせ、唇くちびるがツンと突き出される。色いろ艶つやのいい、柔らかそうな唇。

「……それにしても、よくあんなことしたよな、毒空木」

「ちょっ、それ言うな、ばかぁぁ～～～～」

　瞼まぶたを思い切りつねられた。

「せめてホッペだろ！　目玉とれるわ！」

「う、うるさいっ！　人が全力で封じ込めようとしてる記憶を掘り起こすな！　あああ、くっそう。なんであんなことしちゃったかなぁ、あたし」

「正直驚いたよ。まさか毒空木があそこまでやるなんて……」

「まだ、言うか、この男は！　しょーがないじゃん。あの場はあーでもしないと収まんなかったんだから！」

「あ、いや、キスの事もそうなんだけど。なにより、その、毒空木が秋海棠先輩のためにあそこまで体張るなんて意外だなって思ってさ」

　大嫌いだと言い張っていた秋海棠先輩のために。

「……別にパグのためにやったんじゃないし」

　毒空木はプイっと顔を背そむけると、

「……ムカつくのよ。あーゆーの」

「ムカつく？　……何が？」

「…………」

　僕の声は聞こえていたはずだけど、毒空木は何も答えなかった。ただ、苛立たしげに靴の裏でガリガリとアスファルトを擦るばかりだ。

　なんとなく言葉を継ぐのが躊躇ためらわれ、僕は黙って毒空木の横顔を見つめる。僕達の間に珍めずらしく沈黙が発生した。

　そんな静寂をうめるようなガリガリ音が、不意に消える。

「……思い出した」

「毒空木？」

「だぁ――めだぁぁぁぁぁ、本格的にキスのこと思い出して来ちゃったぁぁぁ！」

　突然、毒空木が狂ったように叫さけびだした。

「いやぁぁぁぁ――――、くる！　唇に感覚が蘇よみがえってくるぅぅぅぅ！」

　そして、ベンチの背もたれを引っ摑み、ガンガンと頭を打ち付ける。

「うわ――――！　何やってんだ、お前！　やめろ、死ぬぞ、毒空木―――！」

「止めないでハルぅぅぅ。ぐぅああああ、なんであんな事しちゃったあたしぃぃぃ！」

「しょーがない！　あれはもうしょーがないから！　人工呼吸みたいなもんだから！」

「でも……でも……舌を入れる必要はなかったじゃん！」

　あ、うん…………それは、そうだよね。

「いぃぃぃぃぃぃぃ――――――、やぁぁぁぁぁぁぁぁぁ―――――――！」

「やめろって！　落ち着け、毒空木！」

「ハル！」

　またベンチに頭突きを叩き込むかと思いきや、毒空木は首をねじ切るほどの勢いで振り返り、

「ご褒ほう美びちょうだい！」

「え、ご褒美？」

　全ぜん告コクツアーの合間合間で、毒空木はちょいちょい僕にご褒美を要求してくる。

　好きな男の告白を手伝ってるんだから、ご褒美ぐらいもらわなきゃやってらんねーよ、という恐ろしく自分勝手な理論が根拠らしいのだが…………。

「今回、ツアー関係ねーじゃん」

「それがなによっ！　ちょうだいよっ！」

　なんでこいつはこんなに心が強いんだ。

「今回の騒動で、あたしのストレスハンパなかったんだから！　ツアーが終わるかもって、本気で心配したんだから！　おまけに初ちゅーと、初ベロちゅーまで消費してっ！　これでご褒美でもなかったらぁぁぁ、ああ、死ぬ！　もう死ぬぅぅぅぅぅ！　お願い、ハル。せめて、この唇に蘇る感触を未来永えい劫ごう打ち消すくらいの、ご褒美をちょうだい！」

「『せめて』始まりの割に要求たけーな！　唇の感触を打ち消すくらいのご褒美って…」

「ちゅーでお願いしますっ！」

　そうなるわなあ、やっぱ！

「いーじゃん！　いーじゃん！　減るもんじゃなし！　男のキスなんて女の子に比べたら安いもんじゃん！」

「いや、で、でも、キスって。こんなところだぞ？」

　こんな、薄暗くて、人通りもほとんどなくて、星の散らばる夜空の下だぞ？

　なんてこった、そこそこのロケーションじゃないか！

「ホッペでもいいから！　ちゅーの思い出はちゅーで上書きするしかないの。お願いハル、お願いお願いお願いお願いお願―――――い！」

「やめろ、ネクタイを引っ張るな、苦しいっ！　わかった、するから！　ホッペでいいならするからー！」

「マジで！　やったぁぁぁぁ！」

　今までの泣き顔がウソのように、百点満点の笑顔を弾けさせる毒空木。ピョンっとベンチから立ち上がると、

「それじゃあ、ここにお願いしますっ！」

　長い髪の毛を耳にひっかけて、右の頰を差し出した。

　かき上げられた髪の毛が甘い匂いを周囲に振りまく。

　本当に、女の子ってやつは、なんでこんなにいい匂いがするんだろう。どこから発生しているんだ、この匂いは。

「早く早く。人が来ないうちにっ！」

「お、おう」

　急せかされて僕も立ち上がる。

　バス停の薄暗い電灯の下でも、毒空木の白い肌はだは良く映える。きめの細かい、柔らかそうな頰。

　ここに触れるのかと思うと、顔面が燃えるほど熱くなった。珍しく露出した毒空木の耳が、なんだか妙に色っぽい。
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「ハル……早く……」

「う、うん」

　うん、とか言っちゃったよ、おい。

　心臓が走り出す。

「ハル……お願い早く……恥ずかしいから……」

　毒空木が掠かすれた声で言う。

　そうか、毒空木もやっぱり、緊張してるのか…………そりゃ、そうだわな。

　そう思うと、頭の中から躊ちゆう躇ちよが消えた。

　しっかりと狙ねらいを定めると目を閉じて、息を止めて毒空木の真まっ赤かなホッペに唇を、




　ピロリロリ―――――――――――ン♪




　つけようとしたら、突然鳴り響いた携帯電話の着信音に心臓を撃ち抜かれた。

「きゃあ！」

「ふぶっ！」

　結果、僕の唇は、飛とび跳はねた毒空木の右の手の甲に着地する。

「ちょっと、もう、誰よ、いいところで……白湯！　あのアマ、何でこんな大事な時にメールなんかしてくんの！」

　お前のメールの返事だろう。

「くそー。『アホボケカスバカ乳ビッチ乳ビッチ乳ビッチ』――っと。これにとっておきのグロ画像を添付して……」

「やめろよ！　泣くぞ、時宗さん！」

「なによ、じゃあ、エロ画像の方がいいってゆーの？」

「なんで持ってんだ、そんなもん！」

　やめろやめないでひとしきり揉もめ合あう僕と毒空木。そんな二人を、カーブを曲がって閃ひらめいたヘッドライトが照らし出す。

「ええ、うそ！　もうバス来たの？　早いって！　まだ十分もたってないじゃん！　なんなのよもー！　市バスこらー！　絶対苦情入れてやるからなー！」

　あーあ、やだやだ。クレーマーは。

「ハルっ！」

「いてっ！　なんだよ！」

　ふくれっ面の毒空木は、僕の脛すねに八つ当たりの蹴けりをくれると、

「…………今日はこれで我慢するから、次はちゃんと口にして」




　僕の唇が誤爆した、右手の甲に唇をつけた。
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　翌日、昼休み。




　花ばかり咲かせても一文にもならないから、たまには食える野菜でも育ててこいと、出がけにねーちゃんから茄な子すの苗なえ木ぎを手渡された。

　花か壇だんに茄子て……。

　そんな思いを微み塵じんも顔に表さず、今年一番のいい笑顔で苗木を受け取った僕は、今こうして花壇の前で頭を抱えている。

　こ、この可か憐れんな娘たちの間に、茄子を植えろだと？

　丹精込めて育てた愛いとしの娘たちの間に茄子を……？　娘たちの間に茄子を………？

「なんか、エロいじゃないか――――――――！」

「学校で何を叫んでいるのですか、石蕗くん」

「うおー、びっくりしたあっ！　理事長……じゃない、岡おか庄しよう先生、いつの間に？」

　気配一つ感じさせず僕の背後を取ったのは、存在感のなさに定評のある僕のクラスの担任教師、岡庄太た郎ろう先生。

　瘦やせた体によれよれのＹシャツを纏まとい、かけた方が見えにくそうな埃ほこりまみれの眼鏡を鼻に引っかけたその風貌は、一見すると賞味期限ぎりぎりのビーフジャーキーにしか見えないが、その正体は、何を隠そうにも、もう言っちゃったけど、教育界に新風を巻き起こし続ける聖セントシンデレラ学園のカリスマ理事長だったりするのです。

「精が出ますね、石蕗くん。また新しい苗を植えるのですか？」

「え、あ、はい。まあ……」

　反射的に茄子の苗を背中に隠してみるけれど、

「夏野菜……ですか？　随ずい分ぶんとトリッキーな花壇に仕上げるつもりなのですね」

　ぐぐっ、ガーデニングの鬼の目はごまかせない。

「ほほほ、何もそんなに恐縮することはありませんよ。トリッキーな花壇、大いに結構じゃありませんか。人生も花壇も既成の価値観に囚とらわれていては先細りです。異種を受け入れなければ、新しい花は咲きませんよ」

　岡庄先生はどんなことでもすぐに花壇にたとえてしまう。ハマればわかりやすいけど、仮定法過去完了の用法を正しい害虫駆除の方法にたとえられた時は、さすがに教室がざわついた。

「そう言えば、弓道部の一件。黒灰先生から聞きましたよ」

　岡庄先生がベゴニアに目を落としながらそう言った。

「ぐぇ、そ、それって、まさか、弓道部の事件についてですか？」

「ほほほ、事件なんて大げさな報告は受けていませんよ。ただのケンカだと聞いています。ただ、気になったのが、毒空木さんも一緒だったとか？」

「あ、はい。そうですけど」

「……そうですか」

　岡庄先生は、一瞬視線を宙に走らせると、

「まだ運動部に興味があったんですねえ」

「え？」

「あらら、聞いていませんか？　彼女、中学まではバリバリの部活少女だったんですよ」

「え、毒空木がですか？」

「ええ、私としてはスポーツ特待生としてスカウトしたかったのですが、なんでも部活はもうやらないと決めたようで、一般入試の方で入って来ちゃいましたね」

「スポーツ特待生……」

「このままやめてしまうには、あまりに惜おしい才能です。これを機にまた部活に目覚めてくれればいいんですがね。おっといけない。もうこんな時間だ。あなたと話しているとつい長話になっていけません。それじゃ、くれぐれも根を痛めないように植え替えてくださいね、そのきゅうり」

「は、はい、気を付けます」

　ひょこひょこと遠ざかっていく背中に生返事を返す。

　毒空木が部活少女だって？　しかも、特待生クラスの？

　……つながらない。あの気分屋で協調性のない猛毒女と、健全なスポーツのイメージが全くつながらない。そして、なにより、一番衝撃だったのは……。




「これ茄子じゃねーじゃん……ねーちゃん」
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　きゅうりを花壇に迎え入れ、足早に藤棚へと向かう。

「ライライラ～～～☆」

　校内放送のマネをして登場してみたけれど、返事はない。

　別にスベッたとか、そーゆーことではなく、藤棚はもぬけの殻からだったのだ。

　…………おかしいな。

　確かに、人の気配がしたような気がしたんだけど。それにどこなく感じる人の視線、加えて甘い匂いに混じって微かすかに香る……………汗の匂い？

「あ、汗の匂いなどするかっ！」

　人の声までするじゃないか。声のした場所、ガーデンテーブルの下を覗のぞいてみると、

「うわっ！」

　秋海棠先輩が、長い手足を精一杯折りたたんで収まっていた。

「な、なんだ、石蕗か！　驚かせるな」

「テーブルの下に隠れている人に言われたくないですよ。なにやってんですか、あなた」

「う、うむ、毒空木……あ、いや、みゃ、みゃーこが来たのかと思ってな。つい」

　ごにゃごにゃ言いながら、テーブルの下から這はいだしてくる秋海棠先輩。

　なるほど、僕を毒空木だと勘違いしたってことか………隠れる理由にはなってないな。

「それにしても、あの……みゃ、みゃーこはまだか？　いつもここにいるようなことを言っていたのに……」

「はあ……そうですね」

「どうした、なにをニヤついている石蕗」

「いや、スラッとみゃーこって言えない秋海棠先輩が可か愛わいいなと思いまして……」

「しょ、しょうがないだろう！　愛称で人を呼んだことなどないのだから」

　先輩が頰を赤らめて言う。

「だいたい、石蕗だって人のことは言えんぞ！　いつまで私のことを、秋海棠などと他人行儀な呼び方をするつもりだ」

「え、そりゃあ、先輩なんですから、いつまでもそう呼びますよ」

「無用だ。我々は友達なのだ。気安くゆずりというがいい。私も今日から石蕗のことはハルと呼ぶ」

「ええー、名前でですか？」

「不満か？」

「不満ってわけじゃないですけど……」

　年上の女性の名前を呼び捨てにするなんて、人生初の経験かもしれない。

「うむ、私も少し照れ臭い。よし、慣れておくために二人同時に呼び合ってみるか」

　なぜ同時？

「いくぞ、せーの！」

　マジでやんのか！　僕は先輩の顔と口の動きに合わせ、

「ゆずり！」「ハル！」

　二つの名前が混じりあった。

「……………………………………………………………………」

　そして、流れる沈黙。

「おい、ハル…………なんだ、これは？」

「僕が聞きたいですよ！」

　あんたが始めたことでしょうが！

「ははは、そうか、ハルも同じことを思っていたか。さすがは、友達だ」

　友達という言葉の響きが愉ゆ快かいでたまらないといったふうに、ゆずり先輩は笑った。

「君は不思議な奴やつだな、ハル。男と話していてこんなに気分が落ち着くのは初めてだよ」

「そんなこと言ってくれるのは、この学園でゆずり先輩だけですよ。あまり周りに言わない方がいいですよ。特に、あの、弓道部の人達には。…………そ、そう言えば、弓道部の方は……どうですか？」

　極力自然な態ていを装ってみたものの、どうしても言葉に変な力が入る。

「変わらんよ。色々あったが、今は冬の全国大会に向けて団結している」

「そうですか。先輩は……大丈夫ですか？」

「私が？　なぜだ？」

「いや、その……弓道部の人達と……モチベーチョンの乖かい離りというか……意識の違いというか……そういうものが色々明らかになったわけだし……気持ち的にね？」

　先輩の顔を覗きつつ、慎重に慎重に言葉を選ぶ。

「ああ、そんな事か。些さ細さいなことだよ。弓を引くきっかけなど、人それぞれで良い。重要なのは続けることだ。続けていくうちに本当に弓が好きになってくれれば、私は本望だよ。まあ…………多少驚いたのは事実だがな」

　そう言って先輩は微笑ほほえんだ。僕の心の端っこを捕まえて離さない、あの笑顔で。弓が好きだと言った、あの笑顔で。

「そうですか……うん、そうですよね！　ごめんなさい、何か、変な事言っちゃって」

「謝るな、私はハルに感謝しているんだ」

「え？」

「ハルは私に本当にたくさんの物をくれた。それも初めての物ばかりを。私がこんなことを言うのは、失礼なのかもしれないが、その…………本当に、ありがとう。ほんの少しの間でも、君の恋人になれて良かった」

「先輩……」

「時々思うんだ。杏きよう子こちゃんより先に君のような男子に出会っていれば……」

　そこで言葉を切って、先輩はじっと僕の目を覗き込んだ。ブラウンのきついゆずり先輩の瞳ひとみ。様々な感情と、痛みと、後こう悔かいと、諦あきらめが入り混じった色に見えた。

「なあ、ハル。もしもの話だ。もしも、君が今のまま女に嫌われ続け、みゃーこにも愛想を尽かされ、全人類から忌き避ひされる存在になったとしたら……」

「もしもの話にしても酷ひどすぎやしませんか！」

「私のところに来い」

　……え？

「私は、ハルとなら喜んで…………」

　………………え？




「偽装結婚してやるぞ」




　…………………………おう？

「え、ちょ……ぎ、偽装……？」

「偽装結婚だよ。知らないか？　同性愛者同士の男女がお互いの合意のもとに形だけの結婚をするのだ。日本はまだまだ独り身に厳しい国だからな。なかにはそのまま出産までしてしまうケースもあるのだぞ」

「そう……ですか。偽装……。で、ですよねー。はははは、そうだと思ってましたー」

「私は、ハルの子供なら産んでもいい」

「はいぃぃぃぃぃ？」

　椅い子すから転げ落ちた。

「どぅぇ？　ちょ、え、今、今！　先輩、ええええええ！」

「もしもの話だよ」

　そう言って、先輩はまた微笑んだ。




「うらあ―――――――――――――――――――――――！」




　――ら、毒空木が飛びこんできた。

「ああ、みゃ、みゃ、みゃーこ！」

「びっくりしたぁ！　急になんだよ、毒空木！」

「…………あんたら、今、子作りがどうとか言ってなかった？」

「言ってねーよ！」

　そのような主しゆ旨しの話はしてたけど、子作りとまでは言ってない！

「そうだぞ、みゃーこ。心配するな。将来的に、私とハルで子供を作るという話をしていただけだ」




「その心配をしてんだろうが、ぼけえええええ！」




　そしてまた、藤棚に猛毒の妖精の怒号が鳴り響く。

　僕の学生生活は今日も通常運転です。







　あとがき




　皆様、こんにちは桐きり山やまなるとです。

　この度は『四よん百ひやく二に十じゆう連れん敗ぱいガール』第二巻をお手に取っていただきまして、誠にありがとうございます。こんな頭の悪い下品なお話を二巻まで続けることができたのも、全て皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　しかもなんですか？　二巻は？　特装版も同時発売で？　なんとドラマＣＤが付いてくるとか。……正気ですか？　こんな口を開けば毒舌と下ネタしか出てこないような作品をボイスドラマ化て。知りませんよ、どうなっても。

　などという筆者の心配をよそに作業はどんどん進みまして、先日、担当様からドラマＣＤのサンプルデータをいただきました。サンプルデータとは、まだ効果音やＢＧＭが入っていない、声優さんの演技だけが録音されたデータですね。早速喜び勇んで拝聴してみたところ…………いやあ、ド肝抜かれました。

　何がド肝抜かれるって、『チ●コ』ですよ、『チ●コ』。

　ハルと毒どく空うつ木ぎの初対面のシーン。毒空木がハルに向かって、「チ●コもぐぞ」と荒ぶるシーン。

　あの単語、発音するんですね。

　びっくりしたー。販売用ではピー音で潰つぶされる単語だから、てっきり、声優さんもごまかして喋しやべるもんだと思ってたら、思いっきり叫んでるじゃないですか。

　いい声で、滑かつ舌ぜつ良く、感情込めて―――チ●コって。

　椅い子すから転げ落ちそうになりました。

　しかも、今回、ハル役と毒空木役を演じていただいた江え口ぐちさんと雨あま宮みやさんが、また美形なんですよ二人とも。皆様お暇でしたら是ぜ非ひインターネット等でご確認ください。マジでイケメンのイケレディですから。そんな二人がマイクに向かって衆人環視の下、チ●コチ●コと連呼していたなんて…………想像しただけで動どう悸き息切れが止まりません。

　本当にお疲れ様でした。あなた方は真のプロです。なんの足しにもならないと思いますが、このデータは家宝にして毎日聴きます。そのシーンだけ抜き出して。

　そんな二人の熱演が収録されたドラマＣＤ、皆様是非ともお聴きくださいませ。江口さん雨宮さんだけでなく、豪華声優、実力派声優、将来のスター声優さんたちの名演、怪演は必聴です。これ、本当に面白いです。なんなら、原作より面白いです。嫌になります。




　さてさて、そうこうするうちに、残りスペースも少なくなって参りました。この話はここらで締めさせていただきたいと思います。皆様、本当にありがとうございました。




　……とか言って、まだ続くんですけどね。

　今回はあとがきが長いのです。なので、近況報告などを一つ。

　素人に産毛が生えた程度の私ですが、作家界の端くれにつま先を突っ込ませていただいている身でありますゆえ、サインをね、作らせていただくことになったのですよ。

　担当様から、なるべくスタイリッシュで親しみやすいサインを、と言われてさっそく頭を捻ひねってみたのですが。これがなかなか難しい。難しいっていうか、恥ずかしい。だって、みなさん想像してみてください。自分オリジナルの超かっこいいサインを、自分で考えている、いい大人の姿を。赤面が止まりませんよ。

　しかしまあ、それはそれ。これも仕事と割り切って、何とか自分なりに納得のいくサインを作ってみたのですよ。それをコピー用紙に書きつけて眺めていると、あら不思議。あれほど恥ずかしかった思いはどこへやら。悪くない心持ちなのですよ。ああ、ついに僕も親からもらった名前をサイン化するような身になったか、なんて感慨がしみじみと湧わいてきたりするのですよ。まあ、その十秒くらい後から、本名でサイン作っちゃだめじゃないかという思いも湧いてくるのですが。半日を無む駄だにしました。ひどい話です。

　そこからまた半日かかってようやくペンネームのサインが完成。しかし、これで終わりじゃありません。やっぱり、こーゆーものはサラサラと書かないと恰かつ好こうがつきませんから。なので、練習。翌日は朝からサインの練習。想像してください。机に向かって一心不乱に自作のサインの練習をするいい大人の姿を。

　我に帰ればド級の黒歴史ですが、それでも頑張って練習して、とりあえず迷わずひと筆で書けるくらいになったところで、編集部へメール。これでようやく終了です。

　疲れました。なんなら本編より疲れました。しかし、苦労の分だけ達成感もひとしおというもので。このサインを一番に受け取ってくれるのは誰だれだろうなんて妄もう想そうにふけって、意味もなくメモ帳にサインしてみたりして。ペンの色なんかも変えて書いてみちゃったりして。すっかり愛着が湧いてしまった我がサイン。

　……そんなサインが編集部満場一致でボツになりました。

　恥ずかしっ！　あるんですね、こんなことが。びっくりしたー。ああ、びっくりしたー。原稿ならともかくサインでボツくらう作家とか。いるか？　そんなヤツ？　恥ずかしっ。

　そんなわけで、何かと失敗の絶えないポンコツ作家ですが、今後も精しよう進じんしてまいりますので、一秒でも長くお付き合いいただければと思います。

　お付き合いと言えば、今回も素晴らしいイラストを付けていただきました、七桃りおさん。本当にありがとうございます。この作品はあなたの絵で持っているようなものです。これからも、よろしくお願いします。

　そして、毎度毎度迷惑かけどおしの担当様、並びに本書の出版・販売に関わってくださったすべての方々に最大級の感謝を捧げたいと思います。本当にありがとうございました。




[image: ]





著者

桐山なると

Naruto Kiriyama




大阪府在住。本タイトルで第14回えんため大賞《大賞》を受賞。あらゆる動物をこよなく愛するも、あらゆる動物から例外なく嫌われる切ない体質の持ち主。「一ページ、一笑い」を公約に掲げるコメディ作家。







イラスト

七桃りお

Rio Nanamomo




花粉症で目も鼻も大惨事な春を迎えた七桃りおです。ズビズビ。おかげさまで色々なところで１巻の絵を見たと多数ご報告いただき、嬉しいような恥ずかしいような。２巻もより気合を入れて描かせていただきました――女体とか。
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